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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










口絵・イラスト　Ａｎｍｉ
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プロローグ


＃１　俺がお前に本当の家族ってもんを教えてやる！


＃２　ハニーの注意力は三万なの


＃３　沙綾さあやも、ソータお兄ちゃんと寝たい


＃４　ねえ、想そうちゃん。……この水着を着たあたしと、今度は二人で……





　あとがき












　プロローグ







　ある初夏の朝、三み堂どう家の一日は二人の妹の声で始まる。


「お兄ちゃん、制服のリボン結んでー」


「あーっ！　アンタ、またそんな格好して、お兄ちゃんをユーワクする気ねっ!?」


　ドタバタと足音を立て、二人は今日も騒さわがしい。


「なに騒いでるんだー、お前ら」


　台所で三人分の弁当を作っていた想そう太たは、それで手を止めて居間に向かった。


「な……っ!?」


　目に飛びこんできたのは、制服のブレザーのボタンを全開にし、まぶしい胸の谷間と、白いレースの下着をのぞかせている超ちよう絶ぜつ美少女。期間限定「妹」、沙さ綾あやの姿だった。彼女はおまけにスカートも穿はかず、紺こん色いろのブルマからほっそりした脚あしを惜おしげもなくさらけ出している。


「なにやってんだ、沙綾！　早くボタン留めてスカートを穿け」


「リボンー！」


「まずはボタンとスカート！　そうしたらリボン結んでやるから」


「もうっ、お兄ちゃんったらまた甘やかして！」


　そこで叫さけんだのは、想太の妹歴十余年、生意気な顔つきで腕うで組ぐみする綺理きらりだ。


「サーヤちゃん、何度も言うけどお兄ちゃんは綺理の下僕なの！　無断使用しないで！」


「誰だれが下僕だ」


「アンタは綺理より年上だけど、お兄ちゃんの妹としては新米なんだから、くれぐれも礼れい儀ぎをわきまえなさいよねっ！」


　想太の話など聞かない綺理はどかどかと台所に入り、自分の弁当箱を持って出てくるとさっさと玄げん関かんに向かった。


「あ、そうだ綺理！　今日の弁当、お前の好きなオムライスにしてやったからな！」


　無む駄だかなと思いながら声を掛かけてみると、開け放していた居間のドアから綺理の顔がひょこっとのぞく。


「……卵、半熟？」


「ああ、お前の好きなふわふわ卵だぞ」


　そう答えると、綺理の口元がほんの少しニヘラッと緩ゆるんで、顔を引っ込める。


「……行ってきまぁす！」


　玄関から聞こえてきた声は、もう上じよう機き嫌げんのようだった。


「お兄ちゃん、リボンー」


　一方想太の傍かたわらでは、制服のボタンを留め終わった沙綾がこちらを見上げていた。いつ持ってきたのか、気がつけばスカートも穿いている。


「よしよし、珍めずらしくちゃんとできてるな」


「わたし、頑がん張ばった」


「あとはリボンだな。女の子なんだし、一人で結べないとこれから先不便だぞ」


「お兄ちゃんがやってくれるからいい」


「それだと学校で困るだろ、俺らが『兄妹きようだい』なのは秘密なんだから。現に体育のあった日はいつもぐちゃぐちゃじゃねーか。人がやってるの見て覚えようとしないからだよ」


「…………」


　沙綾が俯うつむいて反省している様子なので、想太はため息をついて彼女の胸元に垂れるリボンに手を掛ける。殊勝な面持ちの沙綾に見つめられながら、黄色いリボンを襟えり元もとでくるくる回してちょうちょ結びを作っていると、意図せずして腕が彼女の胸に触ふれ、一いつ瞬しゆんのやわらかく弾む感かん触しよくにドキリとした。


「……できたぞ」


　動どう揺ようを押し殺して言うと、沙綾は完成したリボンに目を落としてぽつりと呟つぶやく。


「お兄ちゃんが同じクラスにいたらいいのに……」


「お前、まったく覚える気ねーな!?」





　こんなにぎやかな朝の光景が日常になるなんて、つい先日までの想太には想像もつかないことだった。












　＃１　俺がお前に本当の家族ってもんを教えてやる！







　たとえば見たこともないような美少女が空から降ってきて、それが大だい富ふ豪ごうのお嬢じよう様さまで、どういうわけか自分の家に居い候そうろうすることになる。


　そんな奇き跡せきが実際に起こるわけない。少なくとも自分の人生とは無む縁えん。そう思っていた三み堂どう想そう太たの物語は、高校の入学式の日に始まった。


　まだ肌はだ寒ざむい春の朝、想太は新しい制服に身を包んで学校の正門をくぐった。


　ここ麓ろく風ふう学園は中高一いつ貫かん校こうであり、高校初日といえど制服以外に新しん鮮せんなことは特にない。同級生も増えないし、教師だっておなじみの顔ぶれだ。せめて桜さくら吹雪ふぶきでも舞まっていようものならちょっとは初うい々ういしい気持ちにもなれるのだが、例年より開花が早かった桜の木々にもはや花弁は残っていない。


　だが、それでいい。


「桜の葉っぱ、桜の葉っぱ……」


　眼光を鋭するどくして、今にも敵を射殺さんとする戦国武将の面つら構がまえで校庭を練り歩く。


「あれ三堂くんじゃん？　新学期早々こっわ……」


「他校の不良に喧けん嘩かでも売られたのかな……？」


　ただでさえ校則違い反はんギリギリの明るすぎる茶ちや髪ぱつのせいでヤンキーと誤解されているのに、こんなことではまた周囲との距きよ離りが開いてしまう。けれどもそんな懸け念ねんも、己おのれに課せられた重大な使命の前ではどうでもいいことだった。


「桜の葉っぱ……」


　正門前の桜はまだ駄だ目めだ。グラウンド横のも葉が小さい。想太が理想とする、まだやわらかく、それでいて適度な大きさに育った若葉をつけた木はなかなか現れなかった。


「とびっきりの桜さくら餅もち、極ごく上じようの桜餅……」


　いつしか、想太は目的そのものを口にしながら学園の奥へと進んでいた。


「……あった！」


　そうしてたどり着いたのは、講堂の裏手にあるひょうたん池のほとりだった。景観のための人工池ではあるもののそこには春の箱庭的な自然が広がっていて、蝶ちようが舞い、モクレンが咲さき乱れる奥に、学園内でひときわ生長の早い桜の木々の一群があった。


　早さつ速そく、想太はブレザーを脱ぬぎ捨ててシャツを腕うでまくりした。現れる二の腕には、鍛きたえ上げられた筋肉。これはひとえに日ひ頃ごろの家事の賜たま物ものであるが、彼の事情を知らない者の目には喧嘩に明け暮れる者の肉体と映るかもしれない。


「よし！」


　この葉っぱを塩しお漬づけにし、餅を巻いて食う。その大いなる野望のために、想太は予定より三十分も早起きして登校したのだ。


「綺理きらりのやつ、喜んでくれるかなあ……」


　季節限定の大好物を頰ほお張ばる妹の顔を思い浮うかべ、目につく中で一番立派な木の幹に手をかける。枝を揺ゆらして葉を落とそうと、思いきり力を込こめて幹をゆすった。


「ふん……っ！」


「あ！」


　そのとき、頭上から少女のきわどい叫び声がした。


「え……？」


　顔を上げた想太の目がとらえたのは、木の幹のかなり上の方、ほとんどてっぺんに近い辺りの太めの枝から、今まさに足を滑すべらせた少女の姿だった。


「……!?」


　とっさに、両手を広げて受け止める姿勢を取った。そして一瞬目が合った少女の可か憐れんさに心を奪うばわれる。


　木こ洩もれ日びに透すけて浅あさ葱ぎ色いろに輝かがやくロングウェーブの髪かみ。制服から伸のびる四し肢しはすらりと長く、肌はだは磨みがき上げられた真しん珠じゆのように滑なめらか。なによりその顔立ちの愛らしさは……。


「うわっ！」


　しかしズサッと腕の中に落下した美少女は妖よう精せいではなく人の子、予想外の衝しよう撃げきによろめいた。力を入れようと利きき足で地を踏ふみしめ、そこが木の根であったことに気づく。


「うおおっ！」


　案の定バランスを崩くずし、想太は少女と共に地面へ投げ出された。ごろごろと鉛えん筆ぴつよろしく数回転し、やがて慣性の法則に見放されて止まる。そこで訪おとずれた静せい寂じやく。


（いってえ……）


　そう言おうと思った。けれども声が口から出てこない。


　想太はうつ伏ぶせになって倒たおれていて、腕の下には温かい少女の身体からだがあった。胸の辺りに、今まで体験したことのないやわらかさと弾だん力りよくを感じる。


「ん……」


　少女が小さく呻うめいた。その声は振しん動どうとなり、唇くちびるを通して想太の耳の内側へ直接響ひびく。


　心臓が急にドキドキし始めた。もしかして。もしかしなくても……。


　……キス、しているのではないか。
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「んぅ……」


　少女がもう一度呻いたので、想太は彼女の背中から両りよう腕うでを抜ぬき、腕立て伏ふせの要領で頭を起こす。するとチュッと音がして、想太の唇が離はなれる。


　まるで桜の花びらのような、彼女の唇から。


「……!!」


　驚きよう愕がくの事態に声も出ない。口から飛び出そうなほど激しく波打つ心臓も、汗あせの滲にじんだ掌てのひらも、自分の身体から切り離されてしまったような変な感覚だ。


　下草の上に横たわる少女は、見れば見るほど圧あつ倒とう的てきな美少女だった。羽は二ぶた重えのような白く薄うすい瞼まぶたに、眼がん窩かに立体的な影かげを落とす長いまつげ。まろやかな額や頰ほおの曲線には、気持ちのいい角度で尖とがった鼻や顎あごが天才的に調和している。


「んっ……」


　彼女がゆっくり瞼を開けた瞬しゆん間かん、目の前から鮮あざやかな羽色の蝶ちようが飛び立ったような錯さつ覚かくを覚えた。色素の薄い、うっすら琥こ珀はく味を帯びた碧へき玉ぎよくのような瞳ひとみ。目め尻じりがわずかにつり上がった蠱こ惑わく的な両目には、見る者を虜とりこにする魔ま法ほうじみたオーラを感じる。


「……誰？」


　それが彼女の第一声だった。高すぎず低すぎない透とう明めいな声。色でたとえるならレモンイエロー。


「えっと……三堂想太、です」


「ミドーソータ」


　機械的な口調で、彼女は復唱した。そのままロボットのような動きでカクッと身を起こし、制服のスカートを翻ひるがえらせて立ち上がる。つられるように想太も立ち上がった。


「……痛い」


　次に、彼女はそう口にした。一瞬こちらの存在のイタさを指し摘てきしてきたのかと被ひ害がい妄もう想そうに入りかけたが、そうではないのに気づいたのは彼女が自身の唇に手を当てたからだ。


「あっ！」


　そこで想太も気がついた。彼女の桜色の下唇を、一点わずかに真しん紅くに染めるものがある。


「血、出てるな……」


　あれだけの衝撃で倒れ込み、その拍ひよう子しに唇が触れたのだ。おそらく歯がぶつかったのだろう。そう思うと鼓こ動どうがドドドッとテンポを速め、頰は燃えるように熱くなる。


「ご、ごめん……」


　ところが、少女は眉まゆ一つ動かさない。温度のない瞳で想太をじっと見つめている。


「わざとじゃなかったんだ。落ちてくるから受け止めようとして、でも受け止めきれなくて、これはその結果というか……」


　彼女の視線がまとう冷気に耐たえかね、ぎこちなく目を逸そらす。


「本当に悪かった……！　じゃあ！」


　身体を二つに折って叫さけぶように謝り、頭を上げる勢いで踵きびすを返した。歩きながら鞄かばんとブレザーを拾い上げ、校舎へ引き返すため走り出す。


　女の子とキスした。


　生まれて初めて。しかも、あんな凄せい絶ぜつな美少女と。


「ヤベーよ……」


　なにがヤバいって、まずは心臓だ。池を過ぎた辺りで立ち止まると、大した距離を走ったわけでもないのに胸が苦しいほど鼓動が速い。


「中等部の制服だったな……」


　呼吸を整えながら思い出す。少女の制服は、セーラー風の襟えりが特徴的な中等部のブレザー。中高で入学式の今日あれを身に着けていた彼女は、確実に中学生ということになる。


（マジでヤベー……。事故とはいえ、中学生の女の子と……）


　年下、義務教育、Ｒ─15、ロリコン、といったワードが脳内を乱らん舞ぶし、最終的にシマシマの囚しゆう人じん服ふくを着て牢ろう屋やに入る自分を想像して震ふるえていたときだった。


「そーうちゃん！」


「うわあっ！」


　後ろから肩かたを叩たたかれ、その場で跳とび上がるほどビクッとした。


「……なんだ、未み実みか」


　後ろを振ふり返ると、そこに立っていたのは幼おさな馴な染じみの伊い遠とう未実だった。肩につかないショートボブを揺らし、首をかしげて想太を見ている。


「おっはよー！　なにしてるの？　またいつもの妄想癖へき？」


「うるせーよ。お前こそなにしてるんだよ。今日は入学式だから朝練ないだろ」


「おっ、それは随ずい分ぶんなご挨あい拶さつだね！　今日は朝練ないから、想ちゃんのお手伝いしてあげようと思って葉っぱ探してたのに！　おいしい桜餅作るんでしょ？」


　昔から変わらないちょっぴり丸い頰を膨ふくらませる幼馴染を、想太は驚おどろいて見つめ返す。


「なんでそれ知って……？」


「綺理ちゃんに聞いたんだよー！　想ちゃん一人でやるつもりだったみたいだから、先回りして拾ってたんだ。もぉ～、想ちゃんってば水みず臭くさいんだから！」


「だって他ひ人との手煩わずらわせるほどでもねーだろ。何百枚も集めるわけじゃないんだし」


「あっ、やっぱり今日もネクタイ曲がってる！　想ちゃんってほんと、自分のことには無む頓とん着ちやくだよねぇ。だからあたしが油断できないんだよ」


　未実は想太の胸むな元もとに手を伸ばし、手て際ぎわ良くネクタイを結び直す。


　そう、彼女には昔からちょっとお節せつ介かいなところがある。世話焼きが高じて想太を弟とでも思っているような節があり、こんなやりとりも彼女となら日常だった。


「……で、お前はどこで葉っぱ拾ってたんだ？」


「ん？　校門の方とか校舎の脇わきとか、あっちこっち。でも今年はまだいい感じの葉が少ないねー。三十分探し回ってこれだよ」


　ずいっと彼女が出した透明ビニール袋ぶくろには、中に五、六枚の葉が見える。


「想ちゃんは？　どこで探してたの？　どれくらい集めた？」


「えっ……、い、いや……俺は実はまだ……」


「えぇーっ!?　そうなの？　あたしだけ張り切っててバカみたいじゃーんっ！」


「すまん……」


「あたしは想ちゃんの小説だって、春休み、部活の合間にちゃーんと読んでたのになあ」


「えっ、マジ!?」


「マジマジ！」


「マジか……」


　たちまち顔の筋肉を緊きん張ちようさせ、想太は未実を見つめる。


「で、どうだった……？」


　未実はそんな想太の様子に満足げに目を細め、もったいつけて腕うで組ぐみした。


「うーん……。最初は剣けんと魔法で戦う正統派のファンタジーだと思ってたんだけど、違ちがったよねー。昨日まで平へい凡ぼんな男子高生だった主人公が、なぜか異世界に行ったら最強でモテまくるハーレム小説？」


「……ダメ、だったか？」


「別にそうは思わないけど、女の子たちがどうして主人公のこと好きなのか伝わらなかったなぁ。あたしあんまり本読まないから自信ないけど、女心が描えがけてないのかな？」


「しょうがないだろ……。女子と接する機会なんかないし」


「むっ？　聞き捨てならん発言！」


「もしかして、自分のこと言ってるのかよ？」


「当ったり前！　あたし、部内じゃちょーっとモテてるんだよ？」


「女子にだろ」


「うっ！　なんでわかった？」


「お前が入ってんの女子サッカー部だろうが」


　本当は知っていた。面おも白しろくないから言ってやらないが、未実は男子にも充じゆう分ぶん人気がある。


　一見どこにでもいる普ふ通つうの女の子の未実は、フィールドに立つと別人のような存在感を放つ。中等部時代のポジションはＦＷフオワード、背番号は10。エースストライカーという凜り々りしい称しよう号ごうにビビってなまじな男は近寄らないが、顔立ちはさりげなくかわいいので、遠くで見守る隠かくれファンは多い。趣しゆ味みが読書とお笑い番組視聴というインドアな想太など、幼よう稚ち園えんの頃ころから家が隣となりでもなかったら、こんなスポーツ少女とは生しよう涯がい縁えんがなかっただろう。


「……まっ、そういうわけだから、本命の賞に投とう稿こうする前には書き直した方がいいよ？」


「わかった。……ありがとな、いつも」


　なんだか急に幼馴染をありがたい存在に感じ、想太は改まって礼を言う。


「いいってことよっ！」


　未実は、日焼けした肌はだにまぶしく映はえる白い歯を出して笑った。


「一刻も早くデビューして売れっ子作家になって、お母さんの代わりに家計を支えるんでしょ？　今年のファンタジーエン大賞は三堂想太が頂いちゃおうねっ！」


「おう！」


　どこか清すが々すがしい気分になって、想太も笑った。美少女とのハプニングキスのことは一時的に頭から消えていた。


「あっそうだ、想ちゃん。今年一年、学校でもまたよろしくね！」


　そこで思い出したように言う未実を、想太はぽかんとして見つめる。


「あれ？　まだ見てないの？　クラス分けの紙。もう玄げん関かんの前に貼はってあるじゃん」


「……あー！」


　忘れていた。なにしろ登校したときは桜の葉っぱのことで頭が一いつ杯ぱいだったのだ。


「想ちゃんとあたし、一いつ緒しよのクラスだったよ！　久しぶりだよね～、中二以来？　その前が小四だったでしょー？」


「じゃあ全然久しぶりじゃねーよ」


「まあまあ、とにかくそういうわけだから！　立ち話もなんだし、クラスメイト同士一緒に教室にでも行きますか！」


　グイッと手を引っ張られて、想太はつんのめるようにして校舎へ歩き出す。


「お、おい、やめろよ……」


　まだ登校ピーク前の時間だが、周囲には生徒がちらほらいる。これでは手をつないで歩いているみたいに見えるのではないかと、想太は気が気ではない。


「ん～？　お姉さんに連れられてる弟みたいで恥はずかしいかい？　それとも、あたしの高等部制服姿がまぶしくてドキドキしちゃってる系？」


「お前、先週も俺んちに見せに来ただろ！　そうじゃなくて、俺は目立つことをするのがイヤなんだよ！」


「あはは、ただでさえ想ちゃん見た目が目立つもんね」


　金きん髪ぱつに近い茶ちや髪ぱつに、蒼あおみがかった瞳。自由なわりに地味な校風の麓風学園ではかなり派手な部類に入る容姿の想太は、校内では「ヤンキーの三堂」としてちょっと有名だった。


「そういえば綺理ちゃん入学おめでと！　中等部は入学式午後からだよね。想ちゃん出る？」


「ん？　いや、出ねーよ、母さんが午後から工場休んで来てくれるし。それに中学生にもなって兄貴が入学式来てたらイヤだろ」


「そう？　綺理ちゃんは想ちゃんのこと大好きだから喜ぶんじゃん？」


「それが最近そうでもなくてさ。小説の原げん稿こうも、見てやるって言うから見せたんだけど、『なに美少女ばっか出してんのキモっ！』ってバッサリだよ。最近一緒に風ふ呂ろにも入ってくんねーし、そろそろあいつも思春期なのかなー……」


　ぼやく想太の隣で、ようやく手を離はなした未実があははと笑う。


「想ちゃんって、ほーんと綺理ちゃんのお父さんみたいだよね」


「まあ、そのつもりでやってきたしな」


　妹が小学校に入学した年、父は病気で亡なくなった。父が経営していた小さな工場は、母が社長に就任して受け継つぐことになった。以来、現在に至るまで母は仕事の毎日、家事は想太が一手に引き受けている。


「あ！　なあ未実。今日の放課後ヒマ？」


「ん？　今日は一日部活ないから時間あるけど、どうしたの？」


「駅前のキングマートが今日までトイレットペーパーの激安特売なんだよ。お一人様一点限りだから、ぜひ人手が欲ほしくて」


　そう言うと、想太は鞄からチラシの束を出した。カラー写真入りや一色刷りのものの間から目当ての一枚を引っ張る。一面にチェックが入った紙面の中でも「二日間限定！」の煽あおりが躍おどるトイレットペーパーの欄らんには赤マーカーで三重丸がつけられていた。


「十二ロールで一六九円って超ちよう安くねー!?　キンマは自社ブランドの牛乳も安くて高品質だし、略りやく称しようが多少危険な点を除けばいい店だよな～！　今日はぜってーキンマだろ！」


「……やっぱ想ちゃんって、お父さんじゃなくてオバチャンかも」


　そんな会話をしながら、二人は校舎に入って新しい下げ駄た箱ばこに靴くつを入れ、新しい教室に向かった。その途と中ちゆう、なんとなく校内の雰ふん囲い気きがおかしいことに気づく。


　新学年の始まりの日だから、クラス分けや新担任の発表でテンションが上がるのはわかる。けれども、これはそういう類たぐいの空気じゃない。それ以上に、なんとなく浮うき足あし立だったような、たとえるなら講演で芸能人が来校する日のような……。


「……その、北きた嶌しま財ざい閥ばつの令れい嬢じようってどんな子だろうな」


「噂うわさによると相当かわいいらしいよ。それに帰国子女で、バイリンガルどころか五か国語以上喋しやべれるって話だぜ」


「え～なんかウソっぽくない？　お嬢様で美少女で才女とか漫まん画がみたいじゃん。絶対それ話盛ってるって」


　周囲のざわつきに耳を傾かたむけた想太は、そこで心当たりを得た。


　春休み直前から校内に流れ出した噂。麓風学園や三堂家があるまほらば市には、有名な資産家の邸てい宅たくがある。錚そう々そうたる一流企き業ぎようの大株主であり、独どく占せん禁止法ギリギリの存在と囁ささやかれる超ド級の金持ち、通つう称しよう「北嶌財閥」。そのトップに君臨する女じよ傑けつ・北嶌政きよ子この今度中三になる孫まご娘むすめが、この学園に編入してくるというのだ。


「あの話ってほんとなのかなー？　想ちゃん。うちは私立にしては学費も激安だし、校則も緩ゆるめだし、そんなお嬢様が来るとは思えないんだけど」


「本当だと思うぜ。母さんも言ってた」


「……あっ、そっか。想ちゃんのお母さんの工場、北嶌財閥の会社が取引先だもんね」


「ああ。仕事の筋からも聞いたっていうから、たぶん間違いないと思うけど」


　精密機械の一部に用いる特とく殊しゆ部品を製造する三堂家の工場は、その需じゆ要ようの偏かたよりから、昔からずっと九割以上をある一社からの受注のために操業している。その一社「株式会社ノース・アイ」が、北嶌政子が社長を務める時計の一流メーカーなのだ。


「そっかー。ほんとだったら、ちょっと緊張するね」


「まあ、学年も違うしかかわり合いになることもねーんじゃん？　母さんなんかビビっちゃって『絶対にそそうするんじゃないわよ、すれ違うときに道みち端ばたによけて土下座しなさい』とか半分本気で言ってたけどさ」


「でも、おばさまの気持ちもわかるよー。そんな子になんかしちゃったら仕事にも影えい響きようしちゃうかもしれないんでしょ？」


「でもヤンキーじゃないんだし、廊ろう下かでぶつかったくらいじゃ大事にはならないだろ」


「だよね。ちょっと注意してればそれ以上の危害なんか加えようがないもんね」


　二人で喋りつつ、新しい教室「１─Ｆ」に入った。そのときだった。


「あれだ、あの子が北嶌家の令嬢だよ！　あの子がお祖ば母あさんっぽい人と一緒に編入手続きしに来た現場を見たぞ！」


　窓まど際ぎわに立っていた男子が、窓の向こうを指して声こわ高だかに叫さけんだ。


「え────っ!?」


　それを受けて、すでにクラスにいた十数人が一いつ斉せいに窓際に走ってガラスへ貼りつく。


「……す、すごいね、みんな」


「マジで大おお騒さわぎだな……」


　未実と想太は呆あつ気けに取られながら、そうは言ってもやはり気になるので窓際に向かう。クラスメイトの頭の隙すき間まから窓が見えた瞬しゆん間かん、急に心臓が凍こおりついた。


「……え……ッ!?」


「どうしたの？　想ちゃん？」


　隣で背せ伸のびしている未実の声が、たちまち遥はるか遠くのものになる。


　１─Ｆの窓が切り取るのは、正門や校舎の玄げん関かん口ぐちからは少し奥まったところにある裏庭の風景だ。その木々の間に少女が一人ぽつんと立ち、値ね踏ぶみでもするかのように木の幹を見上げている。周りには他ほかの生徒はおらず、皆みんなの視線の向きからして、彼女が話題の少女で間違いないだろう。


　そして、それはまぎれもなく先ほどの絶世の美少女だった。


「……噓うそだろ……」


　──絶対にそそうするんじゃないわよ、すれ違うときに道端によけて土下座しなさい。


　母の言葉が脳のう裏りに渦うず巻まき、その場に頭を抱かかえて座り込みたい気持ちになる。


　土下座どころか、キスしてしまった。しかも、たった数ミリとはいえ唇くちびるに傷までつけて。


「ヤバい……」


　先ほどのドキドキは、たちまち全身を支配する圧あつ倒とう的てき恐きよう怖ふに変わった。





　入学式の記き憶おくはほとんどない。気がつくと教室に戻もどっていて、ＨＲも終わっていた。新担任は人気のある若い女教師だったけれども、それも今はどうでもいい。


「ヤバい、ヤバい、ヤバい……」


「想ちゃん？」


　さよならの号令がかかっても机の前に立ち尽つくしてぶつぶつ言う想太に、斜ななめ前の席から未実が声を掛かけた。男子は廊下側から、女子は窓際から苗みよう字じのあいうえお順に机を並べるのが麓風の新学年の習いなので、彼女と同じクラスになると最初の席も近いのだ。


「どうしたの？　今度はなに妄もう想そう？」


「…………」


　今、想太の脳内にいるミニ想太は、北嶌財閥の手の者によって水責め火責めと拷ごう問もんの限りを尽くされた挙句ギロチンにかけられるところだった。


「……ほら、想ちゃんがそんな顔してるから、新しいクラスでもまた誤解されちゃうよ？」


　未実の声で我に返ると、目の合った男子数人がビクッと身体からだを震ふるわせた。


「……ヤベーよ、お前なんか三堂サンのこと怒おこらせるようなことしたか？」


「し、してねーよ。ヤンキーに喧けん嘩かなんか売るかよ、俺チキンだし」


「なあ、三堂って一人でいることが多いけど、ヤンキーって仲間とつるむんじゃね？」


「えっ？　うちの学校には他にヤンキーがいないからじゃないのか」


「そもそもヤンキーってなに？　三堂は本当にヤンキーなのか？」


「ヤンキーだろ。金パでカラコン入ってるし、腕うでの筋肉すげーし、名前も極ごく道どうっぽいし」


「孤こ高こうなのか。孤高のヤンキーなのか」


　小声で言っているつもりなのだろうが、この距きよ離りでは丸聞こえだ。


「はぁーっ……」


　途中わずかに誤解の解ける兆きざしがあったのに、結局はこうなってしまった。


　はっきり言って、想太には友達がいない。人見知りがひどく、気軽に他人と話せるような人間でないのは生来の性格だ。それでもじっくり付き合ってくれれば善良な人ひと柄がらが伝わると思うのだが、不良っぽい見た目のせいでまず三分の二以上の人間が話しかけることを断念。残りの者は、話しかけてはくれるものの想太の人見知りによるぶっきらぼうな応対で心がくじけ、二回目以降も話しかけてくれるのはその中のさらに半数以下。残りの人々、つまりたった数人のクラスメイトとは時たま会話らしいものはするものの、そんな人々は生まれつき陽気で社交的な性格なので級友たちから満まん遍べんなく好かれており、想太なんかと特別に親しくなるために割さくような時間はない。


　よって学校での想太は、幼おさな馴な染じみの未実と中学時代にできたたった一人の親友を除いて、他人と打ち解けて会話をすることなどまずなかった。


　最初が肝かん心じんだということはよくわかっている。ここで親しみやすい雰囲気を作りフレンドリーに振ふる舞まわなければ、中等部の三年間と同じ運命が待っていることも。


　だけど、今はそれどころじゃない。


「北嶌財閥……私刑リンチ……ギロチン……」


　考えうる限り最悪な結末を想像し、一人勝手に百面相をする。


「おーい、想ちゃん？　キンマ行くんじゃなかったの？　早く行こうよ！」


「……お、おう」


　そこで再び未実に現実へと連れ戻され、ともかく二人で教室を出た。


「今年も友達作りは難しそうだ……」


「大だい丈じよう夫ぶだって、そのうちわかってもらえるよ！」


「……やっぱ、最初の最初が肝心だったんだよな……」


　思えば、三堂想太のヤンキー伝説は中一の調理実習のときから始まった。すでに小学校の頃ころから家事の達人だった想太は、水を得た魚のように手際よく調理を始めた。それはよかった。同じグループの女子が卵を割るのに失敗したとき、事件は起こった。


「なにやってんだ、てめぇ！」


　調理室中に、想太の怒ど声せいが響ひびき渡わたった。


「え……」


　怒鳴られた女子は、手を洗っていた流しの水を止めるのも忘れて茫ぼう然ぜんとしていた。その蛇じや口ぐちの栓せんをすかさずひねり、想太は彼女に説教を始めた。


「なにやってんだって訊きいてんだよ！」


「……た、卵割るの、失敗して……殻から握にぎり潰つぶしちゃいました……」


「それだけじゃねぇだろ！　まだ手の中に使える部分が残ってたのにそれも捨てただろ！　そのまま器うつわに移して、箸はしで細かい殻を取りゃよかっただろうが！」


「め、めんどくさいかなと、思って……」


「はあ!?」


　眉み間けんに皺しわを寄せてすごむと、その女子はとうとう泣き出してしまった。


「ごめんなさ……」


「めんどくさいって、こっちはもっとめんどくさい思いして一円でも安い店で卵買ってんだよ！　一個潰して使えなくしたら、せっかく特売で買っても一個当たりの値段が高くなっちまうだろ！　お母さんの気持ちになれ！　もったいねーことすんな！」


「み、三堂くん、わかったからその辺で、ね！」


　慌あわてた家庭科の先生が仲ちゆう介かいし、その場はなんとか収まった。けれども、想太はその後もジャガイモの皮を厚くむきすぎた女子やフライパンを無む駄だに熱し過ぎた男子を叱しかり飛ばし、グループのメンバーを縮みあがらせた。


　まだ仲のいい友達もできていない五月のことだった。想太の命運はそこで決した。


　ついたあだ名は「クッキング・ヤンキー」。今年で四年目になるヤンキー伝説の礎いしずえだ。


「はあ……」


「もぉー、元気出しなよ、想ちゃん。さっきからちょっと変だよ？　なんかあった？」


　未実に言われて、はっと思い出した。そうだ。自分に友達ができないことなど、この際どうでもいい。それより重大なのは……。


「あっ、綺理ちゃんだ！」


　未実が叫び、想太は顔を上げた。想太たちはもう下げ駄た箱ばこを抜ぬけ、校門に向かって歩いているところだった。門の方から歩いてくる新入生たちの中に、愛する妹の姿を見つける。


　オレンジがかった茶ちや髪ぱつに、想太と同じ蒼あお味みを帯びた瞳ひとみ。贔ひい屓き目めかもしれないがなかなかの美少女に育った妹は、今、憧あこがれの中学校の敷しき地ちを一人で歩いていた。


「おーい、綺理ちゃーん！」


「……あ、ミミちゃん」


　未実に呼ばれ、綺理の方もこちらに気づいた。そのままこちらへ歩いてくるが、その表情はどうも冴さえない。家の中では大喜びで試着していた麓風の制服に身を包んでいるのに、なぜかちっとも嬉うれしそうに見えなかった。


「どうかしたのか、綺理。っていうか、母さんと一いつ緒しよじゃなかったのか？」


「ちょっと、学校では話しかけないでって言ったじゃない！　別にお兄ちゃんに憧れて同じ学校に入ったわけじゃないし！」


　想太が声を掛けた途と端たん、綺理の態度が刺とげ々とげしくなった。ここ最近の通常対応だ。


「わかってるよ、そんなこと言ってねーだろ。そうじゃなくて母さんは？」


「お兄ちゃんには関係ないでしょ！」


「関係ないことあるかよ、兄貴なんだから」


「綺理ちゃん、おばさまと喧嘩でもしたの？」


　横から未実が尋たずねると、綺理はふるふると首を左右に振る。量の多い髪かみを頭の左上で結んだご自じ慢まんのサイドテールが、やわらかそうにふわっと揺ゆれた。


「……お母さん、来られなくなっちゃったの」


「えっ!?　どうして」


　なんとはなしに、イヤな予感がした。綺理は重い口を開く。


「さっき突とつ然ぜんノース・アイの人から工場に連れん絡らくがあって、今月いっぱいで契けい約やくを打ち切りたいって言われたんだって。綺理はよくわかんないけど、それじゃ工場が潰れちゃうってなって、お母さん仕事休んでるどころじゃなくなっちゃったみたい」


　想太の顔からサッと血の気が引いた。


「まさか……」


　ありえない。こんな早くに、あのキスの影えい響きようが出るなんて。


　想太はさっきまで、北嶌財ざい閥ばつに制裁を受けるのは自分一人であると思って妄想していた。令れい嬢じように危害を加えたのは自分だから。


　だが違ちがうのだ。大人の世界というのは、きっとそういうものなのだ。だから母もあんなことを言ったのだろう。


「……お父さんの工場、潰れちゃうのかな？」


　普ふ段だんは気の強い綺理の瞳に、涙なみだが浮うかんでいる。父親との思い出が少ない妹は父の遺のこした工場をとても大事に思っていて、幼い頃から「大きくなったら綺理がママの代わりに工場長になる！」と宣言していた。


　妹のその夢が、女一人で亡なき夫の夢を引き継ついだ母の想おもいが、儚はかなく潰ついえようとしている。他ほかならぬ、想太のせいで。


「……許せねぇ」


　北嶌財閥のことではない。軽率な行こう為いで、誰だれよりも守りたい母と妹にこんな思いをさせてしまった自分のことが。


　あのとき、なぜ現場からすぐ逃にげ出してしまったのだろう。美少女とキスして動転していたからだったが、あの場でもっと誠意をもって、地面に額を擦こすりつけて謝っていたら、こんなに早く手ひどい制裁を受けることはなかったかもしれないのに。


「……ごめんな、綺理」


　自分の肩かたくらいにある妹の頭へ、ぽんと手を載のせる。


「なっ！　やめてよ、バカ！　キモい！　手て汗あせが移るでしょーっ！」


「……から」


「えっ、なによ!?」


「父さんと母さんの工場は、俺が守るから」


　怒ってジタバタしていた綺理は、そこでピタッと止まった。


「なに言ってんのよ！　そんなことできるわけ……」


「できなくたって、やってやる！」


　だって、これは俺の責任なんだ。そう思って、想太は拳こぶしを握にぎりしめる。


「……未実、中三の生徒ってもう帰ったと思うか？」


「えっ？　うん、今さっきうちの部の後こう輩はいが校門出てくの見たよ。中等部の入学式に出る在校生は中二だけだから、中三はＨＲだけで今日はおしまいじゃん？」


「そうか」


　想太は必死に考えた。こうなったら最も早はやあの子にどうこう言っても仕方あるまい。取引云うん々ぬんの話が子どもの一存で決まるわけがないのだし、彼女が言いつけたであろう偉えらい人間と話をしなければ状じよう況きようは好転しない。となれば。


「……よし、俺行ってくる」


「えっ、行くってどこによ!?」


　想太の宣言を聞いて、綺理は慌てた声を上げる。そこでまだ自分の頭の上に兄の手が置かれているのに気づき、両手でつまむように持ち上げてポイと捨てた。


「……北嶌邸ていだよ」


「えっ!?」


　これには綺理と未実が同時に叫さけんだ。


「なに言ってんのよ！　そんなとこ行ったってどうしようもないでしょ！」


「そうだよ、想ちゃん！　あそこすっごいお屋や敷しきじゃん！　門もん前ぜん払ばらいがオチだって！」


「悪いな、未実。やっぱキンマはいいよ」


　言うなり想太は歩き始めた。道に出ると、学校を目指す人波に逆らって走り出す。


「ごめん、父さん、母さん、綺理……！」


　その一念で、昼下がりの春の街を疾しつ駆くした。
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「……着いた」


　走ること三十分弱、想太は地元の高級住宅街にいた。まだ外気は冷たい時期なのに、ブレザーの内側は汗だくだ。


「いつ見てもすっげぇ家だな……」


　というか、これを家と称しようするのは少々乱暴だ。三堂家の慎つつましやかな二階建て一いつ軒けん家やが二、三十個ほど収まりそうな洋館風邸宅に、さらにその数倍ある庭。入ったことがないからわからないけれども、屋敷の奥には他にも建物やプールなんかがあるのかもしれない。


　この辺りはまほらば市のほとんど唯ゆい一いつにして最大の高級住宅街であり、周辺には他にも見識の高そうな住人の家が並んでいる。北嶌家があるのは、それらの家々の一帯から長い坂道を隔へだてて少し離はなれた小高い場所、いわば高級住宅街の頂点だ。


「どうしよう……」


　北嶌家の前まで来たものの、どうしたら中に入れるのかわからない。大理石製らしき白い石柱と黒光りした柵さくによって作られた高い門もん扉ぴは、無用の侵しん入にゆう者しやを無言のうちに阻はばんでいる。門の内側には小さな派出所のような建物があるので、もしかしたら警備員なんかが詰つめているのかもしれない。当然、防犯カメラもあるだろう。


「とりあえず、近づいてみるか」


　未実が言ったように門前払いにされるにせよ、とにかく接せつ触しよくしなければ始まらない。どうせこれ以上事態が悪い方に動くことはないのだと思うと、ある意味気が楽だった。


「……どちら様でしょう」


　門の前まで行くと、いきなり男の声が聞こえてきた。見ると、石柱の顔の高さの辺りにスピーカーらしきものがある。


「三堂と申します」


　なるべく、落ち着いた声こわ色いろを心がけて喋しやべった。


「株式会社ノース・アイにお世話になっています、三堂工業の者です」


「……面会の御ご予よ約やくは承っておりませんが、どういった御用件でしょうか」


「えっと、その、ちょっと仕事の相談で……」


「……かしこまりました。では本日御訪問があったということをお伝えしておきますので、後日御連絡を差し上げる形でよろしいでしょうか」


「えっ？」


「お伝え先はどちらにいたしましょう。本社の担当の方でよろしいでしょうか」


　どうしよう。なにを言われているのかわからない。相手のペースに飲まれて曖あい昧まいな返答を繰くり返していると、会話が終しゆう了りようして帰らねばならない空気になってしまった。


「……あの、一番偉い人に会わせてください！」


　だから、慌てた想太はつい叫んだ。


「社長に謝りたいんです！　俺、お嬢じようさんにひどいことをしてしまって……」


「……お仕事のお話ではないので？」


「えっ、いや、そうなんですけど、色々難しい関係があって！」


「お伝えしておきますので、申し訳ありませんが今日はお引き取りください」


「いやだ！　帰りません！」


　本能的に、ここで引きさがったら終わりだと感じた。きっと自分の思いは伝わらないし、連絡もたぶん来ないだろう。


「会わせてください！　北嶌さんのご両親かお祖ば母あさんに！」


　そうやって食い下がっていると、警備員らしい制服を着た男が詰め所から現れ、通用門から出てきていよいよ実力行使で追い払われそうになった。そのときだ。


「……なにを騒さわいでいるのです？」


　背後から、年配の女性の声がした。


「大奥様！」


　警備員の表情がたちまち緊きん張ちようし、想太も後ろを振ふり返る。そこにはいつのまにか一台の黒くろ塗ぬり高級車が停とまっており、後部座席の窓から一人の女性が顔をのぞかせていた。


　かなり年配の、老ろう婆ばといっていい年とし頃ごろの女性だった。根元から真っ白なショートヘアをパーマで大だい胆たんに波打たせ、品のいいパープルのツーピースに身を包んでいる。どことなく、往年の映画女優のような風格のある人だった。


「……坊ぼうや、麓風の子ね？」


　彼女は想太の全身を視線で改め、険しい表情で話しかけてくる。


「は、はい！」


「うちの沙さ綾あやがなにかしたのかしら？」


「えっ……？」


「北嶌沙綾。わたくしの孫まご娘むすめよ。今あの子のお話をしていなかった？」


　それではこの老女が北嶌財閥の現頭取、今なお現役で辣らつ腕わんをふるうノース・アイの女社長、北嶌政子ということになる。


「え、あ、はい……。お孫さんとのことで、ちょっとお話が……」


　そこでさっきの男にちらりと目をやると、事態を把は握あくしたのか政子は深く頷うなずいた。


「……わかりました。この坊やをお通しして」


「はっ、はい、大奥様！」


　そういう風にして、想太はともかく北嶌家に入ることを許された。





「……さて、それではお話をうかがいましょう」


　想太が通されたのは三階建ての屋敷の一階、玄げん関かんを入ってすぐの場所にある一室だった。大だい富ふ豪ごうの邸宅ということで身構えたものの、客間らしきその部屋はごく普ふ通つうの広さで、調度品もとりたてて華か美びなわけではない。


「楽になさってちょうだい」


　硬かためのソファに座って身じろぎもしない想太に、使用人が運んできた紅茶のカップに口をつけながら、向かい側に座った政子は言った。


「で、あの子がなにか……？」


　一見そっけなさそうな口調だが、そう尋たずねる瞳ひとみにはなにかを案じる気配がある。その様子に想太は違い和わ感かんを覚えた。


「……あの、俺、三堂想太といいます」


「はい、ミドウさんね？」


　おかしい。あの沙綾という孫娘からなにか聞いていれば、これでピンと来るはずだ。


「あっ、あの、ノース・アイに製品を納めている、三堂工業の息むす子こです」


　口に運びかけたカップを止め、政子はまばたき数回分の間、黙だまって想太を見つめた。


　だいぶ歳としを取ってはいるが、顔立ちのはっきりした美人だと思った。一いつ般ぱん人の老女をきれいだと思うのは、これが生まれて初めてかもしれない。


「……ああ、はい。わかりますよ。わたくしはノース・アイの代表取とり締しまり役やくですから。すべての決定事じ項こうには一通り目を通しています。この度たびは残念でした」


「その件で、お話なんですが」


　やはりという思いで、胃がかあっと燃えるように熱くなった。


「今日は本当にすみませんでした……っ！」


　立ち上がって、膝ひざに顔がつきそうなほど腰こしを折る。


「お孫さんには、本当に申し訳ないことをしました！　そんなつもりはなかったんです！　今朝登校したら木の上から女の子が落ちてきたから、受け止めようと思って、それで……結果的に、キ、キスをしてしまいましたが、下心はまったくありませんでした！」


　自分から顔を上げることもできず、政子も何も言わないので先を続けるしかなかった。


「悪いのは俺ですから、責任は俺が取ります！　でも、お願いです！　工場だけは……、うちの工場だけは見み逃のがしてください！　あれは、妹にとって死んだ父さんの一番の形見なんです！　母さんが大事に守ってきたうちの家族の象しよう徴ちようなんです！　これ以上、母と妹に悲しい思いをさせたくないんです！　どうか取引は続けてやってください！」


　やわらかい光の射さし込む午後の洋室に、静せい寂じやくが鳴り響ひびく。これでダメなら土下座するしかないと思って顔を上げた。そして意外なものを目にした。


　政子の顔は、純じゆん粋すいに驚おどろいている様子だった。


「……なにを、おっしゃっているの？」


「え……？」


「三堂工業との取引中止は、もう一か月以上も前に決まっていたことよ。事業方針の転てん換かんに当たって、いくつかの製品の製造を中止することにしたの。それだけ」


「それだけ……」


　握った掌てのひらに、イヤな汗あせがにじんできた。


「それ、だけ……ですか」


「ええ」


　政子は深く頷く。


　一気に目標を見失い、想太は倒たおれるようにソファに座った。取引中止は決まっていたこと。想太の行動など関係ない、ただの大人の事情。想太にできることはなにもない。


「……それよりも、貴方あなた」


　少しの間のあとで、政子が再び口を開いた。


「今のお話は本当なの？」


「えっ？」


「……その……沙綾と口づけをした、というお話よ」


「ああ……はい、すみませんでした」


　ということは、あの少女は今朝の出来事を言いつけはしなかったということだ。訊きかれるままに名を教えてしまったし、タイミングといい間ま違ちがいないと確信していたのに。


「……そう。由々しき事態ね」


　深くため息をつき、政子はドアの方に叫んだ。


「沙綾をここに呼んでちょうだい」


「はい、かしこまりました」


　どうやら扉とびらの向こうにぴったり控ひかえていたらしく、間かん髪はつを容いれず女性の声がする。


「……三堂想太さん、でしたね」


　使用人の足音が去ると、政子は再び想太に向き直る。


「貴方にこんなお話をするのも変かもしれませんけど……あの子には許嫁いいなずけがいますのよ」


「はあ……」


　想太はまばたきしながら頷いた。こんなお屋や敷しきに住む令れい嬢じようのことだ、許嫁の一人や二人いてもおかしくはない。


「困りますね。しかるべき方へ捧ささげるはずの貞てい操そうの一部を、貴方が奪うばってしまったなんて」


「えっ……!?　あっ、も、申し訳ありません……」


「来年の春、あの子はさる御子息の元へ嫁とつぐのです。それまで一点の穢けがれもない、きれいな身でいて欲しかったのに」


「ら……来年!?」


　そこに驚き、思わず想太は身を乗り出した。


「高校生で結けつ婚こんしちゃうってことですか!?」


「高校には行かせません」


　きっぱりと政子は言い放つ。


「そもそも女性に学問など不要です。わたくしは主人を先に亡なくしましたから財ざい閥ばつ頭取として事業も執とり行いましたが、あの子にはいかなる境きよう遇ぐうになろうとそんな苦労はさせないつもりです。家庭を守り、子を産み育てる。女にそれ以上の大義はありません」


「え……」


　世の中に、そういう考え方をする人がいるのは知っていた。けれども、実際に目の前でそんなことを言う大人を見ると、わけのわからないもやもやが心に溜たまる。


「中学を卒業したら、あの子は花はな嫁よめ修しゆ業ぎように入ります。五月には十六歳になりますから、それを待って祝しゆう言げんです。麓風の生徒でいるのもこの一年間だけです」


「……それで、沙綾さんはいいって言ってるんですか……？」


「いいも悪いも、あの子はわたくしの言うことには逆らいません」


　自信たっぷりに答える政子の顔を、想太は訝いぶかしい気持ちで見つめる。そのときだった。


「……おばあさま、沙綾です」


　廊ろう下かの方から聞こえてきた、機械的に透とう明めいなレモンイエローの声。


「お入りなさい」


「はい」


　それでドアが静かに開く。その向こうから現れたのは、確かに今朝の美少女だった。


「あ……！」


　少女は想太を見ると、やや目を見開いて声を上げた。


「ミドーソータ！」


「……ども」


　政子の目が怖こわくて、無む邪じや気きとも言える少女の態度にもぶっきらぼうに応じるしかない。


「沙綾、いらっしゃい」


　その声に従い、沙綾と呼ばれた少女は部屋に入ってきて政子のソファの横に立つ。


　少女はすでに私服に着き替がえていた。光こう沢たくある生き地じで仕立てられた高級そうなワンピースは、祖母の服より若じやつ干かん暗めのパープル。白い大きなレース襟えりとカフスが目立つウエストマークのデザインは、女性のファッションにあまり詳くわしくない想太でも最近の流行でないことが一目でわかる、昔のお嬢じよう様さまといったレトロな雰ふん囲い気きだ。


「……沙綾、まだ着替えていなかったの？　二時から乗馬のお稽けい古こでしょう。四時には家庭教師の先生がいらっしゃるのだから遅おくれないようにね」


　政子の視線をたどると、飾かざり簞だん笥すの上に置かれた時計は一時四十分辺りを示している。


「……はい」


　沙綾は祖母を見ずにそう返事した。


「ねぇ、沙綾。今朝この方となにがあったの？　唇くちびるが触ふれたというのは本当？」


「……道でぶつかって、一いつ緒しよに倒れました。唇はそのときに」


「は？　いや、そもそもそっちが木にのぼ……」


　想太が訂てい正せいしかけたとき、沙綾の瞳に鋭するどい光が加わった。それに牽けん制せいされて黙っていると、彼女は自分の唇にお嬢様らしいほっそりした指を当てる。


「……強引にされて、とても痛かった」


「えええええっ!?」


　これには想太も黙っていられなかった。


「違います！　たまたま歯が当たっただけで、強引になんか……！」


「まあ！」


　しかしその訴うつたえは逆効果だったようで、政子は眉まゆをひそめて驚きよう愕がくの表情になる。かと思うと、とても高こう齢れいとは思えぬ動きですっくと立ち上がり、孫娘の手を取った。


「沙綾、来なさい！　今から病院へ行って診しん断だん書しよを書いてもらいましょう！」


「ジョーバは……？」


「そんなもの今度でいいですっ！」


「…………」


　沙綾は無表情なりに呆あつ気けにとられた様子で、手を引かれてよろけるように歩き出す。


「めちゃくちゃだ……」


　想太は口の中で呟つぶやいた。


　祖母好みの衣い装しようを着て、祖母が組んだスケジュールをこなし、おそらく祖母が選んだであろう相手に嫁ぐことが決まっている少女。今朝会ったときにもどこか変わった子という印象を受けたものだが、こうして見るとその理由がわかるような気がする。


　人形のような、表情のない美少女。幼い頃ころから祖母の操あやつり人形として生きてきた彼女は、自分の感情を表現する術すべを知らないのだ。日頃培つちかってきた妄もう想そう力を発揮してそう考えた想太は、沙綾に感情移入して心底気の毒に思った。そして、思わず手を伸のばしていた。


「……なにをするんです？」


　ドアノブに手をかけた政子は、孫まご娘むすめの手に加わった力を感じて振ふり返った。祖母と想太に両方から手を引っ張られた沙綾は、やじろべえのようにピンと両手を伸ばして生き真ま面じ目めな顔をしている。


「そっちこそ、離はなせよ、ばあさん」


「なっ……！　ばあさんですって!?」


「沙綾のお祖ば母あさんだろ？　ばあさんで正解だろうが」


「……っ！」


　悔くやしそうに唇を嚙かんで、政子は想太をにらみつける。


「沙綾をお離しなさい！　つまみ出しますよ！」


「ああいいよ。どうせ工場は守れないんだ、せめて言いたいことは言わせてもらう！　あんた、おかしいよ！　それが可愛かわいがってる孫娘にする仕打ちか!?」


「貴方のような愚ぐ連れん隊たいになにがわかるの！　わたくしが沙綾をどれほど大切に思っているか、幸せになって欲しいと思っているか……」


「わかる！　家族を大事に思う気持ちなら、俺は誰だれにも負けない自信がある！」


　グレンタイってなんだよと心の中でツッコミながら、想太は反はん駁ばくした。


「だからあんたが孫のために必死になる気持ちはわかる！　だけど、あんた間違ってるよ！　その証しよう拠こに、こんないい家に暮らして、いい服着て、たぶんいい物食べてるんだろうけど、この子、全然幸せそうな顔してないじゃないか！」


「幸せです！　わたくしの言ったとおりにしていれば、沙綾は幸せになれるんです！」


「それはあんたが決めることじゃなく、この子自身が感じることだろ!?　あんた、ほんとに孫の気持ちをわかってやれてるのか!?」


　どうやらそれは禁句だったらしく、手に感じる力が一いつ瞬しゆん弱くなった。


「家族はお互たがいを思い合って行動するものだ！　親が子どもに、祖母が孫に、自分の考えを押しつけるだけの関係なら、あんたら家族としてまるきり間違ってる！」


　無む性しように腹が立っていた。お金や進路の心配もせずに一生を生きられる人が、どうしてそんな単純で当たり前なことにも気づかないのか。


「来いよ、こんな家にいたらダメだ！　俺がお前に本当の家族ってもんを教えてやる！」


　そう言って、沙綾の手を強く引いた。


「あっ……！」


　政子の手が彼女から離れ、想太は部屋の外に出る。廊下に控えていた使用人の女性をひとにらみして威い嚇かくし、そのまま沙綾の手を引いて玄げん関かんの方へ向かった。
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　想太が我に返ったのは、沙綾を連れて数分歩いた頃だった。坂道を下って高級住宅街を抜ぬけたとき、繫つないだ手が急にふにゃっと力を失った。


「……どうした？」


　彼女の一歩前を歩いていた想太は、立ち止まって振り返る。


「…………」


　同じく立ち止まった沙綾は、道の後ろ、坂道の上の方を見ていた。随ずい分ぶん歩いてきたので、坂の頂上にある北嶌邸の姿はもう見えない。


「……そんなにお祖母さんが怖いか？」


　そう尋たずねてみると、彼女はビクッと肩かたを震ふるわせて想太を見つめた。繫いだ手にぎゅっと力が込こめられる。


（……間違いない）


　北嶌家から離れたことで、沙綾は緊きん張ちようを解いたのだ。今朝会ったばかりの他人である想太にこんな風にすがるくらい、あの家は彼女にとって心ここ地ちいいものではないのだろう。


　さっき木から落ちて出会ったことを言おうとした想太を威嚇したのも、祖母にお転てん婆ばを暴ばく露ろされたくなかったのだ。彼女が祖母をどれほど恐おそれているかがうかがえた。


「……お祖母さんのこと、嫌きらいなのか」


　沙綾は目を伏ふせ、首を横に振る。


「……でも、どうしていいかわからない。おばあさまもきっと同じ。わたしと仲良くなりたいのに、わたしが変な子だから困ってらっしゃるの」


「……とりあえず俺んち来るか？　こっから十分くらい歩けば着くけど」


　沙綾がこくりと頷うなずいたので、繫いだ手を引っ張るようにして再び歩き始めた。


（どうしよう、この手……）


　屋敷を出たときはカッとなっていたのだが、今となってはこの上なく気まずい。美少女をかどわかしているように見えたらどうしようと考えて、ふと素そ朴ぼくな疑問が湧わいた。


「なあ、どうして屋や敷しきの人たちは誰もお前を追ってこないんだ？　北嶌財閥の孫なんて、それこそ歩く身みの代しろ金きんみたいなもんだろうに」


「……おばあさま、怖がりだから。わたしと同じ」


　沙綾の返答は要領を得なかった。


「え？　どういうことだ？」


「……さっき、ミドーソータに連れられて部屋を出たとき」


「下の名前でいいよ。ミドーは苗みよう字じだから」


「……さっき、ドミソに連れられて部屋を出たとき」


「どうしてそうなった!?」


　振り向いてツッコんだが、当の沙綾は愛らしい瞳ひとみをきゅるりと動かすだけだ。埒らちが明かないので、とりあえず呼こ称しようの件は保留にしておくことにする。


（やっぱ、ちょっと変わった子なんだよな……）


「あのときわたし、おばあさまに『アカンベ』した。誰も追いかけてこなかったのは、きっとそのせい」


「アカンベって、お前……」


　さっきの発言と合わせて考えると、それでは、政子は沙綾に嫌われるのが怖くて追手を差し向けなかったということか。


「それに、おばあさまが調べようと思えば、わたしがどこにいるかいつでもわかる」


「なんだそれ、こえーな。ＧＰＳつきの携けい帯たい電でん話わでも持たされてるのか？」


　ところが、沙綾はよくわからないというように首をかしげる。


「電話は持ってないの」


「えっ、イマドキ？　買う金ならいくらでもあるだろ」


「おばあさまが、いらないっておっしゃるから」


「でも不便じゃないのか？　友達と連れん絡らく取りたいときはどうするんだよ」


「友達、いない」


「えっ？　いや、麓風ではまだそうかもしれないけど、前の学校の友達とか……」


「いない。友達、今まで一人もできたことない」


「マジかよ……」


　想太だって決して他人のことは言えないが、いくらなんでもそれはない。


「もしかして、それも『おばあさまが、いらないって』言ったのか……？」


　恐る恐る尋ねると、沙綾は首を横に振ったのでほっとする。


「……それにしたって、お祖母さんのやり方はちょっとどうかと思うぜ。お父さんとお母さんはお祖母さんの教育方針になんにも言わないのか？」


「言わない」


「でも、同じ屋根の下にいるんだろ？　いくらお祖母さんが権力持ってても……」


「いない。お父さまとお母さま、日本にいないから」


「えっ？　海外出張中、とか……？」


「ずっと海外でお仕事なさってるの。だから、わたしもずっと日本にいなかった」


「ずっとって……？」


「生まれてから、ずっと。帰ってきたのは二年前」


「バリバリの帰国子女ってことか。そういやそんな噂うわさあったな。英語とか喋しやべれるのか？」


「古ノルド語なら、だいたい」


「え？　このるど？」


「スウェーデン語と、デンマーク語と、ノルウェー語。英語は聴きくのと読むのだけ得意」


「それ充じゆう分ぶんすげーよ。じゃあ北ほく欧おうの方に住んでたんだな」


　そんなことを話しているうちに、二人は三堂家に到とう着ちやくした。繫ぎっぱなしだった手をようやく放して、想太はほっと一息つく。


「……着いたよ。ここ、俺んち」


「……？」


　沙綾は首をかしげ、想太と三堂家を交こう互ごに見る。


「あ、いや、もちろん北嶌家に比べたら、ウサギ小屋どころか金魚の水すい槽そうみたいなもんだろうけど、一応、俺の住んでる家……です」


「かわいい……」


「……は？」


　沙綾は大きな瞳をキラキラ輝かがやかせて想太の家を見つめていた。無表情は相変わらずだが、頰ほおの辺りがほんのり興奮で赤らんでいるように見える。


「……こういう家、好きか？」


　そう尋ねると、沙綾は想太に一瞬目を移してこくりと頷く。


「お人形の家みたい」


　深く考えると大変失礼なことを言われているような気がするが、美少女が喜んでいるので悪い気はしない。三堂家は建売の分ぶん譲じよう住宅で、周辺一帯に同じようなクリーム色の壁かべとオレンジ色の屋根の家が建ち並ぶ様は、確かにちょっとメルヘンチックにも見えた。


「……入るか？」


　想太の言葉に、沙綾は首をくるりと回してこちらを見る。


「いいの……？」


「いいよ、別に」


　家事の中では炊すい事じが一番好きな想太だが、掃そう除じも怠なまけるほど嫌いではない。少なくとも家族との共用スペースはいつでも他人を上げられるくらいにしていた。


「どうぞ。お世辞じゃなく狭せまいけど」


　すると、沙綾の顔つきが若じやつ干かん緊張した。基本的に無表情な子だが、気をつけて見ていればわずかな喜き怒ど哀あい楽らくの表れが認められるようだ。


　まるでジャングルを探検する文明人のように、沙綾は注意深く三堂家の玄関内を観察した。そして、おもむろにフローリングの廊ろう下かへ上がった。


「ちょいちょいちょいちょ───い！」


　思わず、想太は後ろから沙綾の首根っこを摑つかんだ。


「なにやってんだ、お前！　靴くつ！　靴！」


「……？」


　いたずら猫ねこのような格好で捕ほ獲かくされた沙綾は、なにが悪いのかと血統書つきのシャム猫の目で想太を振ふり向く。


「土足で入るな！　ここは日本だぞ！」


　と言ってから、さっき訪おとずれた北嶌邸が土足ＯＫだったことを思い出した。


「いくら友達がいなくたって、日本で人んちに行ったことくらい……そうか、ないのか」


　黒いエナメル靴を履はいた足を申し訳なさそうに擦こすり合わせる沙綾を見て、想太はため息をつく。黙だまっていると、彼女は自ら後ろに数歩下がってちょこんと三た和た土きに下りた。


「……わかったよ。じゃあ今日覚えような」


「うん」


　健けな気げに頷き、沙綾は片方ずつ足を持ち上げて靴を脱ぬいだ。


「おおお、白い靴下が汚よごれるだろ、靴脱いだ足は廊下に置け」


「うん……！」


「そこに上がったら後ろを振り向いて、今脱いだ靴をそろえる」


「……こう？」


「どうして上に重ねた……」


　そんな調子で、沙綾のマナー講習は難航した。


「……なんか、小さい頃ころの綺理を躾しつけてたときのが大変じゃなかったような……」


　たった数分でひどく疲ひ労ろうした想太は、居間のこたつに座ってぐったりする。


「ミファソー！」


「おう、どうした」


　もうなんでもいいやと返事をして、声のした方に行く。彼女には家に上がったらまず手を洗えと言ったところだった。洗面台の場所もちゃんと案内した。


　だから、駆かけつけた風ふ呂ろ場ばの惨さん状じようが一いつ瞬しゆん理解できなかった。


「なっ……なにやってんだ、お前……！」


　沙綾、いや、おそらくは沙綾と思おぼしき紫むらさき色いろの物体が、浴室で泡あわだらけになって妖あやしく蠢うごめいている。


「大体なんで風呂にいる!?　洗面台はこっちだろ！」


「それ、ウォシュレットじゃないの……？」


「はあ!?　よくわかんないけど、それは暗に人んちの洗面台をディスってるのか？」


　もちろん、彼女にそんなつもりがないことはわかっている。風呂場に散乱しているアイテムからどうしてこうなったのか推測すると、おそらく手を洗おうとしてシャワーをひねり、全身ずぶぬれになったところにボディーソープをアホほど出して浴用スポンジで泡立ててしまったのだろう。


「……手くらい、あの家でも毎日洗うんじゃないのか」


「いつもは、ナニーが洗面器にお湯張ってきて洗ってくれる」


「なんだよ、ナニーって。エッチな言葉か？」


「えっち？」


「深く考えなくていいから」


　お嬢じよう様さまには付き合いきれん、と想太は深いため息をついた。





「……おっ、ちょっと小さいかと思ったけどぴったりだな」


　泡だらけの沙綾を服の上からシャワーで流し、タオルと一いつ緒しよに貸してやったのは、妹に買ってきた新しいワンピースだった。たまたま日用品を買いに行ったショッピングモールでセール品を見つけ、綺理に似合いそうだと思って買ったものだ。当の綺理には「はあ？　真っ白なワンピースとかダッサ！　女子のファッションに夢見過ぎててキモい！」と罵ば倒とうされてしまい、案の定、彼女の部屋のクローゼットにまだ値札つきで下がっていた。


「……っくしゅん」


　こたつに座った沙綾は、小さくかわいらしいくしゃみをした。


「どうした、寒いのか？　服は着き替がえただろ」


「パンツ冷たい」


「下着は仕方ないだろ。妹もさすがにイヤがるだろうし。俺のでよければ貸すけど？」


「……パンツ冷たい」


「……こたつに入ってればそのうち乾かわくから」


　寒さのせいかテンションは下がり気味の彼女だったが、時代錯さく誤ごなワンピースを脱いだことで美少女ぶりには一段と磨みがきがかかっていた。あの服はあの服で似合わないことはなかったが、控ひかえめなレースの飾かざりのついた純白のワンピースは彼女の容よう貌ぼうのピュアな美しさを最大限に引き立たせ、なまじなアイドルなど足元にも及およばぬほど垢あかぬけて見える。


「綺理のやつも、これ見たらきっとこのワンピース着たくなるな」


　やっぱりモデル効果というのはあるのだなと感じ入った。


　しばらくそうやって二人でこたつに入っていると、案じられるのは三堂工業の行く末だ。母親は工場の方へ行っている様子だが、想太もあんな啖たん呵かを切ってきてしまったので、事態が好転しているとは到とう底てい思えない。


　──来いよ！　俺がお前に本当の家族ってもんを教えてやる！


　あんなことを言ったものの、今はわが家もこんな状態だし、妹も反はん抗こう期きだし、家に連れてきたところでとても円満な家族の姿は見せてやれそうにない。こうなったら早く北嶌家の執しつ事じかなんかに迎むかえに来てもらいたいと心の中でＳＯＳを出したときだった。


　プルル、プルル、と廊下で固定電話が鳴った。


「母さんかな」


　いつもは携けい帯たいの方にかかってくるのに、と思いながら廊下に出てナンバーディスプレイを見ると、発信元は知らない番号だった。


「……はい、もしもし」


「三堂さんのお宅ですか？」


　その声に、想太の背筋がピンと凍こおりついた。


「は、はい……」


「わたくしです。沙綾の祖母の北嶌政子です」


「は、はあ。先ほどは……」


「先ほどは、大変失礼いたしました」


　想太に先んじた謝罪の言葉に、どういうことかと返答に詰つまる。


「あれから、少し頭を冷やして考えました。想太さんのおっしゃる通り、わたくしはあまりよい祖母ではありません。あの子を持て余している、というのが正直なところです」


「そんな……」


「でも、わたくしがあの子を愛しているというのは真実です。できることなら今よりいい人間に成長させたいし、そうなってから嫁とついでもらいたいというのが本心です」


　さすがは人の上に立つ人間の徳というべきか、さっきとは打って変わって、政子の言葉は誠実に想太の胸に響ひびく。


「なので、わたくしはここで一つ賭かけに出ようと思います」


「賭け……？」


「想太さんの家族への想おもいを見込んで、わたくしからお願いがあります」


「はい、なんでしょう……」


　ごくりと唾つばを呑のみ、受話器に押しつけた耳に神経を集める。


「この一年間、沙綾をお宅で預かっていただけないでしょうか」


「……えぇえ───っ!?」


　思わず、喉のどから素すっ頓とん狂きような声がほとばしった。


「もちろん、ただでとは申しません。あとで専用の口座を作りますので、あの子の生活にかかる費用はすべてそちらから用立ててください。無事約束の期間が終しゆう了りようした暁あかつきには、相応以上のお礼もいたします」


「えっ、いやっ、そういう問題じゃなくて……」


「それから、これは想太さんに最も喜んでいただけると思うことですが」


　そこで言葉をピタリと止め、政子はもったいをつけて言った。


「もしこのお話を引き受けていただけるのなら、三堂工業との取引は来月以降も続けさせていただきたいと考えています」


「えっ……!?」


「約束を果たし、沙綾を人間的に成長させてくださいましたら、わたくしの目の黒いうちは……いえ、ノース・アイが存続するうちは、三堂工業とのお取引を続けることを社の方針といたします」


　絶望の野に咲さいた希望の花。起死回生の満まん塁るいホームラン。思いがけない交こう換かん条件に、想太の心は大いに揺ゆれる。


「……だけど、でも、そんな……」


「あら、貴方あなたおっしゃったじゃありませんか。『悪いのは俺ですから、責任は俺が取ります！』って。これにはそういう意味も含ふくまれておりますのよ？」


　啞あ然ぜんとする想太に、政子は意地悪く言った。


「あの子のファースト・キスを奪うばったことだけは、わたくし、貴方を許しませんから。責任は取っていただきたいですわね」


「す、すいません……」


「二度目の贖しよく罪ざいの機会はありませんよ。いくら同じ屋根の下で同居するとはいえ、再びそのようなことがあったらこの約束は即そつ刻こく中止、取引の件も白紙に戻もどさせてもらいます」


　想太も段々わかってきた。どうやらこのことに関して想太に拒きよ否ひ権けんはないらしい。


　さすが金持ち、やることが汚きたない。そう思いながらそれでも頰ほおが緩ゆるむのは、父の形見の工場を潰つぶさなくて済むうれしさか、それとも。


「……期限はあの子が中学を卒業するまで。貴方の『妹』として、沙綾を三堂家に受け入れてやってください。貴方が先ほど宣言された通り、あの子に『家族』を教えてやってください。あの子は温かい家庭を知りません。あの子の父親も、わたくしの夫もそうでした。わたくし自身も、お恥はずかしながら似たようなものです。このままではあの子も、新しい家庭でよき妻、よき母になることは難しいと思うのです」


　さっきはさらっと脅きよう迫はくまがいのことを言われたような気がするが、そう語る政子の声には切実なものがある。


「……わかりました。俺にできる限り頑がん張ばります」


　その後も細かい話は続いたが、最後にそう答えて想太は受話器を置いた。


「母さんに連れん絡らくしなきゃ」


　そう思って携帯電話を取り出そうとしたとき、居間の方から沙綾の声がする。


「ミスド！　ミスドー！」


「今度は随ずい分ぶんおいしそうなのになったな」


　そうツッコみながら居間に行くと、沙綾はテレビのリモコンを握にぎりしめ、今までで一番興奮した面おも持もちで、ドラマらしきものが放送されているテレビ画面を見つめていた。


「映画！」


「映画ぁ？　違ちがうよ、ただの昼ドラだろ」


「でも……スクリーン！　シアターと同じ！　小さいシアター！」


　そこで、想太はまさかと思った。


「お前、テレビ知らないのか……？」


　信じられないことだが、沙綾はピンと来ない顔をしている。


「てれび……？」


「映画の中にもテレビくらい出てくるだろ。『シアター』でどんな映画観みてたんだよ」


「『サウンド・オブ・ミュージック』とか『雨に唄うたえば』とか……」


「あー、そういう昔の……。つかそのシアター、どうせお前んちの中にあるんだろ」


「うん。ここにもある？」


　あまりにも、世間知らず。こんな子が一年後には嫁ごうとしているなんて。


　温かい家庭も知らず、両親とも離はなれ、あのお城のような豪ごう邸ていで厳しい祖母のいいなりになって、緊きん張ちようしながらたった一人で生きている少女。


「……ドレミ？」


　原点回帰した音階を呼び名にして大おお真ま面じ目めにしている、花のようなという形容もかすむほどの美少女を、想太はある決意をもって見つめ返した。


「……よし、今日からお前は俺の妹だ。俺がお前に『家族』を教えてやる」


　彼女の祖母から頼たのまれたことが、今この瞬しゆん間かん、彼自身の意志となった。


「だから、家では『お兄ちゃん』でいいよ」


「……はい」


　想太の厳おごそかな雰ふん囲い気きに感化された様子の沙綾は、ピリッと頰を引き締しめると、純白のワンピースの裾すそを丁てい寧ねいに膝ひざに巻きこんで正座した。それからまるでなにかを思い出そうとするかのように、じっくりした動作でフローリングに三つ指をついて頭を垂れる。


「フツツカモノですが……」


　ドキリとした想太は、テレビ画面を見て苦く笑しようした。流れていた昼ドラではヒロインの結けつ婚こんが決まったところなのだった。


　深く下げた頭を上げ、沙綾は想太を上目づかいに見る。その口元がほんの少し微笑ほほえんだように見えたとき、彼女の透とう明めいな声が軽かろやかにさえずった。


「よろしくお願いします、お兄ちゃん」


　キスしてしまった事実も、一度覚えたときめきも、政子との約束のうちに堅かたく心に閉じ込めて。


「……おう！　よろしくな、沙綾」





　こうして、この日から北嶌沙綾は三堂想太の「妹」として生活することになった。












　＃２　ハニーの注意力は三万なの







　そこから事態は怒ど濤とうのスピードで進行した。


「ちょっと想そう太た～！」


　連絡しようと思っていた母から、興奮気味に電話がかかってきた。


「今、北きた嶌しま社長から工場に直々に電話が来て……！　あんた、一体なにをしたの!?」


「な、なにって……」


　話を聞くと、どうやら政きよ子こが母にした説明はこうだった。三み堂どう工業との取引について想太から直談判を受け、彼の家族と工場に対する熱意に打たれたので、孫の躾しつけを交換条件に取引続行を決めた、と。キスについては触ふれられなかったことにほっとする。


「こっち片づけたらすぐ帰るから、くれぐれもお嬢じよう様さまに失礼のないようにね!?」


　はいはいと返事をして、母との電話を切った。その直後。


「えっ、やだ！　ちょっとぉー！」


　いつの間にか妹の綺理きらりが帰ってきており、居間をのぞいて大声を上げた。


「それ、お兄ちゃんが綺理に買ってくれた服！　なんで知らない人が着てるの!?」


「えっ？　ああ、いや、これはその……」


「えっ、えっ!?　もしかして、お兄ちゃんの彼女!?　やだやだ──っ！」


「いや、なに言ってんだよ、ちげーよ！」


　騒さわぎ立てる妹に、想太は廊ろう下かで手短に事情を説明する。


「ふ、ふーん……。ま、お兄ちゃんに彼女ができたなんて本気で思ったわけじゃないけど」


　取り乱してしまったことをごまかすかのように、綺理は澄すまし顔で取りつくろう。


「……で、なんでそのおジョーサマがあの服を着てるわけ？　あれ、綺理のよ？」


「いや、でもお前、まだ一度もあれ着てなかったじゃないか。デザインとか気に入らないみたいだったし……」


「はあ？」


　綺理は腕うで組ぐみして不ふ機き嫌げんそうな顔をする。


「確かに気に入らなかったわよ？　けど、だからって勝手に他ひ人とに着せないでくれる？　一度くれたものを本人の承しよう諾だくなしに取り上げるなんてサイテー！」


「取り上げたんじゃなくて、貸したんだ。沙さ綾あやの服が乾かわいたら洗せん濯たくして返すから」


　想太の弁を、綺理は居間の方を向きながら聞いていた。その視線は沙綾に注がれている。


「……いい」


　魅み了りようされたように彼女の姿を見つめていた綺理は、やがて俯うつむいて答えた。


「もういらないわよ、あんな服！　あの人にあげればいいでしょ！」


「お、おい……」


　そのまま自分の部屋のある二階へ上がろうとするので、想太は慌あわてて声を掛かけた。


「そうだ、綺理！」


「……なによ」


　階段に一歩足を掛け、綺理はぶすっとした顔でこちらを振ふり返る。


「お前、髪かみのこと学校でからかわれなかったか？」


「……別に。今のところ大だい丈じよう夫ぶ」


　冷れい淡たんに答え、彼女は階段を上っていった。そんな彼女の態度に嘆たん息そくしつつ居間に戻ると、沙綾は目を丸くしてこちらを見ていた。


「今のが、うちの妹なんだけど……ごめんな、うるさいやつで。でもああ見えて優やさしいし、かわいいところもあるんだよ」


　沙綾は黙だまって頷うなずいた。それから正面のテレビに視線を戻す。今やっているのは時代劇の再放送だが、彼女は初めてのテレビに食い入るように見入っていた。


「……アニウエ！」


　悪代官邸ていでいよいよチャンバラ劇に突とつ入にゆうする場面で、沙綾がこちらを振り返った。


「なんだ。さっそく時代劇の影えい響きようか？」


「アニウエ、髪の毛がヘン」


「……悪かったな。この茶ちや髪ぱつには理由があるんだよ」


　ちょうど今その話をしようかと思っていたので、沙綾の思わぬ鋭するどさにドキッとする。しかし、彼女は両手で握りこぶしを作ると、それを頭の上に載のっけて首をかしげた。


「あの人たち、なんでこんな髪型をしてるの？」


「……『ヘン』って、俺じゃなくて侍さむらいのちょんまげのことかよ」


「チョンマゲ……？」


「それも知らないのか。まあ知らないよな、俺が悪かった」


「アニウエは、チョンマゲ、しないの？」


「現代人はしないな。西さい郷ごうどんの辺りからは武士だってしてないのいるだろ？」


「サイゴードン？」


「うん、また俺が悪かった」


「オダイカンサマとどっちが悪い？」


「……とりあえず、時代劇のお約束は短時間によく学んだんだな」


　沙綾のスポンジ並の吸収力に感心しつつも、躾しつける立場の人間として間ま違ちがいを放ほうっておくわけにはいかない。


「けど、俺は『アニウエ』じゃない。さっき呼び方教えただろ？」


「……サイゴードン？」


「その前だよ」


「チョンマゲ？」


「なんでだよ」


「……アニ、マゲ、ドン？」


「アルマゲドンみたいになっちゃってるな？」


　その辺でツッコミ疲つかれた想太は、やれやれと自分も再びこたつに入った。


「……うちの母さん、生きつ粋すいの日本人なんだけど、ちょっと見た目が変わってるんだよ」


　沙綾は画面に目を戻もどし、チャンバラに集中し始める。まあいいやと想太は話を続けた。


「瞳ひとみが少し蒼あお味みがかってて、髪が茶色なんだ。母さんの故郷の東北にはたまにいるらしいけど、こっちでは珍めずらしいだろ。俺もそうだけど妹には特に強く遺伝してしまって、小学校のときに見た目のことでいじめられたこともあったから心配してたんだよ」


　沙綾は相変わらずテレビ画面を見つめているが、その眉み間けんに一筋の皺しわがよる。


「俺たち兄妹きようだいが麓ろく風ふうに行ったのも、実はそれが理由だったりしてな。まーこの辺の公立中はちょっと荒あれてるから、小学校のクラスの半分近くが私立受験するんだけど。麓風はそれほど難しくないし、校風が自由なわりには風紀もいいし、なにより安いし」


　そう言ったとき、改めて沙綾のことを考えた。あんな家に住むお金持ちなら、他ほかにいくらでもいい学校があるだろう。大体、中三から編入というのも考えてみればおかしい。


「……わかる」


　そのとき、沙綾が口を開いた。


「え？　なんだ、沙綾」


　彼女はテレビを見つめている。空耳かと話を続けようとしたとき、彼女は再び呟つぶやいた。


「みんなと違うと、目立つ」


　話の流れが読めない想太は、沙綾の言葉の続きを待つしかない。


「人は、目立つものを好きか嫌きらいかになる」


「……？」


「人間は知覚で物事を認にん識しきするけど、目の見える人は大たい抵てい視覚で認識する。だから目立つものは多くの人に認識されて、その結果、どちらかといえば好き、嫌い、の感情と共に心に刻まれる」


　その言葉の意味を考えている間に、彼女は先へ進んでいた。


「だから、目立つ善人は目立たない悪人より敵が多いの」


「……確かに、そういうものかもしれないな」


　不思議な感じがした。沙綾がこんなことを語る少女だとは思っていなかった。


「……お前も、みんなとは違うよな」


　思わず本音を漏もらしてから、はっとした。今の話の流れからして、なにかフォローする必要がある気がする。案の定、沙綾は画面から視線を外してこちらを見た。


「嫌い……？」


　なにを、なんて無ぶ粋すいなことは訊きかなくてもわかった。


　北嶌沙綾。天使のような非現実的美び貌ぼうを持ち、宝石のような瞳でこちらを見つめている少女。こんなきれいな子を嫌いになれる人間なんて、少なくとも男ではいない気がする。


「……嫌いじゃないよ」


「じゃあ、好き？」


　沙綾は素す直なおで無む邪じや気きだ。そう問う顔つきにも声にも、媚こびたところはなにもない。だから、想太の方にもドキドキする理由はない。


　頭ではそう思うのに、心しん拍ぱく数すうが上がる。声が喉のどで引っかかる。


　──あの子のファースト・キスを奪うばったことだけは、わたくし、貴方あなたを許しませんから。


　変なタイミングで政子の言葉を思い出してしまい、沙綾の桜色に潤うるおう唇くちびるを見つめて生なま唾つばを呑のむ。


「す……」


　妹。この子は妹だ。今日から一年間、同じ屋根の下で暮らす妹。同じ屋根の下で。


　今朝キスしたこの子と。毎日ずっと……。


「……き……かどうかは、まだよくわからないけど」


　ギリギリのところで、想太は自分を取り戻した。沙綾は腑ふに落ちない様子でこたつから出ると、なぜか再び正座する。


「わからない？」


「ああ。だって、相手をよく知らなきゃ本当に好きか嫌いかなんて判断できるわけないんだ。俺たちはこれから家族として暮らすんだから、うわべの好き嫌いを言ったってしょうがないだろ？　たとえ好きでも嫌いでも、家族は家族なんだ」


　うまいこと切り抜ぬけた、と思った。それを聞いた沙綾は首を傾かたむけて想太を見る。


「じゃあ、頑がん張ばる」


　澄んだ瞳に、初めてキラリと輝かがやく意志の光を見た気がした。


「わたし、カゾクに本当に好きになってもらいたい」


　それを聞いたとき、想太の胸の中になんとも言えない気持ちが渦うず巻まいた。


「……家族にって……」


　さっき電話で聞いた政子の言葉を思い出す。


　──わたくしはあまりよい祖母ではありません。あの子を持て余している、というのが正直なところです。


　──でも、わたくしがあの子を愛しているというのは真実です。


　同時に、沙綾の言葉も。


　──でも、どうしていいかわからない。おばあさまもきっと同じ。わたしと仲良くなりたいのに、わたしが変な子だから困ってらっしゃるの。


　自分を無条件に愛してくれる存在であるはずの、両親、家族。そんな人たちの誰だれ一人とも、今までこの子はきちんと心を通わせ合うことができなかったのだろう。


「……そうだな」


　政子から課せられた使命の重要性が、改めて身に迫せまって感じられた。


「俺は本当の家族じゃないけど、今日からお前の本当の兄ちゃんのつもりで接するから」


　沙綾は大きく頷く。彼女には政子と電話でした約束を手短に話していたが、わかったのかわかっていないのか、この奇き抜ばつな計画に対する戸と惑まどいはない様子だった。


「だから一年後、お前が本当の家族の元へ帰ったときにはきっとわかるようになるよ。家族とどうやって向き合えばいいか、どうしたら気持ちが伝わるか」


　根こん拠きよも自信もまったくなかった。けれども、今はとにかくやるしかない。


「そうしたら、自分がちゃんと家族に愛されてたんだって実感できるようになるから」


　父の工場と、想太自身の愛する家族を守る。そのためには他に方法がないのだから。


「……わかったか？」


「はい」


　沙綾は想太を見つめて返事した。彼女の涼すずやかな声が、こんなに芯しんの強い響ひびきをまとうのは初めてだった。


　よくよく観察すれば、沙綾はたたずまいまでもが美しい。背筋はたおやかに伸のび、ワンピースの膝ひざ部分は皺ひとつなく伸ばされて巻き込まれ、その上に置かれた両手は指先まで神経が行きわたり桜貝のような爪つめがきれいにそろっている。中でもひときわ目を引く華はなやかな顔は想太をまっすぐ見つめ、細い顎あごはさりげなく上品な角度で引かれ、虹こう彩さいの一筋一筋が芸術品のようにきらめく瞳に真しん摯しな光が宿されていた。


　高貴さとはこういうことだ、と想太は確信した。他人より少しだけ不幸かもしれない、けれどもまあまあ幸せで平へい凡ぼんな人生を送ってきた想太にとって、彼女は生まれて初めて出会った未知なる輝きだった。


「……わかりました、お兄ちゃん」


　沙綾はそう言ってゆっくりまばたきをする。それで想太は彼女のまなざしの金かな縛しばりから解かれ、動どう揺ようを隠かくそうと咳せきばらいした。


「お、おう。……ところで沙綾、どうしてまた正座なんかしてるんだ？」


「真ま面じ目めなお話、してると思ったから」


「もう終しゆう了りようだ、終了。足崩くずして茶でも飲め。いい加減冷めるぞ」


　沙綾は少し考えて、首を傾ける。


「でも、お兄ちゃんの分のお茶がまだ出てない」


「は？」


「お兄ちゃんが自分の分を用意したら、わたしも飲める」


「あのなあ、来客のマナーならそうかもしれないけど、俺たちは『家族』なんだ。家族の間なら、そんなこたぁどうだっていいんだよ。お前が飲みたいならいつ飲んでもいい」


「……？」


　沙綾はわずかに目を見開いている。もしかしたら「おばあさま」とはそういう決まりになっていたのかなと考えて頭を搔かいた。


「……わかった、北嶌家でのマナーは一いつ旦たん忘れろ。今日からは、俺が教えることが『家族』のルールだ。わかったな？」


「はい」


「ここでは自然体のお前でいろ。取り繕つくろったり、隠したりする必要はないんだ。ありのままのお前を受け入れてもらえる場所、それが家庭であり、家族なんだ」


「……ありのままの、わたし……？」


　沙綾は俯うつむき、嚙かみしめるように呟いた。


「本当の姿を見せられないようじゃ、家族じゃない。わかったな？」


　目を上げた彼女はこくりと頷うなずく。そのとき、ピンポーン、とインターフォンが鳴った。


「おっ、母さんか？　鍵かぎ持って出てなかったのかな」


　とはいえ、それはよくあることなので特に疑問にも思わず玄げん関かんへ向かった。


「はいはい、お疲れー……わっ！」


　ところが、現れたのはトイレットペーパーのお化けだった。


「そーうちゃん！」


「……ど、どうしたんだ、未み実み」


　それはトイレットペーパーの山を抱かかえた幼おさな馴な染じみだった。声がそうだからたぶんそうだ。十二個入りのセットを胸の前で四つ抱え、顔がすっかり見えなくなっているのだ。


「キンマの特売、行ってきてあげたよーん！」


「えっ、マジ？」


「マジマジ！」


　ひょいっとロールの横から顔を出し、未実は茶目っけたっぷりにウィンクする。


「……それは……ありがとな。だけど、なんでこんなたくさん買えたんだ？　お一人様一点じゃなかったか？」


「おっ、キミ、いいところに目をつけたね！」


　と玄関の中に入ってきた彼女は、廊ろう下かに戦利品を置いてぽんぽんと両手を打った。


「じゃじゃーん！」


　効果音つきで胸ポケットから取り出したのは、黒ぶちの眼鏡だ。


「ダテメガネ！　これで二回目を並んだのさー！」


「三回目は？」


「制服のリボンを外して～」


「四回目は？」


「髪かみの毛を二つに結びました！」


　得意げに耳の下で髪を二つに分けてみせる幼馴染を見て、想太は呆あつ気けに取られた。


「それ、アウトだろ」


「ツッコまれなきゃセーフ！　セーフでなくともセフト！」


「お前な……」


　今度からキンマに未実を駆かり出しづらくなるなあと思いながら、それでも彼女の親切心はうれしいので責めることもできない。


「……で、どうだった？　想ちゃん」


「ん？　なにが？」


「工場だよ、工場」


　近所に聞こえないよう配はい慮りよしてくれているのか、未実の声がこそっと小さくなる。


「あ、ああ、うん……」


「やっぱダメだった？　そうだよね……。じゃあ、今度はあたしも一いつ緒しよに行ったげる！　サッカーボール持って武装してくよっ！」


「あー、いや……」
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　未実のボケにツッコんでやる余よ裕ゆうもなく、想太は「どうしよう」と冷ひや汗あせをかいた。


　実は、さっきの電話で政子と約束したことが他にもあった。


　──沙綾が三堂家で暮らしているということは、ご家族以外には秘密にしていただきたく存じます。また、たとえこの先、貴方と沙綾が家族として絆きずなを深めても、学校では必要以上に親しくしていただきたくないのです。約束してくださいますわね？


　──いいですけど、どうして……？


　──いくらお母様や妹さんが一緒にいらっしゃるとはいえ、貴方のような年とし頃ごろの少年とあの子を同居させるのです。事情を知らない者がその事実だけを知れば、貴方と沙綾を好こう奇きの目で見ることは間ま違ちがいないでしょう。あらぬ噂うわさが広がれば、許嫁いいなずけの方の顔に泥どろを塗ぬることにもなりかねません。


　──はあ……。


　──約束しましたよ。これは貴方の、亡なきお父様の工場への熱い想おもいに免めんじての交こう換かん条件なのですからね？


　さりげなく脅きよう迫はくを交えて、政子はすべての約束の最後を結んだのだった。


「……よくわからんけど、なんか工場との取引は続けてもらえることになったらしいんだ。お、大人の事情ってやつ？」


「えっ、そうなの!?」


　未実は丸い目をますます丸くし、めいっぱいの驚おどろきを表現した。


「よくわかんないけど、よかったねええ～～！　これはめでたいっ！」


「お、おう……」


「じゃあ、祝しゆく杯はいでも上げますかっ！　ジュースジュース！　マジオレンジ一〇〇〇％！」


　と景気よく鼻歌を歌いながら、ローファーを脱ぬごうとする。


「わああああっ！」


　思わず、想太はその前に立ちはだかった。


「……ん？　どしたの？」


「きょ、今日は家には上げられないんだ……」


「え？　なんで？」


「掃そう除じを全然してなくて」


「へえ、想ちゃんにしては珍めずらしいね。じゃあ、あたしがピカピカにしてあげる！　ダ○ソンよりル○バより、一家に一台置くなら未実様ってね！」


「いや！　駄だ目め！　駄目なんだ！　人様には見せられないくらい散らかってるし！」


「そうなの？　こっから見えるところは充じゆう分ぶんキレイだけど？」


「わ───っ！」


　未美が首を伸ばして居間の方をのぞくので、想太は両手をバタつかせて彼女の視界を遮さえぎる。てっきり母親だと思ったので、居間のドアを開け放してきてしまったのだ。あまり騒さわぐと沙綾が廊下に出てくる可能性もあるので、声だけは極力ボリュームを落とす。


「ダメだ！　とにかくダメなんだよ！」


「えーっ、いいじゃーん！　今日は部活なくて体力有り余ってんのーっ！　居間だけでいいから上がらせてよ、ちゃんと掃除するから！」


「ダメなんだ！　特にあそこには見せられないもんがあるっ！」


「居間に？　見せられないものがあるの？」


　しまった、余計に興味を引いてしまった、と青ざめる。


「エロ本！　エロ本があるんだよ！　無修正のグロいやつ！　女には見せられん！」


「……へぇえ～、そうなんだ！」


　意外にも、未美はイヤな顔をしなかった。


「よかったー、やっぱ想ちゃんも男の子だったんだねー！」


　それどころか、気のせいかもしれないがウキウキした好奇心に満ちた表情になる。


「ちょっと心配だったんだよねぇ～。中学生になってからも部屋にそういうの全然見当たらないし。綺理ちゃんとベッドの下や本ほん棚だなを大捜そう索さくしてみたこともあったんだけど……」


「えっ、マジ!?　なにしてんだよ、お前ら」


　とんでもないことを言われた気がして、一いつ瞬しゆん素すに戻もどる。


「じゃなくて！　とにかくダメ！　そうティッシュ！　ティッシュが散乱してんだよ！」


「ティッシュ？」


　意味がわからないらしく、未実はきょとんとする。


「そう！　エロ本と、大量の使用済みティッシュが……散乱して……るん、だ……」


　途と中ちゆうで、かあっと顔が熱くなった。幼馴染とはいえ年頃の女の子にどうしてこんな変態じみた内容のウソを力説しているのだろうと自分が情けなくなる。


「使用済み……」


　呟つぶやいた未実は、そこでようやくなんらかの想像にたどり着いたらしかった。健康的な色の肌はだが急に首の方から赤みを帯び、耳の方まで真っ赤になる。


「……そっ、想ちゃんのエッチ！」


　想太から飛び退のくように後じさり、ご近所への配慮もへったくれもなく大声で叫さけぶ。


「居間でなにしてんのよぉっ！　信じらんないッ！」


「えっ、あ……」


「スケベ！　変態！　性せい獣じゆう！　汚けがれなき純情少年だった頃の想ちゃんを返してっ！」


　それだけ叫ぶと、未実は踵きびすを返して走りだした。そのままうわあんと声を上げ、傷心のままに海まで走って行きそうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせつつ、すぐ隣となりのそっくり分ぶん譲じよう住宅に吸いこまれていった。そっくりポストには「伊い遠とう」の表札。そこが未実の自宅なのである。


「……あああああ」


　想太の口から絶望の声が漏もれ、頭を抱えて玄関にしゃがみこんだ。


「なに言ってんだよ、俺……」


　言うに事欠いて、あの言い訳。未実のことだから吹ふい聴ちようしたりはしないはずだが、なにかのきっかけで女子の間に広まったら変態扱あつかいは免まぬかれない。


「どうせヤンキー扱いされるなら、硬こう派はなヤンキーで行きたかった……」


「……アニウエ？」


　その声で、想太は顔を上げた。居間から出てきた沙綾が廊下に立って、こちらへ表情のない顔を向けている。


「うおっ！」


　慌あわてて外を確かく認にんし、速すみやかに扉とびらを閉めた。


「危なかった……！」


　これから一年間、こんなことを続けなければならないのか。


「……いいか、沙綾。この家では、知らない人が来てるときには飛び出してくるなよ」


　ちょっと考えた様子のあとで、沙綾は頷うなずいた。


「ほい、アニウエ」


「なんだその返事。あとアニウエもやめろって……」


　と早さつ速そく躾しつけを始めようとして、先ほど自分が言ったことを思い出した。


　──ここでは自然体のお前でいろ。


（……沙綾なりに、頑がん張ばって「自然体」を心がけてるってことなのか）


　さっきまでの言動を顧かえりみれば、彼女は決してきちんとした受け答えができないわけではない。とりあえずこの子にこの類たぐいの躾はいらないかと思い、言葉を止めた。





　それよりも、彼女にはもっと基本的なところで問題が山積していた。


　次の問題が起こったのは、夕方になって沙綾をお風ふ呂ろに入れようとしたときだった。


「……ったく、なんで俺がお前の身体からだを洗っているんだ……」


　脱だつ衣い所にいる想太は、細く開いた浴室の蛇じや腹ばらドアから手を差し入れて、新しい「妹」の背中を洗っていた。使っているのは柄えの長いボディーブラシ。先ほど北嶌家から沙綾の生活用品一式が運び込まれ、その中から捜さがし出したものだ。


「わたし、自分で身体洗ったことない」


「それもナニーか」


「うん。なんかいい匂においの石せつ鹼けんいっぱいつけて洗ってくれるの」


「どれだよそれ。お前の浴用アイテム多すぎてわかんねーよ」


　脱衣所にしゃがんでいる想太は、足元に並べた数本のボトルを開け、引き戻したブラシに適当にシャバシャバ振ふりかける。ラベルの文字は英語やフランス語で書いてあるので石鹼なのかも怪あやしいが、薔ば薇らやハーブのむせ返るような香かおりが辺りにたちこめる。


「ほら。背中以外は自分で洗え」


　柄の方を向けて渡わたすと、沙綾がちらりとこちらを振り向いて受け取る。ミルクか真しん珠じゆかという白いなめらかな肌が目に入り、ドキリとしてアクリルのすりガラス風ドアを閉めた。


「うぅー……」


　沙綾の困こん惑わくしたような声を聞いて、想太はやれやれと立ち上がる。ふと脱衣籠かごに目を止めると、さっきまで彼女が着ていた白いワンピースが、まるで断だん末まつ魔まの人間がもがき苦しむかのようなポーズで乱雑に投げられていた。


「脱いだ服くらい……畳たたんだことないんだろうな、どうせ」


　沙綾の寝ね巻まきも届いたことだし洗せん濯たくに回そうと、おそらくその下にあるだろう下着を包むようにしてふわっと持ち上げた。そのとき、ガチャン、となにかが床ゆかに落下した。


「……なんだ……？」


　それは銀色の懐かい中ちゆう時計だった。少女の掌てのひらにすっぽり収まるサイズの、それでいて手に取るとずしっとした重みのある逸いつ品ぴんで、蓋ふたの部分には繊せん細さいな彫ちよう刻こくで装そう飾しよくが施ほどこされている。開けてみると、文字盤ばんの周りには幾き何か学がく的な模様にまぎれて桜の花びらの模様がデザインされ、無骨な金属の塊かたまりに女性らしいやわらかさを添そえていた。


「こりゃまた高そーな細工だな……」


　そう呟いてさりげなく裏をひっくり返すと、そこにはまた別の彫刻があった。


「……なんだ、これ」


　それは数行分の文字の羅ら列れつだった。最初は英語かと思ったが、確かにアルファベットではあるものの、想太が理解できる単語は一つもない。


「何語だ……？」


「お兄ちゃーん」


　そのとき、浴室から沙綾の声がした。


「あ？　どうした」


　ドアがガチャッと開いて、沙綾の愛らしい顔がのぞく。


「頭、洗って～」


「なに言ってんだ、シャンプーなら置いてやっただろ」


「シャンプーハットは？」


「はあ？　お前、中学生にもなってそんなもん使ってんのか？」


「ナニーが洗ってくれてるとき、目にしみる水が入るの」


「他人に洗ってもらってるから、どっから垂れてくるかわかんなくてそうなるんだよ」


「……シャンプーハット……」


「……わかったよ、今お前の荷物から捜してくるから」


　そう言って、想太が踵を返そうとしたときだった。沙綾は彼の右手に目を留めた。


「あ、それ……」


「え？　ああ、いい時計だな。ワンピースのポケットにでも入れてたの……」


　か？　と最後まで言い切ることはできなかった。こちらに背を向けていた泡あわだらけの肢し体たいがすっくと立ち上がり、彼女は身体ごと振り向いたのだ。


「なっ……!?」


　慌てて目を逸そらそうとした想太に、沙綾は両手を伸のばして飛びかかってくる。


「えっ……ちょっ……！」


　避さけようとしたとき、事故が起こった。


　沙綾の全身は泡まみれで、それは足元も例外ではない。ただでさえつるつるした撥はつ水すい加工の床に濡ぬれた踵かかとが着地したとき、彼女の身体は後ろへ勢いよく傾かたむいた。


「あぶな……っ！」


　間かん一いつ髪ぱつで彼女の腕うでを摑つかんだ想太は、自らもバランスを崩くずして前のめりになった。しかも踏ふん張った床は泡と水で摩ま擦さつが少なく、そのまま重心を持っていかれてつんのめる。


「わ──っ！」


　浴室のドアは沙綾が大きく開け放していて、想太は沙綾を押し倒たおす格好で浴室の洗い場に倒れた。唇くちびるこそ触ふれなかったものの、今朝の出会いの再現だった。


「……いてて……おい、大だい丈じよう夫ぶか？」


　タイルの床に膝ひざをしたたかに打ちつけた想太は、下の沙綾に声をかける。後頭部だけは庇かばってやったものの、背中やお尻しりを打ったのではないだろうか。先に起き上がって助け起こそうと思ったとき、白い腕が想太の首にそっとからみついてきた。


「えっ……？」


　温かい素す肌はだの二の腕は、瘦やせて見えるのにふっくらとやわらかい。そういえば、どさくさにまぎれて正面から裸はだかを見てしまったような気がする。それどころではなくて正視しなかったのが残念だ、などという思考に陥おちいりそうになった自分を慌てて叱しつ咤たした。


「……なにやってんだよ、離はなせ。起き上がれないだろ」


　ところが、沙綾は腕にぎゅっと力をこめて想太の頭を自分の首に引き寄せた。


「なっ……！」


　ふわりと鼻び腔こうをくすぐるのは、高級そうなブーケの香り。頭のてっぺんからつま先まで大人の手とお金の掛かかったこのお嬢じよう様さまは、ドギマギするほど上質な美少女なのだ。


（この子は妹だ。本当は妹じゃないけど妹なんだ。そういう目で見ちゃいかん……）


　念仏のように自分に言い聞かせ、よしっと引きはがそうとしたときだった。


「おやめください、オダイカンサマ──！」


　突とつ然ぜん、沙綾はすっとんきょうに叫んだ。


「ゴムタイな、ゴムタイな──っ！」


「はあっ!?　ちょっ、なっ、なんだって……！」


　慌てて無理矢理に腕を引き離すと、沙綾はきょとんとした顔をしている。


「オダイカンサマごっこ。さっきてれびで見た。このあとトオヤマノギンさんが……」


「わかった、わかった、そうじゃなくて」
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　彼女がなにを再現しようとしているのかはわかったが、そういう問題ではないのだ。今、家には綺理もいるのだし、もしこんなところを見られたら……。


「……なにやってんの、アンタたち……」


　そのとき、背後から恐おそれていた声がした。


「きっ、綺理……っ！」


　勢いよく振り返った想太の目に映ったのは、残飯を入れて一年放置した弁当箱を開けたときでもこんな顔はしないだろうという表情を浮うかべた、愛する実じつ妹まいの姿だった。





「信じらんないッ！　サイテーなんですけど！　よりによって全ぜん裸らで悪代官ごっこって！　だったらお医者さんごっこの方が自然じゃないの!?　なんてもの見せてくれんのよ、マニアックすぎてびっくりするわ！」


　それから一時間が経過しても、綺理の怒いかりのテンションは下がらなかった。


「だからそれは誤解だって言ってんだろ……。沙綾が足を滑すべらせて……」


　対する想太の声はどんどん小さくなっていき、もう何十遍言ったかわからない弁解の文句を口にする。当の沙綾はといえば、レースをふんだんに用いた私物のネグリジェに着き替がえてこたつに入り、想太に片手を差し出してテレビのバラエティ番組を観みていた。


「……ところでお兄ちゃん、さっきからなにやってるのよ」


　そこで、綺理が初めて気がついたように声のトーンを変えた。


「ん？　ああ、爪つめの手入れだってさ。毎晩風ふ呂ろ上あがりにやってもらってるんだと」


「なんで、それをお兄ちゃんがやるのよ？」


「だって、こいつが自分でやったことないって言うんだよ。ゆくゆくは一人でやってもらうにしても、今夜はまあしょうがないだろ」


　想太は指示された通り、沙綾の持ち物のネイル用やすりで彼女の爪を整えていた。こうして白い部分を削けずった後、表面は裏側の細かい面を使ってつるつるに磨みがくのだそうだ。


「……なにそれ、甘やかしすぎじゃない」


　そんな兄を見て、綺理はおもしろくなさそうに呟つぶやいた。腕うで組ぐみして斜しやに構え、まるで召めし使つかいのように傅かしずく想太をにらみつける。


「ちょっと、アンタ」


　想太は顔を上げたが、綺理が見ているのは兄ではなく沙綾の方だった。


「……ふ？」


「『ふ？』じゃないわよ、綺理より年上のくせにカワイコぶってるつもり!?」


　テレビから視線を移した沙綾は、綺理の剣けん幕まくにぽかんとしていた。


「すごいお嬢様だかなんだか知らないけど、今日からアンタはうちの子なんでしょ!?　だったらお兄ちゃんの使用に関しては三堂家のルールに従ってもらうんだからねっ！」


「な、なんだそのお兄ちゃんの使用っつーのは……」


「使用される人は黙だまってて！」


　ぴしゃりと言われ、想太は言葉を封ふうじられる。


「……いい？　まずその一。家でお兄ちゃんを使うときには、綺理の了りよう解かいを得ること」


「なんで……？」


　沙綾はあどけない顔つきで尋たずねた。当然の疑問だ、想太だってそれを訊ききたい。


「なんでって？　それはね、お兄ちゃんはアンタのじゃなくて綺理の下僕だからよ！」


「えっ!?」


「お兄ちゃんは黙っててって言ってるでしょ、ルールその二！」


　想太の困惑にはかまわず、綺理は人差し指と中指をビシッと立てて進めた。


「お兄ちゃんへの命令内容は、自分ではできないことに限る！　ワガママはダメよ！」


「……たとえば？」


「そうね、たとえば……」


　まともな内容にほっとしたのも束の間、沙綾に訊かれた綺理は思し慮りよ深げにこう言った。


「深夜に突然コーラが飲みたくなったとき！　家には買い置きがない！　外へ買いに行かなきゃならないけど、真っ暗で女の子が出歩くのは物ぶつ騒そう！　そんなときよ！」


「おい、それこそ兄の無む駄だ遣づか……」


「この二つのルールを守って、正しく安全にお兄ちゃんを使用しなさいっ！」


「ほい」


　相変わらず間ま抜ぬけな返事をして、沙綾が頷うなずく。


　前ぜん途と多難、そんな四文字熟語を連想させる、波は瀾らんの日々の幕開けだった。
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「おい、沙綾！　早く顔洗って制服に着替えろ！」


　翌日、三堂家は朝から大おお騒さわぎだった。自力で起きる習慣のない沙綾は、出発予定時刻の十五分前になっても当然のように寝ねていた。そんな彼女を叩たたき起こし、自分の身み支じ度たくや弁当作りの合間に作業を促うながす。


「お兄ちゃん、服着せて～」


「あぁ!?　さっきスカートのホック留めてやっただろ、あとは一人で……ってオイ!?」


　振ふり返ると、なんと彼女は上半身素すっ裸ぱだかでこちらに背中を向けていた。よく見ればブラジャーの肩かたひもには腕を通しているが、後ろのホックが留められない様子だ。


「……お前、ナニーがいなきゃ下着すら身に着けられんのか」


　必死で平常心を保つためぶつぶつ小言を呟きながら、両方のホックを留める。手が肌はだに触れないように強く引っ張っていたので、手を離すと沙綾の背中にバチンと布が跳はねた。


「あ、悪い！」


「お兄ちゃん、またわたしに痛いことした……。ナニーはもっと優やさしくしてくれる……」


「悪かったって！　ごめん！　次からはもっと優しくするから……」


　しどろもどろ謝っているとき、後ろから凄すさまじい殺気を感じた。


「お　兄　ち　ゃ　ん？　綺　理、　先　に　学　校　行　く　か　ら」


　仁に王おう立ちになっていた綺理が、顔を引きつらせながら台詞せりふを一語一語はっきり発音した。


「き、綺理、これは違ちが……」


　バッターンと玄げん関かんのドアが閉まり、家と共に想太も震ふるえ上がる。


「……お兄ちゃん、背中痛いから撫なでて……？」


　沙綾は無む垢くな瞳ひとみでこちらを見つめている。お嬢様のお世話は、思った以上に困難だった。





　そうしてなんとか登校すれば、高等部では早さつ速そく授業が始まった。中高一いつ貫かんだと進学してもこんなもんかと、春休み気分の抜けない生徒たちは諦あきらめて授業を受けるしかない。


「バナナ、パイナップル、マンゴー、キウイ、オレンジ……」


　そんな教室の窓まど際ぎわの席で、想太は一人ぶつぶつと口の中で呟いていた。机の上に広げている紙はいつもならスーパーのチラシや家か計けい簿ぼだが、今日は違う。


「米、大豆、小豆あずき、そば、小麦、卵……和わ菓が子しも洋菓子もほぼ全ぜん滅めつじゃねーか」


　その紙の上部につけられたタイトルは「沙綾の食物アレルギーリスト」。昨日の夜、北嶌家からファックス送信されてきたものだ。


　──沙綾は推定五十品目以上の食物にアレルギーがあります。必要ならばこちらからアレルゲン抜きの調理済みミールを送りますが、いかがなさいます？


　──いいです。飯は俺が作ります。


　──大変ですよ？


　──でも、飯はコミュニケーションの基本ですから。家族には俺が作ったものを食べてもらいたいんです。


　──……わかりました。ですが、くれぐれも食材には気をつけてくださいね。


　あの電話のときには、まさかこんなに事態が深刻だと思わなかったのだ。少なくとも、米とか小麦とか、主食レベルの食物がほぼ食べられない人間などいないと思っていた。


　だが、あんな啖たん呵かを切ってしまった手前、今さら沙綾用の食事を送ってくれだなんてかっこわるくて言えない。


　昨日の沙綾の夕食はひどかった。大量のキャベツとキュウリに塩コショウ、という草食動物のような食事をさせてしまった。沙綾は庶しよ民みんが作る雑なサラダが珍めずらしいようでそれなりに楽しんで食べてくれたが、いくらなんでも他ほかにやり方があったと自分でも思う。


　このままではいけない。だから今日は事前に禁止食材を頭に叩きこみ、それを踏ふまえた上で献こん立だてを考え、買い物に行くのだ。幸い今日は近所のマルトミスーパーの月一特売だ。


　買い物と言えば……。


「未実のやつ、まだ怒おこってるかな……」


　昨日のあれから、彼女と会話をしていない。今朝朝練のあと本ほん鈴れいギリギリに教室に入ってきた未実は、いつものように「想ちゃーん」とこちらへ来ることなく自分の席に着いた。


「先に謝るか……」


　このままでは、次の休み時間もその次の休み時間も、友達のいない想太はひたすら一人で過ごすことになる。





　昨日はごめん。これ、トイレットペーパー代。





　そう書いたルーズリーフに小こ銭ぜにを包み、丁てい寧ねいに折り畳たたんだ。そして、はたと止まった。


（これ、どうしよう……）


　こういう感情が、すべての友達のいない人見知りに共通するかどうかはわからない。が、とりあえず想太は、友達に書いた手紙を「これ回して」と隣りん人じんに渡わたすのが苦手だった。そんなことしたら結果は見えている。隣となりの席の女子は、きっとおびえたような瞳を想太に向け、肩をすぼめて爆ばく弾だんでも撤てつ去きよするかのような手つきで手紙を次へ回すだろう。それを見るのが耐たえられなかった。


「……チッ」


　思わず舌打ちが出た。すると、隣の席の女子が想太を見る。反射的に視線を返すと、目の合った彼女は泣きそうな顔で「すいません」と唇くちびるを震わせた。


「……は？」


　声を出した瞬しゆん間かん、しまったと思った。自分はただでさえ愛想がないのだ。こんなぶっきらぼうに尋ね返したらインネンをつけているようにしか聞こえないではないか。


　案の定、隣席の彼女は震え上がり、もう想太と目も合わせず、ひたすら頭を下げ続けている。このままでは彼女が可哀かわい想そうなので、仕方なく前へ向き直った。


（またしても、誤解を深めるようなことをしてしまった……）


　そして、手紙を未実へ回すことはさらに困難になった。どうしようと折り畳まれたルーズリーフを見つめて悶もん々もんとすること数分、その間の授業内容はまったく頭に入らない。


　意を決して、手紙を握にぎりしめたときだった。


「すいません、三堂さん……」


　そう呼ばれて隣を見ると、さっきの女子が、まるで横暴領主に年ねん貢ぐを差し出す農民のようにガタガタ震える両手でなにかを捧ささげ持っている。


「……？」


　差し出した掌てのひらの上に、ぽとりとなにかが落ちる。それは折り畳んだメモだった。未実の字で「三堂くんへ」と書いてあるので、とりあえず中を開いてみる。





　昨日はごめん、許してちょ！


　今度あたしにもムシューセー見せてね☆　ミミ





　顔を上げると、斜ななめ前の席の未実が振り返ってこちらを見ていた。想太と目が合うと、顔の前に掌を立てて「ゴメンネ」の仕草をする。


「未実……」


　ほっとした想太は、そこで自分の作った手紙を彼女に放った。小銭の重しが入った手紙は、きれいな放物線を描えがいて未実の両手にすぽっとキャッチされる。その場で中身を見た彼女は、笑え顔がおになって人差し指と親指で輪っかを作ってみせた。掌がこちらを向いているので、お金のマークではなくＯＫサインである。


（よかった……）


　わだかまりが解け、心の底から安あん堵どした。だが、それも束の間のことだった。想太に微笑ほほえみかけていた未実の表情が、いきなり驚きよう愕がくしたように張りつく。


「……ん？」


　なにがあったのかと見ていると、未実は驚おどろいた顔のまま人差し指でなにかを指した。その方向は想太の横、窓の方である。導かれるままに横を振り向いた想太は、そこで心臓に冷水を浴びせかけられたような衝しよう撃げきを受けた。


「うおぉ……っ！」


　あまりにも肝きもを冷やしたので、思ったよりも低音の悲鳴になった。けれども、それはクラス中の人間の注目を集めるには充じゆう分ぶんなボリュームで、教室中の視線が一気に窓際に注がれる。そして、皆が未実や想太と同じ表情になった。


「きっ、北嶌沙綾……!?」


　誰だれかが叫さけんだ。


　そう。窓の外にあったのは見み間ま違ちがえようのない、この世に唯ゆい一いつ無む二にの財ざい閥ばつ令れい嬢じよう・北嶌沙綾の可愛かわいすぎる顔だった。もしこの教室が一階にあったら、驚きよりも興奮が先立ったかもしれない。だが、信じられないことにここは三階なのだ。


「なっ、なにやってんだ、お前……っ！」


　思わず我を忘れ、立ち上がって窓を開けた。そこでからくりがわかった。


「ほ？」


　沙綾は木に登っていた。想太たちの１─Ｆは校舎の端はしで角部屋に当たり、裏庭から続く木々が窓の方へ大きく張り出している。その最も教室に近い大木の枝に、なぜか体育用のシャツにブルマ姿の彼女が跨またがっているのだった。


「危ないだろっ！　なにしてんだ！」


「ソータが見えたから」


　沙綾は少し首をすくめたが、悪びれている様子はない。昨夜「もし学校で会ったら『お兄ちゃん』はやめろ」と言い聞かせておいたので、呼び方だけはちゃんとしている。


「見えたって、お前……」


　窓から身を乗り出して見ると、なるほど中学生らしき体操服の一団が正門前のトラックでランニングをしていた。体育の授業中なのだろう。沙綾は北嶌家からの迎むかえの車で通学することになっているので、玄関より送り出してから数時間ぶりの対面だった。


「……なにか用事か？」


　小声で尋たずねると、沙綾も声を潜ひそめて囁ささやいた。


「一いつ緒しよにお昼食べよ、お兄ちゃん」


「えっ……？」


「昨日わたしが落ちた木のとこで、ね？」


　それだけ言って、長いまつげに縁ふち取どられた大きな目で想太を見つめる。


「おう……わかった」


　思わず頷うなずくと、沙綾は想太だけに見えるように頭を低くし、おでこの上で小さく敬礼した。そうしてたちまち木を下りてトラックの方へ走っていく後ろ姿を見送りながら、そういえば彼女が昨日最後に観みたテレビは刑けい事じモノのコメディドラマだったな、と思い出す。それからゆっくり窓を閉め、おそるおそる教室を振り向いた。


　教室内はしんと静まり返っていた。誰もなにも話しかけてくれないので、想太は黙だまって自分の席に座る。視線が痛い。


「……で、では、次に教科書十ページに行きます」


　大人しそうな現国の女性教きよう諭ゆは、身を縮めながら教科書をめくった。


（頼たのむ、誰か俺になんか訊きいてくれ……）


　そんな想太の願いもむなしく、教室は異様な空気を残したまま授業に戻もどった。


「……なんだ、今の。令嬢と目で合図し合ってたよな」


「北嶌財閥となにか裏取引とかしてるのかな？　用よう心じん棒ぼうとか？」


「えっ、あいつそんなヤバいやつなの？」


「ただのヤンキーじゃないってことか。大したやつだな」


　ひそひそ話は聞こえてくるのに、誰も面と向かっては話しかけてくれないこの悲しさ。そんなせつない状じよう況きようからは、休み時間が来ると少し救われた。


「想ちゃん！　なに、さっきのあれ!?」


　未実が興奮の面おも持もちで、想太の机に駆かけ寄ってきた。


「なにって、なにが？」


　すっとぼけてみようとするが、彼女には通用しなかった。


「想ちゃん、あの子と知り合いなの？　なにか話してたよね？」


「ちっ、ちげーよ。危ないだろって注意してたんだ。だって北嶌家のご令嬢だぜ？　別に知り合いじゃなくても、なんかあったらコトだって思うだろうが」


「……そうだね。うーん……」


　だがそこは幼おさな馴な染じみ、想太の様子からなにか思うところがあったらしく、すっきりしない表情で腕うで組ぐみする。


「もしなにか悩なやんでることがあったら相談してね？　あたしバカだから頭使うことでは頼たよりにならないかもしれないけど、できることがあればなんでも協力するからね？」


　そんな彼女に申し訳なく思い、想太は曖あい昧まいに頷く。


（でも、言えねーよ……）


　この秘密は、不用意に他人に背負わせていいほど軽くない。たとえどんなに親しい友達にも、目下のところは秘密にしておこうと心に決めていた。





「おーい、三堂。飯食うぞー！」


　昼休みになると、隣の教室から親友が訪ねてきた。中一のとき同じクラスになって以来、麓ろく風ふうでの想太のたった一人の男友達、庵あん観み羅ら夏なつ姫きの登場だ。


「あ、悪い、ナツキチ」


「ん、どうした？」


　夏姫は美少女然とした顔で想太を見上げた。腰こし丈たけまであるピンク味を帯びたツインテールの髪かみが窓からの風になびき、制服のスカートが膝ひざ上うえで揺ゆれる。身長はたぶん、中三女子の中でやや低い方に入る沙綾と同じくらい。特とく徴ちよう的なハスキーボイスは女子にしては低めだが、男の声とは到とう底てい思えない。


「今日ちょっと用事があって、一緒に飯食えないんだ」


「ふーん。ついに部活にでも入ったのか？」


「いや、そうじゃないんだけど……」


　歯切れの悪くなった想太を、夏姫は片かた眉まゆを上げて見つめる。


「……もしかして、オンナ？」


「ちっ、ちっげーよ、バカ！」


　ところが、そのうろたえぶりが彼の推理に確信を与あたえてしまったらしかった。


「ほおー。春休みは投とう稿こう小説の執しつ筆ぴつに忙いそがしいとか言っておいて、ちゃっかりオンナ作ってたわけねー。そうか、そうか」


「違うっつーの！」


「ひどいわ！　アタシという女がありながら！」


「お前オトコだろ！」
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「まー、所しよ詮せんはお前も薄うす汚ぎたない女の前で欲よく望ぼうに膝ひざを折るただの男だったってわけだな」


「だから違うって言ってんだろ！」


　なぜこんな非難のされ方をするのかといえば、夏姫はひどい女嫌ぎらいなのだった。本人が言葉を濁にごすので理由は知らないが、大方小さい頃ころに檀だん家かのお姉さんたちのオモチャにされたとかそんなことが原因じゃないかと想太は妄もう想そうしている。


　そう、夏姫の家はお寺で、上には五人の兄がいる。独身時代から娘むすめが欲ほしいと願いながら五人続けて男の子を産んだ夏姫の母は、これで最後と六人目の子にすべての期待をかけた。それが裏切られた瞬しゆん間かんの、大いなる落らく胆たん。しかし母はめげなかった。彼の人生を思えばめげてくれた方がよかったのかもしれないが、末っ子の「娘」のために買い集めた女物の衣類や道具を、乙おと女めチックな名前ともどもすべて無む駄だにすることなく夏姫に与えた。


　母親の愛情を一身に受けて成長した彼は、自分の存在を疑問に思いつつも、母から与えられる女物の服を拒こばむことができなかった。そして、それはいつしか彼自身の趣しゆ味みとなり、なまじ整った顔立ちと華きや奢しやな身体からだを持って生まれたばかりに客観的に見てもそれが似合ってしまい、ここにハイスペックな女装男子が誕生した。


「……それはともかくナツキチ、やっぱ高等部の制服も女物もらったんだな」


「ああ。いるかって訊かれたからスカートだけ買った」


「確かに、その髪かみ型がただとズボン穿はいてる方が違い和わ感かんだもんな」


　それでも、中学に入学したばかりの頃は彼も男子制服を着用していた。だがすぐに世間の好こう奇きの目に耐たえかね、登下校時のみスカートを穿き、校内ではズボンで過ごすという習慣に変わり、それが段々面めん倒どうくさくなって今に至る。六学年の生徒が通う麓風学園の中でも、男子用のシャツ、ネクタイにスカートを合わせている生徒は夏姫しかいない。


「……じゃあ、そういうわけだから俺行くな」


「おー、わかった。また明日あしたな」


　それで夏姫と別れ、想太はひょうたん池のほとりに向かった。


「……あれ？　まだ来てないのか」


　夏姫と話したりしていたから、てっきり待たせてしまったかと思ったのに。そう思って周囲をキョロキョロしていると、頭上から控ひかえめな声が降ってきた。


「……お兄ちゃん」


　沙綾は昨日と同じ桜の木に上って、こちらを見下ろしていた。真下に移動すると、枝の上に立つ彼女の白いすんなりした太ももと、それよりさらに白い、純白のレースのパンツが目に飛び込んでドキッとする。


「お……おい、なにやってんだ、下りて来い」


「お昼、木の上で食べよ？　前の学校のとき、ずっとそうだったの」


「はあ!?」


　彼女の突とつ拍ぴよう子しもない提案に、想太は眉み間けんに皺しわを寄せる。


「前の学校はお猿さるの学校か！」


「ううん、ヒトしかいなかった。わたしが木登りしたいだけ」


「わかってるっつーの！」


　思わず顔を上げてしまい、再びスカートの中を目もく撃げきして赤面する。


「……いいから早く下りて来い！　俺はお前と違ってするする木なんか登れねーよ！」


　動どう揺ようをごまかそうとして、怒ど鳴なりつけるような声が出た。沙綾のことだからクマさんパンツでも驚おどろかないと思っていたのに、意外と大人っぽい下着を身に着けている。


「……お前、そんなしょっちゅう木登りするなら、ブルマでも穿いとけ」


　ようやく下りてきた沙綾にそう忠告すると、彼女は目を丸くした。


「ぶるま？」


「さっき体育のときに穿いてたやつだよ」


　そうしてとりあえず木の根元に座り、大地の上で食事を始めることができた。


「……だけどお前、さっきの授業中は危なかったぞ。俺とは学校で接せつ触しよくするなっていうお祖ば母あさんとの約束、忘れたわけじゃないだろ？」


　想太が念を押すと、沙綾は自分の弁当の蓋ふたを開けながらこくりと頷く。


「もうしない。でも、お昼一緒に食べる人がいなかったから」


「そりゃ転入してすぐなんだから当たり前だろ。早く一緒に木の上で弁当食ってくれる友達を作れよ」


　そう言ったとき、昨日の沙綾の発言を思い出した。


　──いない。友達、一人もできたことない。


（ってことは前の学校でも当然いつも一人だったんだよな。お昼も一人木の上で……）


　男ならまだしも、女子で一人。丸二年も沙綾はそんな生活をしてきたのだ。


「……なあ、お前、前の学校でどうだったんだ？」


　リンゴだらけの自分の弁当箱をのぞいていた沙綾は、それで顔を上げた。前の学校ではいつもお昼にリンゴを持って行っていたという自己申告に基づき、今日のお昼はリンゴを二個むいて詰つめてやったのだ。


「木の上でリンゴばっか食べてて、なにか言われなかったのか？」


「言われた。『マジョ』って」


「魔ま女じよぉ？　そりゃあだ名だろ。そうじゃなくて、先生とかから……」


　と言いかけたところで、なにか引っかかりを感じた。友達がいっぱいいる明るい子でも、ちょっと変なあだ名がついたら気になる。ましてや、沙綾みたいに周囲から浮ういている子がそんな名前で呼ばれたら、それは限りなくいじめに近いのではないだろうか。


　想太がそう思った背景には、過去の幼馴染の経験があった。


「……先生は、わたしのことは注意しなかった」


　沙綾が話を続けたので、想太も弁当をつまみながら思考を会話の内容に戻す。


「えらい自由な学校だな。どこだよ」


「鳳おおとり宝ほう正せい女学院」


「えっ、マジで!?　すっげーお嬢じよう様さま学校じゃねーか。学費が高いのと校則が厳しいので有名な都内の女子校だろ？」


「おばあさまがいっぱい寄付してたから」


「ああ……」


　結局は金か、と世間の習わしに嫌いや気けがさす。


「……でも、じゃあなんだかんだで快適に過ごしてたんだろ。なんで転校したんだ？」


「カイテキ？」


「気持ちよく、ってことだよ」


　昨日から話していてわかったのだが、沙綾は中三にしては日本語が拙つたない。とりわけ難解な熟語でなくともこの調子なので、同級生も話していてストレスが溜たまるだろう。沙綾が人とのコミュニケーションを不得手としている理由の一いつ端たんはここにあるような気がする。


（そのくせ、昨日は急に難しいこと言い出してたよな……）


　謎なぞめいた子だ、と色々考えていると、沙綾は不意に口を開いた。


「……『あなたは曲がった幹です』」


「え？」


「『曲がった幹は他ほかの木にぶつかり、いつか他の木の幹をも曲げてしまいます』」


「……それ、先生に言われたのか？」


　誰だれかの言葉を引用するかのような口調なので尋たずねると、沙綾は静かに頭を振ふる。


「先生じゃない」


「じゃあ、お祖母さん？」


「おばあさまはわたしにそんなこと言わない」


「それなら、誰に？」


　同級生の言葉遣づかいじゃないよな、と思って訊きいたが、沙綾はそれに答えなかった。代わりに天を仰あおぎ、頭上に貼はり出す木の枝を、ほんの少しさびしそうに見つめた。


「……曲がった幹のが、登りやすいのに」


　生ぬるい春の風が吹ふき、周囲に葉ずれの音が響ひびく。さざなみ立つひょうたん池の水面を見つめながら、想太は話題を変えようと思った。


「あれ、今何時だ？　お前、次の授業理科室だろ。早めに行った方がいいよな」


　ここは滅めつ多たに人の通らない場所であり、校舎の正面についている時計も見えない。携けい帯たいを出すかと思ったとき、隣となりからジャラッと音がした。


「まだ十二時半」


　彼女は自分の掌てのひらを見つめていた。手の甲こうには金属の鎖くさりが長く垂れている。銀色の懐かい中ちゆう時計、昨日想太が風ふ呂ろ場ばで拾ったものだ。


「……そういえば、それそんなに大切なものなのか？　昨日、風呂場で俺からそれを取り返そうとしたんだろ。倒たおれたときには、いつの間にか回収してたもんな」


「……うん、大切」


　そう答えると、沙綾は懐中時計を抱きしめるように胸に押し当てた。


「わたしがこの世に生まれた日から、この時計は時を刻み始めたの。わたしの生きた時間のすべてを、ブリギッタは一いつ緒しよに歩いてくれた」


「ブリギッタ？　時計のブランド名か？」


「ううん、この子の名前」


　ぎゅっと時計を抱だきしめ、沙綾は目をつぶる。


「亡なくなったおじいさまが、わたしのために作ってくださった時計。ブリギッタはわたしとおじいさまの絆きずな。そして、わたしのたった一人のお友達なの」


「……友達……か」


　時計に名前をつけて友達だと言ったりするなんて、客観的に見たら痛い子なのだろう。けれども、彼女の様子を見ているとなぜかそうは思えなかった。


「……お前、お祖じ父いさんとは仲良しだったのか？」


「うん」


「どんな人だったんだ？　政子さんの旦だん那なならさぞかしダンディーだったんだろうな」


「……わからない。生きてらしたときのお顔は、写真でしか見たことないし」


「えっ？」


　それで「仲良し」とはこれいかに。そう思っていると、沙綾は自ら弁明を始めた。


「おじいさまは、ご病気がひどくなるまで手紙をくださっていたの。わたしのお誕生日、クリスマス、なにか特別なことがあった日、空がとても青くてうれしい日に」


「マメだなー……。メールじゃなくて、手紙なのか？」


「おじいさまが書かれる字は読みづらくて、でもわたしが大好きな日本語だった」


　頷うなずきながら、沙綾はそう言葉を結んだ。


「……ほら、リンゴ食え。あんまりゆっくりしてると時間になるぞ」


　一いつ旦たん会話が終わるとなぜかその話題を続けるのはためらわれ、想太は促うながした。沙綾はブリギッタを大事そうにスカートのポケットにしまい、改めて弁当箱に手を伸のばす。


「……どうした？」


　そこで沙綾の動きが止まったので、想太は尋ねた。


「なに、これ……？」


　彼女がピックに刺さして眺ながめていたのは、一切れだけ入っていた、切れこみ入りの赤い皮つきリンゴだった。


「ああ、それはウサギさんリンゴ」


「ウサギさん？」


「作ってもらったことないのか？　弁当にリンゴ入れるなら普ふ通つうやるだろ」


「ほわー……」


　沙綾は感心したような声を上げて、しげしげとそれを見つめている。そのまま口に運ぶのかと思いきや弁当箱に戻もどし、別のものにピックを刺して食べ始めた。


（まあ弁当作ってたのもお手伝いさんなんだろうし、知らなくても無理ないか）


「しっかし、今まで毎日お昼にリンゴばっか食べてて飽あきなかったのか？」


　尋ねてみると、シャリシャリと涼すずやかな音を立てながら、沙綾は想太を見る。口に詰め込んだリンゴで頰ほおがちょっぴりデコボコに変形しているのが愛らしい。


「お前なら、お手伝いさんに一言頼たのめばなんだって作ってもらえるだろうに」


　そこで沙綾のシャリ、が止まった。


「……なんだってなんか、作ってもらえない。食べられないものが多いから、計算されたメニューじゃないと栄養が偏かたよるって、おばあさまが。だから朝もお夕飯も、大体いつも決まったお料理だった」


「もしかして、それがアレルゲン抜ぬきミールとかいうやつ？」


　彼女はこくりと頷く。


「それよりは、ちょっと飽きてもリンゴが好き」


　シャリ、が再開して、沙綾は新たなリンゴをピックに刺したのだった。
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「……ただいまー」


「おっ、お帰り、綺理」


　その日の放課後、想太が居間のこたつでチラシの裏に今日の暫ざん定てい家か計けい簿ぼをつけていると、玄げん関かんで綺理の声がした。隣では、沙綾がお茶を飲みながら再放送ドラマを視し聴ちよう中だ。


「遅おそかったな。中等部は今週いっぱい午前中授業じゃないのか？」


　時計を見れば、もう六時を過ぎている。外も暗いし、過保護な兄としては気になった。


「……お母さんは？」


　ちらと居間をのぞき、沙綾の姿を認めた綺理は顔つきを険しくする。


「まだだよ。それより綺理、どうしてこんなに遅くなったんだ？　まさか不良の友達ができて繁はん華か街がいで遊んでたんじゃ……」


「はあ？　そんなわけないでしょ」


「じゃあ、なんで遅くなった？　理由が言えるなら、お兄ちゃんに言ってみろ」


　すると綺理は一いつ瞬しゆん考え込んだ様子だったが、渋しぶ々しぶといった表情で口を開いた。


「……部活見学に参加してたの。練習を最後まで見てたら、この時間になっただけ」


「部活って……マーチングバンド部か？」


　想太が尋ねると、綺理は頷く。綺理は小学校でもマーチングバンド部に所属していた。六年のときには部長で指揮者を務め、幼いながらも堂々たる風格でバンドを先導する妹を想太は自じ慢まんに思っていた。


「そうか。別に隠かくすことじゃなかったじゃないか」


「って、入部していいわけ？」


　綺理の視線は、想太がみみっちくつけている暫定家計簿に向かっている。


「いいに決まってるだろ。そんなべらぼうに金のかかる活動でもないし」


「じゃあ、お兄ちゃんはなんで部活に入らないの？　創作文芸部とか、麓風にもあるじゃない。そういうの入りたいと思わないわけ？」


「んー……。俺は別にみんなで楽しく創作がしたいわけじゃないからな」


「でも、みんなに作品見てもらって批評もらったりしたら、投とう稿こうの役にも立つんじゃない？　今のままだとミミちゃんしか見てくれないでしょ」


「お前だって見てくれたじゃないか」


「綺理は男の子向けの小説とかよくわかんない。ミミちゃんだってそうだと思う」


　なかなか痛いところを突つかれて、想太は黙だまる。


「ついでだから言わせてもらうけど、そのバカみたいな金きん髪ぱつ、いい加減やめてくれない？　小学校のときからずっと恥はずかしかったんだけど。今日マーチングバンド部の先せん輩ぱいにも『あのヤンキーの三堂の妹か』って言われたわ。モテたくてしてるなら逆効果よ？」


「うっ……」


「あともう一つついでに言うけど、お兄ちゃん、桜さくら餅もちは？」


「あっ……！」


「やっぱり忘れてたのね？　昨日からお嬢じよう様さまの世話に忙いそがしそうだもんね？」


　綺理の台詞せりふにはちくちくと無数のトゲがある。


「別に綺理は市し販はんのでもよかったのよ？　なのに『俺が作ってやる』って張り切ってるから、しょうがなく食べてあげようと思って待ってたのに」


「ごめん、綺理、どうしてもってなら今から餅だけでも……」


「いいわよ、もうっ！　お兄ちゃんの喜びは妹の喜ぶ顔を見ることじゃなかったの!?」


　それは決して綺理の傲ごう慢まんではなく、想太が常つね日ひ頃ごろから彼女に言っていることだった。


「……それとも、新しい『妹』に鞍くら替がえしたっていうなら話は別だけども」


「そ、そんなことは……」


「ふんっ！」


　へそを曲げた綺理は、盛せい大だいに鼻を鳴らして二階へ上がって行ってしまった。


「はあ……。年頃の娘むすめは難しい……」


　すっかり加か齢れい臭しゆうの気になる歳としのお父さん気分になった想太は、肩かたを落として家計簿に向き合った。そして、もう時間だから先に風ふ呂ろを沸わかして食事の準備をしようと考える。


「……そうだ、沙綾。弁当箱出せよ」


「はわ？」


「洗わないと、明日あしたまた詰つめて持っていけないだろうが」


　それで納なつ得とくしたのか、沙綾は居間を出て隣の部屋に行った。居間の隣、母の寝しん室しつの向かいにある部屋は、元々父の書しよ斎さいだった。父が亡くなってからは物置同然になっていたのを、昨日急きゆう遽きよ片づけて沙綾の部屋にしたのだ。もっとも、運び込まれた沙綾の私物で、空けた分のスペースはほとんど埋うまってしまったのだが。


「……ほい！」


　帰ってきた沙綾が、台所で洗い物を始めた想太に弁当箱を手て渡わたす。


「サンキュ」


　それを受け取って、おやと思った。箱の中からコロッという音がする。開けてみると、中にはウサギさんリンゴが一切れ残っていた。


「……なんだ、これ結局食わなかったのか。皮嫌きらいだったか？」


「ふ？　んんん」


　と、沙綾は首を横に振ふる。


「もったいないから、今度からちゃんと食えよ」


「あっ！」


　想太がそれを流しに捨てた瞬間、沙綾はきわどい声で叫さけんだ。


「捨てちゃやだ！」


「一日持ち歩いたんだ、色も変わってるし食わない方がいい。お前はお嬢様なんだし」


「やだ！　わたしのウサギさんなのに！」


「ダメだって、ここは生ゴミ用のディスポーザーがついてるから危ないんだぞ！」


　そのまま流しのゴミ入れに手を突っ込もうとする沙綾を、想太は手首を摑つかんで止める。


「ウサギさん……」


　やがて、諦あきらめたのか沙綾の身体からだから抵てい抗こうする力が抜けた。その顔には珍めずらしく落らく胆たんの表情が見て取れる。


「……もしかして、ウサギの形になってたから食べられなかった、とか？」


「食べたらウサギさんいなくなっちゃう。かわいそう」


「食べないとこうして捨てられちゃうんだよ、食べ物ってもんは。どっちがかわいそうだ？　食べた方がよかっただろ？」


　想太の誘ゆう導どう尋じん問もんに、沙綾は黙って頷く。


「……でも、お兄ちゃんがわたしのために作ってくれたウサギさんだから」


「作るっつったって、そんな時間かかってねーよ。そんなにウサギがいいなら、明日は全部ウサギにしてやるから」


「えっ!?」


　びっくりしたように、沙綾は顎あごを跳はね上げる。


「ウサギさん、いっぱいできるの……？」


「できるよ。ウサギさんだって、タコさんウィンナーだって、顔の描かいてあるオムライスだって、なんだって作ってやるから」


「タコさん？」


「……ああ、オムライスは無理だったな。ウィンナーは……あとで調べとくか」


「タコさん……！」


　宝石のような瞳ひとみが輝かがやき、長いまつげがバサバサと音を立てそうに上下する。ほんのり色づいた頰は新しん鮮せんな桃もものように艶つやめいていた。


　あんな豪ごう邸ていに住んで、たくさんの使用人に傅かしずかれていたのに。それでも誰だれもこの子に与あたえるリンゴをウサギにしてやろうと思った大人はいなかったのだ。五秒でできるようなあんな細工を、食べることができないくらい大事に思うなんて。


　そう考え、この美少女を思うさま抱だきしめてやりたい衝しよう動どうに駆かられる。


（ダメだ、それはまずい……）


　妹。この子は妹なのだ。だから、あくまでも妹にするように振る舞まわなくてはならない。


　迷った末、想太は彼女の頭に手を置いた。


「……よし、明日はベーコンのアスパラ巻きに、こふきいもを作ってやるからな。ナスの素す揚あげもつけてやろう。デザートはリンゴで、全部ウサギだ」


「おおーっ！」


　想太に撫なでられながら、沙綾は歓かん声せいを上げる。そのリアクションはもう棒読みの無表情に戻っていたが、想太はいつになく満たされた気分だった。


　この子のためになんでもしてやりたい。この子の喜ぶ顔が見たい。それは綺理に対する気持ちと確かに似ている気がした。


「……よし。ところでお前、好きな料理ってないのか？　外国ではなに食べてたんだ？」


　一いつ瞬しゆん黙だまった沙綾は、次にいきなりこう叫んだ。


「やんそんしのゆうわくぱんこぬき！」


「は……？」


「だから、やんそんしのゆうわくぱんこぬき！　毎日食べてた。あれ大好き！」


「なんだそれ、こっわ……！　ファミコン時代の復活の呪じゆ文もんかよ」


「怖こわくない！　おいしいの！　お兄ちゃん、作って！」


「はいはい、じゃあもうちょっと現実的な料理を言おうな」


「……げんじつてきなのに……」


　まったく取り合わない想太に、沙綾は無表情のまま下した唇くちびるを突き出すのだった。
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　翌日、言いつけを守った沙綾はもう想太の教室へ来ることはなかった。それにもかかわらず、想太への誤解は別の理由で深まる結果になった。


　麓風学園は一学年の生徒人数はそう多くない。同じ校舎を利用する中高一いつ貫かんとあって、中等部と高等部の生徒もタイミングによってはちょくちょく出くわす。


「……見た？　三堂想太に対する北嶌沙綾の反応」


「超ちようおびえてたな。財ざい閥ばつ令れい嬢じようをビビらせるって、やっぱあいつマジモンだったんだ」


　休み時間に廊ろう下かを歩けば、ひそひそ話が耳に入ってくる。


　そう。沙綾の想太に対する態度は、逆にしらじらしいくらいよそよそしくなったのだ。廊下の遠くに想太を認めるやいなや、彼女は誰が見てもわかるほど挙動不ふ審しんになった。目を合わせないようにしているのかきょろきょろと首を振り、角に隠れて想太をやり過ごす。すれ違ちがったときなど、小動物のように俊しゆん敏びんな動きで一メートル以上飛びのいた。


「あいつ……。自然にしろって言ったのに……！」


　以前よりひどくなった悪評に、さすがの想太も本格的にヘコみ始めた。





「……悪い、ナツキチ。今日もダメなんだ」


　そうして昼休みになると、鞄かばんを提さげてやってきた夏姫にそう言うことになった。


「もしかすると、これからしばらくずっと無理かもしれない」


　これにはさすがに夏姫も怪け訝げんな顔をしたが、事情を尋たずねるでもなく頷うなずく。


「そっか、わかったよ。ま、部室に行きゃ誰かしらいるからな」


　想太と同じく、夏姫も特とく殊しゆな容よう貌ぼうのせいで他ほかに親しい友達がいない。だから気の毒かなとは思ったが、それよりも昨日見た沙綾のさびしげな様子が心に引っ掛かかり、弁当くらい一いつ緒しよに食べてやりたいと思ったのだ。


（三人で食べるわけにもいかないもんな……）


　沙綾との関係は極ごく秘ひ。本来なら昼だって一緒に過ごすのはルール違い反はんだろう。そう思って、今日はひょうたん池のほとりの木々の端はしの端、昨日より正門から遠い茂しげみの辺りに沙綾と二人陣じん取どった。


「……お前、あれはやりすぎだ。避さけすぎてて逆に不自然だろ」


　食事中も周囲の気配には細心の注意を払はらいながら、想太は沙綾に文句を言った。


「だって……」


「いいか？　これ以上俺たちのことが話題になったら、一緒に昼食うのもＮＧだからな」


「それはやだ！」


「じゃあ、なるべく自然にしろよ。そうして先生の言うことを聞いて、勉強に励はげめ」


　フォークをくわえて、沙綾はこくりと神しん妙みように頷く。


「……勉強といえば、日曜は家庭教師の先生が来てくれる日だよな」


　政子と約束した内容の一つに、毎週最低三時間、専属の家庭教師から勉強を教わる時間を設けるというものがあった。


「国語を教わってるんだってな。ずっと同じ先生なのか？」


「うん、わたしが日本に帰ってきてから、ハニーはずっとわたしの国語の先生」


「ハニー？　ナニーとは違うのか」


「ハニーはあだ名だから違うー！」


　なんつーあだ名だ、と不審に思う想太だったが、その由来は日曜にわかるのだった。





「……で、ハニーって先生は、割と時間にルーズな方なのか？」


　日曜日の午前中の居間。想太の問いに、沙綾は頭を振った。


「ハニーは電車の事故以外で遅おくれたことない」


「じゃあもうすぐ来るのかな……」


　約束の十時からはすでに十五分が過ぎていた。綺理は入部したマーチングバンド部の新しん歓かんに行ってしまっており、母親は平日分の寝ね溜だめをするかのようにまだ寝室だ。


「……それより沙綾、いい加減それ着き替がえろ。さっきまで寝てたからってそんな格好じゃ先生に失礼だぞ」


　沙綾はネグリジェ姿でこたつに入っていた。薄うすいラベンダーの高そうなレースが幾いく重えにも重ねられたワンピースは、彼女の美び貌ぼうを誇こ張ちよう抜ぬきで天使のように引き立たせているが。


「ハニーなら大だい丈じよう夫ぶー！　ダメなら着替えさせてくれる～」


「なに言ってんだ、着替えなんかで先生の手を煩わずらわせるな。早く……」


　そのとき、ピンポーンとチャイムが鳴った。


「……はい！」


「遅おそくなってごめんなさーい、城しろ宮みや茜あかね子こですー」


　想太が受話器を取ると、おっとりとした上品そうな女性の声が耳に流れ込んでくる。


「あっ、ハニーだ！」


　それは隣となりで耳をそばだてる沙綾にも聞こえたらしく、彼女は玄げん関かんへ走り出した。


「あっ、こらっ！　いきなり玄関に出るんじゃないって……」


「ハニーは知ってる人！　前に『知らない人が来たときは』って言われたもん」


「そんなとこだけよく覚えてんな」


「ハニー！」


　沙綾は勢いよくドアを開けた。


「……ごきげんよう、沙綾さん。ちょっぴり久しぶりね、うふふ」


　甘ったるい声で挨あい拶さつしたのは、セクシーな身体つきの美女だった。ミルクティーのような色合いをした長い髪かみに、大きなたれ目と泣きボクロが印象的だ。二十一歳の大学四年生ということだったが、白いシャツとタイトめのスカートという大人っぽい服装をしていなければ、まだ十代に見えないこともない。


「こんにちは、どうぞお上がりくだ……」


　ドキドキしながら茜子を招き入れようとした想太は、そこで彼女の後ろからひょいと顔を出した人物を見て凍こおりついた。


「みっ、未実……！」


「えっ……！　どっ、どういうこと!?」


　ネグリジェ姿の沙綾を見て、部活ジャージ姿の未実は口をパクパクさせていた。


「道に迷っちゃってね、そこを歩いていた彼女に訊きいて連れてきてもらったの。この辺、同じ形の家が続いてるんだもの」


　のんびりと言った茜子は、想太と未実を交こう互ごに見て、困ったように沙綾に笑いかけた。


「あら？　もしかして、まずいことしちゃった系、かしら……？」





「……というわけなんだ、未実」


　それから十分後。未実は「このままじゃ部活に出る気分になれない」と三堂家に乗り込み、今こうして茜子も含ふくめ四人でこたつを囲んでいる。


「内ない緒しよにしていたのは悪かった。けど、俺にも考えがあってのことだったんだよ」


　ネグリジェ姿の沙綾を見られてしまった今、事情を隠かくした方が妙みような勘かん繰ぐりを受ける。そう思った想太は、入学式からの顚てん末まつをキスの部分だけ抜いて簡潔に語った。


「……あたし言ったよね？　なんでも言ってって。もっと早く相談して欲しかったよ」


「すまない、だけど、その……」


　そこで顔を上げた想太は、未実が笑ってこちらを見ているのに気がついた。


「もう、早く言ってよぉーっ！　想ちゃんってば海うみ坊ぼう主ずより水みず臭くさいんだから！」


「……海坊主はどっちかっつーと潮しお臭そうだもんな」


　どうやら許してもらえそうな気配に、想太はほっとしてツッコむ。


「あたしなら誰だれにも言わないよ！　めっちゃ協力する！　それはもう献けん身しん的に！」


「ケンシン的……？」


「自分にとって損か得かを考えず相手のためになることをしてあげることよ、沙綾さん」


「未実ならたぶんそう言ってくれるだろうと思ってたんだけど、ごめんな」


「バットウサイ……？」


「それは違うケンシンね、沙綾さん。この家でアニメの再放送でも観みたのかしら？」


「……わかってくれてるなら、いいけどさっ！」


「フウリンカザン？」


「それはケンシンじゃなくてシンゲンの方ね。大河ドラマ？　沙綾さんったら、すっかりテレビっ子じゃないの」


「ありがとう、未実」


　余計な会話が交こう錯さくする中、想太と未実はなんとか話を終えた。


「……じゃあ、そろそろ授業を始めてもいいかしら？」


「あっ、はい！　すいませんがお願いします」


　想太は慌あわてて頭を下げ、お茶を淹いれようと席を立つ。それを見て茜子は目を細めた。


「……よかったわね、沙綾さん。まるで本当のお兄さんができたみたい」


「うん。ソータはわたしのお兄ちゃんでアニウエでオダイカンサマ」


「えっ、ちょっと想ちゃん！　お代官様って!?」


「おい、沙綾、余計なことを言うな！」


　ともかく、居間には和気あいあいとした空気が流れていた。沙綾は想太の母や妹にはあまり寄りつかない。人見知りしているのかと思うが、それを言ったら想太だって同じ会って数日の人間だ。沙綾を目の敵かたきにしている妹はともかく、母は家で起きているときには下にも置かぬ勢いで沙綾を厚こう遇ぐうしているはずなのに、ちっとも心を開く様子がない。


　けれども今こうして茜子を姉のように慕したっている様子の彼女を見ると、いずれは母や妹にも打ち解けてくれるのではないかと思えた。


（俺の妹になるってことは、綺理の姉になり、母さんの娘むすめになるってことだ）


　そうならなくては、本当の「家族」は教えてあげられない。


「ほら、沙綾さん。まずは着替えるわよ」


　想太がそんなことを考えていると、茜子が言った。


「お洋服を持ってらっしゃい。それじゃお勉強する格好じゃないわね」


「ほい」


　それで沙綾が廊ろう下かへ出て行き、未実が「じゃあ」と立ち上がる。


「これから部活か？　今から行って遅ち刻こくにならないか？」


「ううん、だいじょぶ！　日曜は午前中個人練で、元々強制じゃないし」


「案内助かったわ、ありがとうね、未実さん」


「いいえー！　あ、そういえばどうして茜子さんって『ハニー』なんですか？」


　おしとやかに微笑ほほえむ茜子に、未実は想太も気になって仕方なかった疑問をぶつける。


「ああ、それは私の高校時代からのあだ名なの」


「あだ名……？」


　そのとき、沙綾が自分の洋服を抱かかえて居間に戻もどってきた。


「ハニー、持ってきたー」


「はいはい、じゃあ着替えましょうね……」


　想太は見た。そう言って立ち上がった茜子の足に、こたつコードがからまっていたのを。


「あっ、危な……」


「きゃーっ！」


　案の定と言うべきか、茜子は足を取られてバランスを崩くずした。だが、ありえないのはそこからだった。


　前のめりに倒たおれながら、彼女は右手でカーテンを摑つかみ、左手でテレビに手を置いた。支えになるものを探した結果だろうが、両者は離はなれていたので胸を張って大きく両手を広げる形になる。その衝しよう撃げきで、ただでさえふくよかな胸のふくらみによる圧力に必死で耐たえていたシャツのボタンが限界を迎むかえ、中央から二、三個一気に弾はじけ飛んだ。


「きゃあっ！」


　たわわなものを蓄たくわえたピンク色のブラジャーが露あらわになり、茜子は両手を離して胸を押さえる。すると、まだ傾かたむいていた身体からだが支えを失い、彼女の片足が大きく前に出る。ちょうどアキレス腱けんを思いきり伸のばす運動のようなポーズで、彼女は止まった。


　ビリィッ！


　布の裂さける音が居間にこだまする。タイトスカートはそんなに脚あしを開くようには作られていない。だから予期せぬむちゃブリに耐えかねて、悲鳴を上げながら脚の付け根の方まで急造のスリットをこしらえたのだ。


「イヤぁーん！」
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　同じくピンク色のパンツをチラ見えさせながら、茜子は艶なまめかしい格好で床ゆかに倒れた。


「……ハニーも着替える？」


　静かになった居間で、沙綾が持っていた自分の服を差し出した。こんなことは初めてではないのか、まったく驚おどろいた様子はない。


「ハニーの注意力は三万なの」


「……イントネーションが違ちがうわ、沙綾さん」


「注意力散さん漫まん、って言いたかったのか」


「どこのフ○ーザ様かと思ったね」


　ともあれ、なんとなく茜子のキャラがわかってきた。


「高校の文化祭のコスプレ喫きつ茶さで、私だけなぜか次々に着ている衣装を破いてしまって……その日からみんなに『ハニー』と呼ばれるようになったの」


「なるほど！　キューティーに変身する方のハニーなんですね」


　未実が感心したように声を上げる。





　その後、茜子は沙綾の服を借り、三堂家の裁さい縫ほうセットで自分の服を直した。その傍かたわらで、想太は目の保養になったと心の中で小さくガッツポーズを決めたのだった。












　＃３　沙さ綾あやも、ソータお兄ちゃんと寝たい







　約束通り、未み実みは沙さ綾あやのことを黙だまっていてくれた。近所に他ほかの麓ろく風ふう生はおらず、学校でのランチを目もく撃げきされることもなく、同居の事実がバレる心配は当面なさそうだった。が。


　沙綾の想そう太たに対する不自然な振ふる舞まいは続き、「三み堂どう想太が財ざい閥ばつ令れい嬢じようをビビらせている」という噂うわさは日増しに脚きやく色しよくされて校内に広がりつつあった。


「なんでも先祖の代から有名な極ごく悪あく地上げ屋で、北きた嶌しま家も世話になっていたとか」


「三堂自身もその英才教育を受けていて、故ゆえあれば殺しも厭いとわない冷血漢らしいぜ」


「そう言われてみれば、確かにあれは音を殺して歩くのが癖くせになってるって感じだよな」


　しかし、問題は外でだけ起きているのではない。高校生活、そして財閥令嬢の「妹」との奇き妙みような同居生活が三週間目に突とつ入にゆうした頃ころ、想太は沙綾に対し戸と惑まどいを覚えていた。


「……ソータお兄ちゃん？」


　まただ、と思った。


　午前一時。二階にある想太の部屋の戸を沙綾が叩たたく。節約のため部屋の電気を消して机の灯あかりだけで家か計けい簿ぼをつけていた想太は、レシートの束を置いて立ち上がった。


「どうした」


「お兄ちゃん、一いつ緒しよに寝ねよ？」


　ドアを開けると、暗い廊下にネグリジェ姿の沙綾が立っていた。ご丁てい寧ねいに、ちゃんと自分の枕まくらを腕うでに抱だきしめている。


「なに言ってんだ。自分の部屋で寝ろよ」


「ベッドがいいの。布ふ団とんやだ」


「だから、そんなにベッドがいいなら北嶌家から運んでいいって言ってるだろ」


「わたしのベッドはこの家には入らないもん」


「悪かったな、玄げん関かん狭せまくて」


　ぶっきらぼうに言い返すが、その実、心臓はバクバクしている。


「じゃあ、部屋交こう換かんするか？　俺がお前のところで寝て、俺が……」


「やだ。お兄ちゃんと一緒に寝る」


　ぎゅっと枕を抱く腕に力を入れ、沙綾は訴うつたえる。ポーカーフェイスな顔の眉み間けんに、一筋の皺しわが寄っていた。


「はあ？　ベッドがいいってだけの話なんだろ？　なんでそんなわがまま言うんだよ」


「なんで一緒はダメなの」


「なんでって、お前が俺のベッドで寝たら俺はどこで寝るんだよ」


「一緒に寝ればいい」


「な、なに言ってんだ。見てみろ、あれだぞ？　お前のベッドとは広さが違うんだぞ？」


　振り返って、学習机と狭めのシングルベッドに本ほん棚だな、簞たん笥すを置いたらでんぐり返しをするスペースもないくらいの部屋を示してみせる。が、彼女は諦あきらめない。


「狭くても、一緒に寝るの」


「なんでそんなことしなきゃならないんだよ。お互たがいちゃんと寝る場所あるのに」


「なんでダメなの……？」


　その一点張り。昨日までと同じやりとりだ。


　廊下の足元灯の淡あわい光によって、沙綾の肌はだはいつもより艶つやめいて映し出されている。彼女が寝る前に必ず塗ぬる高級なんたらハチミツ入りのリップクリームが、甘い匂においを放ちながら、透とう明めいな質感の桜色の唇くちびるを誘さそうように濡ぬらしていた。


「なっ、なんでって、お前な……」


　慌てて目を逸そらせば、大きく開いたネグリジェの胸むな元もとから摑めそうに浮うき出た鎖さ骨こつ。その下の突とつ起きにつながるほんのり隆りゆう起きした胸の白さが夜目にまぶしい。


「……お兄ちゃん……？」


　これがもし青年向け漫まん画がだったら。ラブコメ系統には疎うとい想太でもなんとなくわかる。


　実は妹は兄を男として見ていて、大好きなお兄ちゃんと一つになるために誘ゆう惑わくを……。


（ないない！　こいつに限ってそれは絶対にない！）


　大体、男女のアレコレについてまともな知識があるのかどうかすら疑わしい子なのだ。


「……ちなみにお前、赤ちゃんがお母さんのお腹にどうやって出来るか知ってるか？」


　試ためしに尋たずねてみると、沙綾は口をつぐんだ。暗がりのせいで大きな瞳ひとみがさらに大きく深い色合いになっていて、上目づかいに見つめられると激しく心がざわめく。


「……月の出ない夜……」


「……は？」


「頭にろうそくを立てて山に入って、子どもが欲ほしいと祈いのりながら人形に釘くぎを……」


「なんだその母親こわっ！　丑うしの刻こく参りじゃねーか！」


「牛のコクまみれ？」


「うん、乳製品のキャッチコピーにしてもちょっと過激すぎるな」


　いつもの掛かけ合いになり、ほっとして沙綾の肩かたを押す。


「ほら、帰った帰った！　授業中に居い眠ねむりしないよう、ちゃんと寝ろよ」


　そう言って、あとはかまわずドアを閉めてしまう。ドアの隙すき間まから最後に見えた沙綾は、ほんの少し不服げに頰ほおを膨ふくらませているようだった。


「……なんだってんだよ」


　再び一人になると、想太はベッドに倒れ込んだ。家計簿をつける気はもうすっかり失うせ、机に手を伸ばして灯りを消す。


「毎晩これやられたら、ちょっとドキドキすんじゃねーか」





　そんな年頃の「兄」の煩はん悶もんなどおかまいなしに、沙綾の夜の訪問はその後も続いた。


「あー、寝不足だ……」


　高等部の球技会の日、想太は一人体育館の隅すみに座りこんでいた。その気だるげな態度が今日も生徒たちの誤解を絶好調に深めていることを、自身は知る由よしもない。


　麓風ではゴールデンウィーク直前に全校を挙げての球技会が行われる。中等部と高等部で日を分けた上での三学年全クラス対たい抗こうで、バレー、バスケ、サッカーから一人一種目を選んでクラス毎ごとのチームを作り、種目別にトーナメント形式で戦う。当然学年が上がった方が身体能力的に有利なので、中等部も高等部も一年生は総じて士気が低かった。


「そーうちゃん！」


　そうしてぼんやりバスケの試合と、その向こうのバレーのコートを眺ながめていると、いつの間にか目の前に未実が立ってこちらをのぞきこんでいた。


「どうしたの、一人でぼんやりしちゃって」


「一人だったらぼんやりするしかないだろ」


「そんなことないよ、もっと応おう援えんに精を出すとか！　ね、あたしの試合観みに来てくれた？」


「はぁ？　行ってねーよ」


「えーっ!?　んもー、友達甲が斐いがないなぁ。あたしは応援する気満々で来たのにっ」


　見れば、未実は他のブルマ女子と違って部活用のサッカーパンツを穿はいている。汗あせばむ首にはタオルをかけて、試合後すぐにここへ来た様子だった。


「あたしの黄金の右足から放たれる必殺シュート、想ちゃんにも見せたかったなー！」


「っていうか、試合いつやってた？　俺さっきまで自分の試合だったんだけど」


「あっ、そうだったんだ！　勝った？」


「……まあな」


「次の試合いつ？　次は応援するよっ！　うち、もう午後まで試合ないから」


「今の試合が終わったらだけど、観なくていいよ。どうせ俺にはボール回ってこねーし」


　想太がバスケットボールを選んだのは、一応三種の球技の中では一等得意なスポーツだったからだ。それなのに、試合中ボールにはほとんど触さわれない。ボールを持ったチームメイトは、辺りを見回して想太がフリーなのを見るとビクッとした様子になる。その隙すきを突つかれて敵にがっちりマークされてしまうので、パスはまず回ってこないのだ。


「みんな、いい加減に想ちゃんが怖こわい人じゃないって気づいてくれればいいのにね」


　未実とそんな話をしていたとき、急に体育館の入口付近がざわつく気配を感じた。


「……あっ、沙綾ちゃんだ」


　未実がそう呟つぶやくのと、立ち上がった想太がその姿を確かく認にんしたのは同時だった。


　ちょうど通常授業の二十分休みが始まったところで、辺りには休み時間を利用して観戦に来た中等部生がちらほら見られた。だが、その中で沙綾の目立つことは群を抜ぬいていた。


　白い肌は遠くからでも肌き理めの細かさがわかるほど滑なめらかな艶つやを放ち、ゆるく波打つ髪かみはヨーロッパ絵画に出てくる女め神がみより美しい。まるで彼女自身が発光しているような、存在するだけでその空間の色を変えてしまうような、そんな圧あつ倒とう的てきな美少女。


（うちの所帯じみた居間にいるときはそれほど気にならないんだけどな……）


「見ろよ、北嶌沙綾だぜ」


「ほんとだ。やべーな……」


　こうして見ると、やはり凶きよう器きのような美び貌ぼうを持っている。体育館で観戦していた生徒たちの目はたちまち彼女一人へ注がれた。そして、彼女自身の視線はこちらへ向いていた。


（普ふ通つうにしろよ、普通にしろよ……）


　想太の送った念もむなしく、沙綾は恐おそれていたリアクションを取った。


「あのバカ……！」


　体育館の奥の方にいる想太と、入口を入ってすぐのところにいた沙綾は、普通に考えて互いを気にする距きよ離りになかった。それなのに、沙綾は目が合うなり身を翻ひるがえし、不自然さに気づいたのかすぐまたこちらに向き直る。それからなにを思ったか床ゆかの隅に落ちていたバレーボールを拾い、顔を隠かくすように持つと上品なカニ歩きでこちらへ歩き出した。


「なにやってんだ、あいつ……！」


「想ちゃんの試合、観に来てくれたんじゃない？　入口の方バレーだから、こっちに来ないと見えないじゃん？」


　そのとき、ちょうど目の前のコートでバスケの試合が終わった。解散になった選手たちがこちらへ歩いてくる。


「よー、三堂。次、お前んとこの試合だな」


　声を掛けてきたのは夏なつ姫きだった。ツインテールの頭にクラスカラーの赤い鉢はち巻まきを巻き、沙綾ほどではないが周囲から熱い視線を集めている。穿いているのはブルマでも男子用のハーフパンツでもなく、キュートなシルエットのかぼちゃパンツ。中学の頃、彼のファンの上級生男子がわざわざ体操服メーカーに特注してプレゼントしてきた貢みつぎ物もので、その完成度ゆえか教師もなぜか着用を認めていた。


「あ、ああ……。お疲つかれ、ナツキチ」


　けれども、想太はそれどころではない。こうしている間にも、沙綾の奇き行こうは衆しゆう人じん環かん視しの的になっているのだ。


「……なんだ、あのボール人間。北嶌沙綾か？」


　案の定、夏姫にもすぐに気づかれてしまった。沙綾は時々ボールをずらして想太の位置を確認しては、ギャラリーの間をなぜか横に歩いて移動している。


「なにお前、あのおジョーサマと知り合いなの？　最近なんか噂うわさになってんじゃん」


「い、いや！　まったく！」


　どうやら想太は自分で思っていたより噓うそが下手らしい。声が上うわ擦ずってしまい、怪け訝げんな表情の夏姫と目が合った。


「もしかしてだけど、この頃お前が付き合い悪いのってさー……」


「違ちがう！　断じて違う！　そうだよなっ！　なっ!?」


　未実に視線で助けを求めると、彼女は想太に輪をかけたヘタクソな演技で頷うなずいた。


「そ、そうだよ！　別に沙綾ちゃんと二人でお昼食べてたりするわけじゃないもんね！」


「なに言ってんだ、アホ！」


「いたっ！　ＤＶ！　女の子殴なぐるなんてＤＶだよ想ちゃん！」


「殴ってねぇ！　今のは当然のツッコミだ！」


　ぎゃーぎゃー喚わめいてから、想太と未実は同時に夏姫へ目を向ける。夏姫はジトっとした目でこちらを見ていた。沈ちん黙もくする想太を見て、呆あきれたようにため息をつく。


「……別に、付き合ってるならそう言ってくれていいんだぜ？　なんで噓ついてまで隠すんだよ。そんなことでオレがマジで気悪くするわけないだろ？　見み損そこなうなよ」


「いや、ほんとに違うんだ、ナツキチ。ほんとにあの子とはなんでも……」


「じゃ、オレ休きゆう憩けい行ってくるから」


　そう言って、夏姫は入口の方へ歩いて行ってしまった。


「……ごっ、ごめん、想ちゃん……！」


　それを見た未実が、顔の前で手を合わせ、全力で頭を下げる。


「あたし脳みそ足りないから、ついうっかり……！」


「……ま、まあ、他のやつに聞かれてなくてよかったよ」


　観客の声せい援えんのせいで、今はよほど声を張り上げなければ会話は遠くに聞こえない。


「ねえ、庵あん観み羅らくんには打ち明けちゃってもいいんじゃない？　親友なんでしょ」


「まあそうなんだけど……」


　夏姫との付き合いは、同じクラスだった中一の一学期に始まった。今でこそ男子の一部からお姫ひめ様扱あつかいされている夏姫だが、当時は女みたいな男がいると遠巻きにされ、先生の「好きな人と二人組を作りなさい」の指示のたび、決まって想太と共に取り残された。体育の準備体操も、夏休みのグループ研究も、想太は夏姫と二人で取り組んだ。


　想太と違って、夏姫には他に友達ができることもある。だが、ややこしいことに彼は女嫌ぎらいの女装家だが男が好きなわけでもないので、仲良くなった男子に女子扱いされたりベタベタされたりすると急にドン引きし、なんだかんだで想太といてくれるのだ。


「それにしても、想ちゃんすごいよね。あの人とはとても普通に友達できないって、男子たちみんな言ってるよ」


「そういうやつは、普通の見た目じゃないせいで普通に接してもらえない人間の気持ちがわかんないんだろ」


「っていうか、意識しちゃうってことじゃん？　想ちゃん、ちょっと枯かれてるもんなぁ」


「誰だれがオッサンだよ」


「オバチャンのがよかった？」


「そういやニコニコマートが今日サランラップの特売でさ。お一人様二個まで」


「オッケー！　今日は部活あるから練習帰りに買ってってあげるね！　二個でいいの？」


「いいよ、サンキュー」


　これで当分の買い置きができたと安心してから、話がずれたことに気がついた。


「……で、話戻もどるけど、沙綾のことはナツキチには言わないよ。本当ならお前にも話すつもりなかったんだし」


　政きよ子こと約束したのだ。他ひ人とには言わないと。


　この約束は、想太だけのものではない。想太の大切な家族と、死んだ父親の思い出を守るための重大なものだ。いくら信しん頼らいできる友人にでも軽々しく打ち明けていい秘密ではない。悪意はなくとも、人間にはうっかりということがある。さっきの未実のように。


「……想ちゃん、ほんとに家族想おもいだもんね」


　想太の考えていたことが伝わったのか、未実はしみじみ呟く。


「でも沙綾ちゃんあんな感じだし、誰か身近な人に協力してもらわないと、そのうち学校のみんなにバレちゃうと思うよ」


「そうだよな……」


　二人が目で追うのは、相変わらずボールを顔に当てがって横移動する沙綾の姿だ。


「沙綾ちゃん、友達まだいないのかな。友達いたらフォローしてもらえそうなんだけどな」


「まだもなにも、今まで一度もできたことないらしいぜ、友達」


「えぇ!?……でも確かに、超ちようお嬢じよう様さまで超美少女だなんて、同性から妬ねたまれそうだもんね」


「やっぱり女ってそういうもんなのか？」


「うーん……、ごめん、実はあたしもよくわかんなくて言ってる」


「お前、普通の女じゃないもんな」


「むむっ、失敬な！」


「伊い遠とうー！」


　そのとき、向こうの方で未実の名を呼ぶ者がいた。見ると、バスケを観戦しに来たらしい男子二人組が、こちらへ大きく手を振ふっていた。


「伊遠のアニキー！　さっきの試合、すげーシュートでしたねーっ！」


「しびれたぜぇー！　次も男前なとこ見してくださ～い！」


「おう！　任しとけっつーの！」


　未実は陽気に手を振り返す。彼女の男子からの扱いは大体こんな感じだ。一見女として見られていないようだけれども、未実に微笑ほほえみかけられた彼らの顔つきは、なんとなくしまりがなくなっているように見える。そう思って冷めた目で観察していたとき、突とつ然ぜん彼らの表情がぎょっと変化した。


「やっべ、三堂さんにメンチ切られた……！」


「伊遠のやつ、なんであんなのと仲良いんだよ～」


「家が隣となりとか？　なんだって」


「腐くされ縁えんか～。もしかしたら脅おどされて仲良くせざるを得ないのかもな」


　周囲はうるさいのに、コソコソ話に限ってよく聞こえてくるものだ。もしかしたら自分はかなり耳のいい方なのかもしれないと思う。


　未実と夏姫。あまり考えたくないが、この二人との交流のせいで想太への近寄りがたさは確実に数割増ししていると思う。男前な女と、美少女な男をはべらせているヤンキー。


（確かに得体が知れなくてこえー……）


　挙句、沙綾にはあんな態度を取られるし、このままでは本当に高校生活も誤解されたまま終わりそうな気がする。


　──そのバカみたいな金きん髪ぱつ、いい加減やめてくれない？


　綺理きらりにもあんなことを言われてしまい、空回りな自分にいよいよ心が挫くじけかけた。


「……どうしたの、想ちゃん。顔色悪いけど大だい丈じよう夫ぶ？　朝ご飯ちゃんと食べた？」


「ん？……ああいや、大丈夫だよ」


「よしっ、じゃあ試合頑がん張ばって行ってらっしゃい！　もう始まるみたいだよっ！」


　未実に明るく送り出されて、想太は次の試合が始まろうとしているコートへのろのろ向かった。その足取りは重いし、心なしか身体からだがだるくて吐はき気けもする。


（沙綾が夜中に訪ねてくるせいで、最近ずっとよく寝ねつけないからな……）


　それでも、試合が始まればそれなりに身体は動いた。


　対戦相手は二年生で、バスケ部員が二人もいる優勝候補クラスだった。けれども、彼らの動きは明らかに精せい彩さいを欠いている。理由はすぐにわかった。


「……ヤバいよな、北嶌沙綾、すげーかわいいな……」


「俺、こんな間近で見るの初めてだよ……」


　それは周囲の観客も同じだった。男子生徒のほとんどが、選手よりも沙綾の方に熱い視線を注いでいる。


　不ふ審しんな動きで体育館を移動してきた沙綾は、今は想太のコート横のギャラリー内にいた。ボールは顔から下ろして胸の前に持ち、まばたき一つしないかと思われる真しん剣けんな顔つきで試合を見守っている。そして、周囲の男子はそんな彼女に見入っていた。


「パス！」


　そのときボールを持っていたのは想太の目の前の敵だった。だが、彼は明らかに試合に集中できていない。ぼーっとした表情でコート外を見ている。沙綾に見み惚とれているのだ。


「おい、パスしろって！」


　敵チームのリーダーが声をかけ、彼は我に返る。


「お、おう……」


　ところが、彼はなにを思ったのか、それとも純じゆん粋すいに手元が狂くるったのか、自分が今まで見つめていた方、つまり沙綾の方へボールを放った。


　驚おどろいたのは想太だった。ボールは沙綾の顔辺りの高さ目がけて軌き道どうを描えがいていく。パスボールにしては球速もある。


「危ない！」


　別にバスケットボールが顔に当たったって死にはしないことはわかっている。けれども、沙綾は北嶌社長から「妹」として預かった大事なお嬢様である。


　とっさにダッシュした想太は、飛び上がってボールに手を伸のばした。


　バシッ、と掌てのひらに確かな感かん触しよく。ボールを取ったのだ。あとはカッコよく着地すれば、想太は一いち躍やくヒーローになれる。そう思ったとき、目の前が突然グラリと暗転した。


（うわ、ヤバい……）


　寝不足の身体でいきなり無茶をしたせいか、と反省しても遅おそかった。


「……想ちゃん!?」


　未実の声で、はっとした。気がつくと、想太はボールを抱かかえてコートに倒たおれていた。たぶん気を失ったのは一いつ瞬しゆんだ。そのまま立ち上がって何食わぬ顔で試合を続けようとしたとき、ギャラリーから人ひと影かげが飛び出してきた。


「ソータ！」


　それは沙綾だった。片かた膝ひざをついて立ち上がろうとしていた想太に、彼女は抱だきついた。


「!?」


　現場を目もく撃げきしたギャラリー全員が、おそらく想太と同じ顔になった。


「大丈夫？　どこか悪いの？　死なないで、ソータ」


　沙綾は珍めずらしく感情をあらわにし、いつになく必死な様子だ。


「……なんなんだ、あの二人」


　観客のざわつきがにわかに大きくなった。男子たちの嫉しつ妬とを含ふくんだ視線を感じる。


「おい、沙綾……」


　小声で諭さとすと、それで沙綾もはっとした様子だった。おずおずと想太から離はなれ、ぎこちなく立ち上がり、足元に転がっていたボールで再び顔を隠かくす。


　けれども、事態はもうそんなことでは収拾がつかなかった。


「なんだよ、今『想太』って下の名前で呼んでたぞ？」


「もしかして、あの二人って今までの噂うわさとは逆で、付き合ってたりするのか……？」


「じゃあ、あの不自然な避さけ方はそれを隠そうとして……？」


　どうしよう。同居の事実にこそ気づかれていないが、政子に釘くぎを刺さされていた類たぐいの風評が起きてしまっている。


　ダメだ。このままでは政子との約束が反ほ故ごにされ、工場は救えない。家族も守れない。そう思って絶望しかけたときだった。


「想ちゃん、なによその子ーっ！」


　そう叫さけんで、未実が人の群れからこちらへ飛び出してきた。


「あたしという結けつ婚こん前提にお付き合いしてる彼女がいるんだから、よそ見はダメだよ！」


（えっ!?）


「さっ、あたしと一いつ緒しよに保健室行こ！　すいませーん！　三堂の交代お願いしまーす！」


　一瞬の静せい寂じやく。からの……。


「……えええええ～～っ!?」


　ギャラリー、特に同級生の一年から盛せい大だいな反はん響きようが起こった。みんなの注目は沙綾から一いつ斉せいに未実に移る。


「伊遠と三堂って付き合ってたの!?　いつから!?」


「っていうか婚約までしてんのかよ！」


「中学入学のときから仲良かったし、てっきりただの幼おさな馴な染じみかと思ってた！」


「……いや～、とうとうバレちゃったね、アハハ。参った、参った！」


　未実はのんきに笑い、驚きで固まる想太の腕うでをぐいと引っ張る。


「未実、おま……」


「いいから、あたしに任せて」


　耳元で囁ささやかれ、不覚にもドキッとした想太は彼女に従って体育館を出た。





「いてっ……」


　十分後、保健室に行った想太は未実によって膝ひざの擦すり傷を消毒されていた。倒れたときに床ゆかで擦こすったもので、放ほうっておいても大した傷ではない。だが、たとえ怪け我がをしていなくとも、あの場を収めるためには退場するしかなかったと思う。


「もー、さっきはどうなることかとハラハラしたよ～」


「俺も……。もうダメかと思った」


　あちこちで怪我人が出て多た忙ぼうなのか、保健室に先生はいなかった。球技会のときはグラウンドに臨時の救護所が設けられているので、生徒も他ほかには来ていない。


「……さっきはごめん。助かったよ」


「なかなかの機転だったでしょ？」


「ああ……。だけど悪かったよな。お前まで巻きこんで……」


「ううん、だいじょぶ！」


　綿を捨ててピンセットを戻もどすと、未実は想太の向かいの丸椅い子すに座り直す。


「言ったじゃん、めっちゃ協力するって！　さっき庵観羅くんとの話のときには足引っ張るようなことしちゃったから、お詫わびの気持ちもあったしさ」


「それはありがたいけど……いいのか？　お前は」


「なにが？」


　未実は能天気に聞き返す。


「いや、俺と付き合ってるってみんなが思ってたら……その、お前に本当に好きなやつができたときに困るだろ」


「なぁんだ、そんなこと～！」


　けらけらと笑い、未実は椅子を立って三つ並んだ寝しん台だいの方へ行く。奥の窓は開いていて、空色のカーテンがグラウンドの風景を背にして小さくはためいていた。


「大丈夫！　あたしは、ずっとひとすじだから！」


「……え？　ひとすじって、誰だれに……？」


　そんな想太を見て、未実はニッと口角を上げる。


「……部活、ひとすじぃっ！」


　カキーンと口で言いながら、未実は両りよう腕うでを勢いよくフルスイングさせた。そよ風が吹ふきこみ、彼女の首元の髪かみを軽かろやかに揺ゆらす。


「それじゃ野球部じゃねーか」


　二人であははと笑い、一瞬ドキリとしかけた想太は己おのれを恥はじた。


「……ねえ想ちゃん、覚えてる？　あたしが小学校のときにちょっといじめられたこと」


　こちらへ戻ってきた未実が、想太の前の壁かべに寄りかかる。


「……ああ。覚えてるよ」


　それは小四の頃ころの話だった。クラスの男子の間で、未実の姓せい名めいをもじって「イトミミズ」と呼ぶのが流は行やったのだ。


「あたし、虫だけはどーっしても嫌きらいで、呼ばれるだけでイヤでイヤで仕方なかったんだけど、段々みんながそう呼ぶようになっちゃって」


「確か、校外授業で釣つりに行ったとき餌えさに使ったから、みんな知ってたんだよな」


「そうそう。だけど、想ちゃんだけはあたしのこと『未実』って呼び続けてくれたよね。そのせいでクラス中から夫婦扱あつかいされちゃって」


「そんなこともあったな」


「でも、それで割とすぐ苗みよう字じ呼びに戻ってくれる人が出てきて、ブームが去ったんだよね」


「ああいうのって結束するのが楽しいだけだったりするもんな。たぶん」


　小学校の頃から、内向的な想太には友達が少なかった。失うものがなかったので、仲間外れも怖こわくなかったのだ。


「……あのときの恩返し、ずっとしたかったんだ」


　柄がらにもない、しっとりした声こわ色いろを聞いて顔を上げると、未実はいつものやんちゃな表情で笑いかけてきた。


「だから、気にしないでちょ！」


「……ありがとな」


　それで、想太もいつもの調子に戻った。


「だけど、恩返しだったらもっと早くに、俺のヤンキー評価の誤解を解く方向で尽じん力りよくしてくれてもよかったんじゃないか？」


「えーっ、それは無理だよー」


「なんでだよ」


「だって想ちゃん、ちょっとオバチャン臭くさいけどいい人だもん。誤解が解けたらきっと女子にモテちゃうよ」


「いいだろ、それ！　モテれるもんならモテてーよ！」


「ん～やっぱそこは女子モテの未実様としてはライバルを増やしたくないっていうか？」


「……お前、親切なのか意地が悪いのかわかんねーな」


　そんな風なやりとりをしながら体育館に戻ると、想太のチームは試合に負けていた。その後、順位決定戦を一回だけ行い、高一の球技会は終しゆう了りようした。ちなみにサッカー組の未実のチームは決勝戦まで行き、二年のクラスに敗れて準優勝に収まった。この快挙はやはり未実の黄金の右みぎ脚あしのおかげだろうと、想太は幼馴染を誇ほこりに思った。
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「ただいまー」


　その日の夕方、想太はくたくたの身体からだでなんとか帰宅した。


「はー、今夜こそよく寝ねるぞ……」


　そう決意して廊ろう下かに上がる。明日あしたからゴールデンウィークなので、たとえ夜中に邪じや魔まが来ても朝ゆっくり寝ていればいいのだ。


「沙綾ー、綺理ー、お兄ちゃんが帰ったぞー」


　そう声をかけて居間をのぞくが、誰もいない。部活を始めた綺理はともかく、いつもだったら沙綾がこたつに入ってテレビを観みている時間なのに。


　まだ帰ってないのかな、と靴くつを確かく認にんしに玄げん関かんへ戻る。綺理のローファーはなかったが、沙綾のものはちゃんとそろえて置かれていた。


「……珍しい」


　こんなにきちんと両足がそろっているのは初めてかもしれない。ようやく躾しつけの成果が出てきたかと喜び、褒ほめてやろうと沙綾を捜さがすが、風ふ呂ろやトイレ、寝しん室しつにもいない。


　これはおかしいと思い、携けい帯たいを取り出して番号を検けん索さくした。沙綾になにかあったときに連れん絡らくしろと教わった政子の携帯番号をにらみ、ふと思いついて顔を上げる。


「あ、俺の部屋だけまだ見てねぇ」


　果たして、彼女はそこにいた。


「……なにやってんだ、こんなところで」


　沙綾は想太のベッドの上で、壁に向かって体育座りをしていた。


「テレビ観ないのか？　昨日のドラマの続きやってんじゃないのか」


　けれども沙綾は壁を見つめたまま表情を変えず、身じろぎもしなかった。





「あら、今日はあのおジョーサマいないのね」


　その小一時間後に帰ってきた綺理は、居間に顔を出してそう呟つぶやいた。


「おー、お帰り」


　想太は台所でぬか床どこから出したきゅうりを洗っているところだった。沙綾がやってきてからあまり居間に寄りつかなくなってしまった綺理が、珍めずらしく想太の元へやってくる。


「うわ、ぬかみそくさっ！　っていうかねえ、お兄ちゃん、そんなのより桜さくら餅もちは？」


「えっ？　あーっ……！」


「また忘れたの!?　信じらんない、何週間待たせるわけ？」


「ごめん、葉っぱは取ってきて塩しお漬づけにもしてあるんだけど、餅を作る時間が……」


「……それはなによ？」


　綺理が視線を注いでいるのは、想太がさっき作っていたフルーツカクテルの皿だ。


「ああ、これは夕飯のデザートだよ」


「あの人のため、ね？」


「お前の分だってあるぞ。沙綾のと違ちがって色んなフルーツ入ってるから」


　そう言ってやっても綺理は仏ぶつ頂ちよう面づらで腕を組み、想太を恨うらめしげに見上げている。


「……あっそうだ、綺理。お詫びに『ヒメウサちゃん』買ってきてやったんだぞ。商品入れ替かえセールで安くなってたから、ほら！」


　思い出して居間に走り、こたつの下からウサギのぬいぐるみを取り出した。お姫ひめ様のようなドレスを着たキャラクターで、綺理が小さい頃からグッズを集めているものだ。


「……なにそれ。超ちよういらないんですけど」


「えっ？　ぬかみその手ならきれいに洗ったぞ」


「そうじゃなくて綺理はもう中学生よ？　こんな幼稚なもの集めるわけないじゃない」


「え？　そうなの、か……」


　呆ぼう然ぜんとする想太を残して、綺理はさっさと廊下へ出ていきそうになる。


「……あっ、そうだ綺理！　この前沙綾が借りたワンピース、洗せん濯たくしといたから持ってけよ。そこのこたつの脇わきにあるからな！」


　ところが、綺理は一層不ふ機き嫌げんそうに目め尻じりをつり上げた。


「いらないって言ったでしょ」


「なに言ってるんだよ、沙綾が着てるの見ただろ？　すごくよかったと思わないか？」


「だからじゃないの、バカ！」


　突とつ如じよ声を荒あららげ、綺理は想太に言い放った。


「お兄ちゃんって、ほんっと女心わかってないわよねっ！」


　そうして、今度こそ踵きびすを返して台所から出ていってしまう。


「……うわー……。なんか俺、すげぇダメ兄貴かもしれない……」


　やることなすこと裏目に出た気がして、一人残された想太は、赤あかん坊ぼうほどの大きさのヒメウサちゃんを腕うでに抱いだいてガックリ肩かたを落とすのだった。





　その日の夕飯は、異様な空気だった。


「……ほら、沙綾。ちゃんと食え」


　今日のメイン献こん立だては豚ぶたのしょうが焼きだった。想太たちは普ふ通つうにご飯で食べるが、沙綾のお椀わんには付け合わせのキャベツの千切りが山盛り載のっている。


「どうしたんだ？　どっか具合でも悪いのか？」


　想太のベッドで体育座りを続ける沙綾を無理矢理引っ張ってきたものの、食しよく卓たく代わりのこたつでも彼女の態度は変わらなかった。


「いいじゃない、ほっとけば。かまってたら自分の分のご飯も冷めちゃうわよ」


　テレビを横目に観ながら、綺理はパクパクと箸はしを口に運んでいる。母はまだ帰っていないので、いつものようにこたつの三方を三人で囲んだ食事だ。テレビの正面の席が沙綾なのに、お気に入りのはずのバラエティ番組へ視線を向けることはない。


「……どうした？　学校で何かあったのか？　球技大会のときは普通だったじゃねーか」


　けれども、沙綾はまるで想太の声が聞こえていないかのように無表情で俯うつむいている。


「話変わるけどお兄ちゃん、昨日の球技会のお弁当、オムライスじゃなかったんだけど」


「え……ああ」


　綺理に言われて気がついた。綺理はオムライスが大好物で、以前は二週に一回は夕飯に出していたし、運動会など特別なときのお弁当には必ず入れてやっていたのだ。


「……そうだな、悪い。沙綾が食えないから、まったく別メニューで二度手間になるんで最近作ってなかったんだ。卵と鶏とり肉にくと米がダメだから」


「なにそれ、いくらお嬢じよう様さまだからってちょっと甘やかしすぎじゃないの？　綺理にはなんでも食べろって昔からうるさく説教してきたくせに」


「好き嫌いで食べないのとは違うんだよ、アレルギーってやつは。今度お前にだけ作ってやるから」


「……ならいいけど」


　ぶすっとした口調で言いながら、相変わらずな沙綾を疎うとましそうに見る。


「……こんなに他ひ人とに気を遣つかわせておいて、なにが不満なのかしら、この人」


「なんか思い当たることないか？　綺理」


「あるわけないじゃない」


　そう答えてご飯をパクリと口に入れた綺理は、数回もぐもぐさせた口をぴたと止めた。


「……もしかして、あのこと気にしてるの？」


「あのこと？」


　沙綾は依い然ぜん無反応だが、想太は身を乗り出す。綺理はわずかに気まずげな顔をした。


「……この前、桜餅のことでちょっとムカついたから、お兄ちゃんがいないとき言ってやったことがあるの。だってこの人、お兄ちゃんの使用ルールも全然守らないんだもん！」


「なんだ、それ。なにを言ったんだ？」


「言いたくない。たぶん違うわ」


「こら、綺理！」


　不ふ貞て腐くされる妹を叱しかりつけると、綺理は負けじとにらみ返してきた。


「なによ、綺理にばっかり！」


　イライラをふっきるように立ち上がり、彼女は台所の冷蔵庫に向かう。


「もういいわ、デザートちょうだい！」


「……ああ、お前のは奥にある皿だからな。手前のは沙綾用で、バナナとパイナップルが抜ぬいてあるんだ」


　綺理が沙綾に吹ふき込んだことは気になるが、そこは間違えると大変なので注意しておく。


「いいか？　わかったか？　奥のがお前のだからな」


「わかってるわよ、うるさいわね」


　うんざりしたように言って、綺理は戻もどってくる。その両手にはフルーツカクテルの皿が一つずつあった。


「ほら、持ってきてあげたわよ。綺理のことが気に入らないんだかなんだか知らないけど、食べ物に罪はないんだからこれくらい食べたらいいんじゃないの」


　ゴトン、と荒っぽい動作で沙綾の前に皿を置き、綺理は自分の場所に座る。


「……違う」


　唐とう突とつに、沙綾が呟いた。


「え？」


　二人に見守られた彼女は、自分の手つかずのご飯に目を落としたまま、口だけ開いて低めの声でぼそりと言った。


「わたしがおかしいのは、きらりんのせいじゃない」


　それを聞いて、綺理は想太を見た。


「ほーらね、だから言ったでしょ……ってアンタ、なんで綺理をあだ名で呼んでるのよ!?」


「……さすがは俺の妹だ」


　とっさのノリツッコミに感心しながら、この機をのがすまいと沙綾に話しかける。


「なんだ、じゃあどうしたっていうんだよ、沙綾」


　ところが沙綾は再び貝になり、フルーツの皿に手を伸のばす。そこに挿さしてあったスプーンを取って黙もく々もくと口に運び出し、その後も想太の問いに答えることはなかった。





　異変が起きたのはそれからしばらく後だった。


「……どうしたんだ、沙綾」


　夕飯の洗い物をしながら何気なく居間を振ふり返った想太は、こたつに座っていた沙綾が床ゆかに左ひだり肩かたをつける形でころんと横たわっているのを見た。


「そんなところで寝ねると風か邪ぜひくぞー」


　そう声をかけているとき、彼女の肩が激しく上下しているのに気づく。


「……沙綾？」


　どう見ても、穏おだやかに寝ている様子ではない。皿洗いをやめて手の泡あわを洗い落とし、前まえ掛かけで拭ふくのももどかしく居間に向かった。


「沙綾!?」


　そこで目もく撃げきしたのは、身体からだをくの字に曲げ、異常なほどの頻ひん度どで咳せき込んでいる沙綾の姿だった。


「どっ……どうした!?」


　だが答えられる状態でないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。沙綾は間断なく咳せきをしつづけ、息を吸うときには喉のど元もとからヒューヒューと音が漏もれるのが聞こえる。


「もしかして……喘ぜん息そくか……？」


　そういえば、綺理も幼児の頃ころにアレルギーによる喘息の症しよう状じようがあった。沙綾の背中をさすりながら、当時の応急処置を思い返す。


「なんか吸うやつ……そうだ、吸入器！　持ってきてないか!?」


　これが喘息だとすれば、昔からの持病である可能性が高い。沙綾に訊きいてみると、彼女は咳の合間に頷うなずいた。


「……赤……かばん……」


　自分の寝しん室しつの方を指さして、切れ切れに言う。


「わかった！」


　想太は廊ろう下かへ飛び出し、部屋から目的のものを捜さがし出した。それを携たずさえて居間に戻ろうとしたとき、浴室のドアが開いてパジャマ姿の綺理が出てくる。


「……どうしたの、お兄ちゃん」


「沙綾が喘息になったんだ。なんかのアレルギー症状かもしれない」


　綺理は「えっ」と言って固まってしまったが、想太はそれどころではない。居間に戻って沙綾に吸入器を当てがってやると、少しは楽になったように見える。


「……大だい丈じよう夫ぶか？」


　沙綾が自分で吸入器を使いだしたので、空いた手で再び背中をさすってやった。ゼエゼエと苦しそうな様は見ているだけで胸が痛いが、他ほかにどうしていいのかもわからない。そうやって彼女を見守っていたとき、背後から妙みような声がした。


「……っく……ひっ……」


　振り返ると、綺理が沙綾を見て泣きじゃくっていた。


「ごっ、ごめんなさい……」


「綺理……？」


　訝いぶかしむ想太に、綺理はしゃくりあげながら言った。


「さっ……き……、綺理、フルーツのお皿、交こう換かんしたの……。綺理の分と、その人の分」


「えっ!?」


　沙綾の背中から手を離はなし、想太は身体ごと妹に向き直った。


「本当か!?　なにやってるんだ、お前」


　それでは、これはバナナとパイナップルを食べたことによる食物アレルギーの症状なのだ。原因がわかってほっとする一方、妹への疑念が湧わく。


「ちゃんと言っておいただろ？……もしかして、わざとやったのか？」


　すると、綺理はいきなり癇かん癪しやくを起こしたように口を開いた。


「……っ、お兄ちゃんのせいなんだからねっ！」


「え……？」


「綺理は悪くないもんっ！　全部お兄ちゃんが悪いんだもんっ！」


「なに言ってんだよ、俺がなにをしたっていうんだ」


　綺理はあどけない頰ほおに涙なみだをボロボロこぼしながら想太をにらみつけている。少し前から母の真ま似ねをして使うようになったお姉さん口調はどこかへ行き、すっかり子どもっぽい喋しやべり方に戻っていた。


「……お兄ちゃんのバカぁ！　ドンカンッ！　大ッキライだあーっ！」


　全身の力を振り絞しぼるように叫さけぶと、綺理は部屋を飛び出した。階段を駆かけ上がる音がして、二階の部屋のドアがバタッと閉まる。
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「あいつ……どうしたんだ」


　傍かたわらには、未いまだヒューヒューと喘ぜん鳴めいを繰くり返す沙綾がいる。その背中をさすりながら、想太はできることなら自分も綺理のように泣き出してしまいたい気持ちだった。





　　　　[image: ]




　次の日は、久しぶりにアラーム音ではなく鳥の声と太陽の光で目が覚めた。


「んー……」


　瞼まぶたが重い。まだまだ二に度ど寝ねできそうだ。そう思いながら、一応枕まくら元もとの時計に手を伸ばす。


「十時半か……」


　思いのほか寝てしまった。綺理は昼から小学校のときの友達と遊びに行くと言っていたのだが、ちゃんと起きているだろうか。それが気になって、服を着て部屋を出ると隣となりの妹の部屋に直行した。


「綺理？　起きてるかー？」


　ノックしながら声をかけると、中からごそごそと布ふ団とんを捲まくるような音が聞こえてきた。


「いいのか？　そろそろ準備しないと遅おそくなるんじゃな……」


「ほっといて！」


　どうやら、綺理のおかんむりはまだ続いているようだった。ため息をついて階下に下りると、居間では母が湿しめった洗せん濯たく物ものを物干しハンガーに吊つるしていた。


「おはよう、想太」


「おはよう……ってなにやってんだ、母さん。その洗濯物どっから……」


「んー？　洗濯かごの中に入ってたのを洗濯機で回したの。連休中は工場もお休みだから、久しぶりに母親らしいことしようと思ってね」


　それを聞いて、想太は青ざめた。


「余計なことを……！」


　すぐさま廊下に飛び出して、浴室の手前の脱だつ衣い所に入る。


「よし、泡だらけにはなってない……」


　洗面台の横にある洗濯機を確かく認にんし、次いでその周りをくまなく捜そう索さくした。そして、一つの不安材料を見つけてしまった。


「……母さん」


　ゴミ箱に入っていたそれをつまんで、想太は居間へ戻った。


「どうしたの？　怖こわい顔して。色男が台無しよー？」


「……これ、もしかして洗せん剤ざいのボトルに詰つめ替かえた？」


　想太が顔の横に掲かかげたのは、液体ハンドソープのお徳用詰め替えパックの残ざん骸がいだった。それを見た母は「あーうん」と頷く。


「だって、洗剤なくなっちゃってたから。詰め替えて使ったわよ？」


「……やり直し」


　ぼそっと呟つぶやいて、母の手から洗濯物を奪うばい取る。


「えっ、どうしたの？」


「全部洗い直しだって！　ハンドソープで服洗ったら……うわ、ぬるぬるじゃねーか！」


「えっ？　えっ？」


「だから、家のことは俺に任せておけって言っただろ！　余計な手間増やすなよ。ハンドソープまでダメにしちまっただろうが！」


　実は、想太の母は希き代たいの天然ボケだった。なにかがおかしいと気づいたのは幼よう稚ち園えんの頃、道みち端ばたに落ちていたコンビニ袋ぶくろに向かって「おいでおいで、ニャー」と話しかけていたときだが、そんなものは序の口で、料理担当の父がいない日など何度も家を爆ばく発はつさせかけた。想太のツッコミの腕うでが鍛きたえられたのも、元はと言えばこの母のおかげである。


「ごめんねぇ～、洗濯一つまともにできないお母さんで……」


　エプロンで顔を覆おおってさめざめ泣く母を見ると、それ以上責め立てることもできない。考えてみれば、こんな大ボケ者の母が従業員五人を抱かかえ、大したミスも犯さずに一工場の社長を五年以上も務めているのだ。それだけ仕事では気を張っているということだろう。そう思えば、母に替わって家事を担当することくらいなんでもない気になる。


「……もういいから。母さんは家ではなにもしなくていいんだよ、ほんとに」


　心からの思いを込こめて言うと、母は泣きやんで顔を上げる。もうすぐ四十に手が届こうかというわりにはその顔には目立った皺しわもなく、セミロングの髪かみ型がたも老ふけこんでいないので、実際きちんと化け粧しようしているときには姉に間ま違ちがわれることもある。想太と同じ蒼あおみがかった瞳ひとみを申し訳なさそうにすがめる様は、叱しかられた子どものように幼く見えた。


「ごめんね……」


「だからもういいって。それより沙綾は？」


　急に沙綾のことを思い出して尋たずねると、母は名めい誉よ挽ばん回かいというように目を輝かがやかせた。


「あ、お嬢じよう様さまならまだ寝てるわよ。さっきお部屋チラ見して確認したから間違いないわ」


「どうでもいいけど、その呼び方やめろよな。あくまでも『家族』として預かることになってるんだから……」


　とはいえそれを聞いて安心し、洗い直すために洗濯物を抱えた。そして、はっとした。母が自信を持っている、ということは。


「……やっぱり！」


　勢いよく開けた部屋に、沙綾の姿はなかった。敷しきっぱなしの布団の上で乱雑によじれた毛布がこんもり盛りあがり、確かにちょっと人が寝ているように見えるけれども。


「沙綾のやつ、どこ行った!?」


　想太の部屋にはさっきまで自分がいたのだからあり得ない。綺理の部屋も同じだ。トイレと浴室にも誰だれもいなかった。残る母の部屋へ向かうが、そこにも沙綾の影かげはない。


「落ち着け……落ち着くんだ……」


　昨夜、喘息が治まってからは、念のため軽くシャワーだけの入浴にするよう促うながし、いつもより早めに寝室に入れた。その間もずっと様子はおかしかったが、まさか……。


「……た、たぶん連休だから自宅に帰ってるんだよな。政子さんに訊いてみるか」


　そう思って、ジャージのズボンから携けい帯たい電でん話わを取り出す。


「でも、もしあそこにも行ってなかったら……」


　──沙綾にアレルギー食材を与あたえて喘息を起こさせた挙句、家出されたですって!?　信じられません、三堂工業との取引は即そつ刻こく打ち切りですっ！　そして貴方あなたは死し刑けい！


　ヒステリックに叫ぶ政子を妄もう想そうし、うううと呻うめきながら廊下にしゃがみこんだ。


「ダメだ、俺はもうおしまいだ……」


　学校では誤解され、友情も危機に瀕ひんし、家では妹にそっぽ向かれ、そのうえ沙綾の失しつ踪そう。絶望的な気分でうずくまっていたとき、手の中の携帯電話が震ふるえながら鳴りだした。


「うおっ……！」


　どうしよう、早さつ速そく沙綾の家出がバレたのか、と薄うす目めでディスプレイを見ると、そこには「城しろ宮みや茜あかね子こ」の文字。


「茜子さん……？」


　三堂家での初回授業のとき、想太は茜子と番号を交換した。沙綾が携帯を持っていないので「なにかのときのため」という名目であり、今までかかってきたことはなかったが。


「……はい」


　疑問に思いながらも、ひそかに胸を高鳴らせて電話に出る。


「あ、想太くん？　茜子ですー」


　聞き覚えのある声がおっとりと喋りかけてくる。


「元気～？　私ね、今Ｎ県にある母の実家に来てるのよー。ほら、連休で大学が休みだから、昨日から母と一いつ緒しよに帰ってるの」


　茜子の自宅は北嶌邸ていの近くの高級住宅内にある。どうやら茜子自身も相当なお嬢様のようで、沙綾に勉強を教えることになったきっかけも、親の代から付き合いのあった北嶌家に茜子が出入りしていた関係だという。


「そうなんですか。でもすいません、俺ちょっと今ちょっとそれどころじゃ……」


「それでね、実は今ここに沙綾さんがいるの。そのことで電話したのだけど」


「ええっ!?」


　聞けば、沙綾は今朝早く一人で城宮家を訪れたそうだ。そこで茜子の帰省を聞いたため、北嶌家に連れん絡らくしてもらい、呼んだ車でそのままＮ県へ向かったのだという。


「……じゃあ、政子さんは沙綾がそちらにうかがってるのを知ってるんですよね」


「ええ、もちろん。ちょうど連休だし、私が帰るまでこちらでお預かりしてもいいですよーってお伝えしたわ」


「えっと……政子さん、俺のことについてなにか言ってましたか……？　死刑とか……」


「ううん。たぶんねぇ、沙綾さんは想太くんについてなにも言ってないと思うの。ただ私に会いたくなったからこっちへ来たと、政子さんはそう思ってらっしゃると思うわ」


「そうですか、よかった……」


「だけど沙綾さん、すごく拗すねてるみたいよ。想太くん、なにかした？」


　それを聞いて、想太は返答に窮きゆうする。


「俺、ですか……？　確かにゆうべ、うちの妹が失礼をしましたけど」


「でも、沙綾さんは『お兄ちゃんが』って言うのよ？　それ以上は教えてくれないけど」


「えっ……？」


　昨日、自分は彼女になにをしたのだろうか？　帰宅したらもう沙綾の様子は変だった。


　最後の会話は球技会。その直後の、未実との交際宣言。


（まさかな……）


　頭の中に浮うかんだ考えを、一いつ瞬しゆんにして打ち消す。


（だって、それって未実にやきもち妬やいてるみたいじゃねーか）


「……電話、沙綾に代わってもらえます？」


「うん？　ちょっと待ってね」


　茜子の声が遠くなり、誰かと喋しやべっているような気配がする。


「……イヤですって。『今はお兄ちゃんと話したくない』って」


「なんでだよ」


　思わず、イラついた声が出た。


「でも『お兄ちゃんが迎むかえに来てくれなきゃ帰らない』って。『絶対に！』らしいわよ？」


「…………」


「どうしたらいいかしら？　私はしあさってまでいるからそれまでの間に来てくれればいいけど、いつにする？」





　そうしてその日の午後、想太はＮ県Ｍ市行きの電車に揺ゆられていた。


　茜子の田舎いなかは、まほらば市のターミナル駅から一時間ほど新幹線に乗り、在来線でまた一時間ほどかかる場所にあった。


　──今のままだと沙綾さん、本当に想太くんの家に戻もどらないかもしれないわ。言い出したら聞かない子だし、そうなったら政子さんのところに帰すことになってしまうわよ。


　そう言われたら、居ても立ってもいられないではないか。


「すごい出費だな……」


　ざっと計算しても、往復電車に乗れば一万円以上はかかる。沙綾にかかる雑費は北嶌家の口座から使っていいことになっているが、果たしてこれはそれに当たるのか。家計を管理する想太にとっては考えるだけで頭が痛い。


（別にそんなに貧びん乏ぼうしてるわけじゃないけど……）


　時々、小説を書いている暇ひまがあるならアルバイトでもした方が家計の助けになって母の役に立つのではないかと思うことがある。高校生からはできるバイトも多くなるし、そっちの方がよほど現実的ではないのだろうか。


　けれども、と思う。今日明日の金に困っているわけではないからこそ、今のうちに夢を追いかけたい気持ちがある。高校を卒業して大学生になって、そうしたらきっとイヤでも夢を諦あきらめなければならないときが来る。そうなる前に、一刻も早く。


（その小説も、近ごろ沙綾の世話で書けてないんだけどな……）


　とりあえず、未実に指し摘てきされていた部分だけでも直さなくては。


　──女心が描えがけてないのかな？


　──お兄ちゃんって、ほんっと女心わかってないわよねっ！


「……やっぱ女の子出すのやめようかな……」


　突とつ然ぜん家出した沙綾といい、女性の気持ちは謎なぞだらけだ。


「そもそも現実の世界で女の子にモテて友達も一いつ杯ぱいいるなら、ハーレム小説なんて書かねーっつの……！」


　そんな身も蓋ふたもないことを考えているうちに、電車は目的の駅に到とう着ちやくした。


　この辺りでは大きな街らしく、降り立った駅は首しゆ都と圏けん並に立派で、茜子に言われた通りの出口を出た想太は、大勢の通行人の中にそれらしき人ひと影かげを捜さがした。


「あ、想太くん。こっちよー」


　きょろきょろしていると、向こうから声が聞こえてきた。広いロータリーには待機車が何台も並ぶタクシー乗り場があり、その看板の近くに茜子は沙綾を伴ともなって立っていた。


「遠かったでしょう。ごめんなさいねー」


「いいえ」


「本当はうちで休んでいってもらえればいいんだけど、もういい時間でしょう？」


　駅舎を振ふり返ると、現在の時刻は午後四時近くだった。


「そうですね。沙綾を連れて帰るならあまり遅おそい時間にならない方が……」


「そうじゃなくて、沙綾さん、想太くんに聞いてもらいたいワガママがあるんですって」


「えっ、なんですか？」


　想太が尋ねると、茜子はわずかにいたずらっぽい笑えみを浮かべて沙綾を小こ突づいた。


「ほら、沙綾さん」


　隣となりの沙綾は、さっきから想太を見ようとしなかった。今日も祖母の趣しゆ味みのクラシックなワンピースを身に着け、これまたレトロな茶色の革製トランクを提さげて俯うつむいている。


「……しょうがないわね」


　それを見てため息をついた茜子は、苦く笑しようまじりに微笑ほほえみかけてきた。


「沙綾さんね、今夜、想太くんとお泊とまりしたいんですって」


　一瞬、聞き間違えかと思った。


「別にうちに泊まってくれてもいいんだけど、沙綾さんが二人きりになりたいって言うから、うちがよくお世話になる温泉旅館を取っておいたわ。予約名は母の旧きゆう姓せい『高たか垣がき』よ」


「……ハイ？」


「ほら、この辺りは温泉が多いでしょう？　タクシーを使えばすぐだから」


「いや、そうじゃなくて……」


「お金なら沙綾さんが持ってるわよ？　さっき確かく認にんしたら大きいお札が四、五十枚は入っていたから大だい丈じよう夫ぶだわ。政子さんってばほんと心しん配ぱい性しようよねー」


　ズレている。根本的に。美び貌ぼうを見せつけるかのごとくにっこり微笑む茜子を見ながら、身内以外の年長者にはどうツッコめば失礼でないかと頭を悩なやませる。


「……あの、なんで俺が沙綾と温泉に泊まらなきゃならんのでしょう？」


「温泉、嫌きらいだった？」


　真顔に戻って心配そうに訊きく茜子に、想太の戸と惑まどいがどんどん募つのっていく。


「そうじゃなくて、なんで泊まり……？」


「なんでって、兄妹きようだいなら当たり前にする家族旅行じゃない？」


「いや、でも俺と沙綾は……」


「とりあえず、今は『兄妹』なんでしょう……？」


　そう言って想太の目をのぞきこむ茜子の顔には、微笑みの中に有う無むを言わせぬものがあった。おっとりしているように見えるのに底が知れない人だ。


　想太が黙だまると、彼女は満面の笑みで二人の手を取り、乗り場先頭のタクシーへ導いた。沙綾はいそいそと後部座席に乗り込み、茜子は車内をのぞいて運転手に行き先を告げる。


「茜子さん、ちょっと俺ほんとに困ります！」


「大丈夫よー。政子さんなら、沙綾さんはうちに泊まっていると思ってらっしゃるもの」


「だからじゃないですかっ！」


　こんな騙だますみたいなこと、と反論すると、茜子は頰ほおに手を当ててうふふと上品に笑う。


「手、出しちゃいそう？　『妹』に？」


　真っ赤になってなにも言えないでいる想太に、茜子はずいっと一歩近づいた。


「……じゃあ、もし想太くんが沙綾さんになにもせずに一晩を過ごせたら、私からなにか特別にご褒ほう美びをあげましょうか？」


「えっ……!?」


　サマーニットに包まれた豊かな胸が、想太の胸に触ふれそうに接近する。広めのＵネックから、大きく実ってはちきれんばかりの胸の谷間と、ミント色のブラジャーのレースがちらちらのぞいていた。


「なんでもいいのよ。私にできることなら、なんでも言って……？」


　なめらかな肌はだに、濡ぬれたような艶つやを持つ少し厚めの唇くちびる。きちんと化け粧しようを施ほどこされた大人の顔を持つ彼女の周りには、いつまでも嗅かいでいたいような甘い香こう水すいの匂においが漂ただよっている。


「じゃあ……」


　瞬しゆん時じに何十通りもの妄想を繰くり広げた想太は、その中でたぶん、最もつまらない回答を選せん択たくした。


「……俺の小説を添てん削さくしてください」


　茜子は、甘あまえん坊ぼうのように垂れた目をぱちぱちとしばたたかせた。


「小説……？」


「俺、小説家志望なんです。茜子さん、Ｋ大の文学部で国文学の専せん攻こうなんですよね？　そういうきちんとした人に見てもらえたら、的確なアドバイスがもらえるかと思って」


　もったいないことをと思ったが、どうせからかわれているだけなのだし、下心をのぞかせて気持ち悪がられるよりは本当に困っていることを助けてもらいたかった。


「……いいわよー」


　そんな想太をどう思ったのか、茜子はうれしそうに微笑む。


「見かけによらず硬こう派はなのね。これなら沙綾さんを任せても安心だわ」


「あっ」


　試ためされたのだとわかって、改めて赤面する。


「小説、今度見せてね。沙綾さんとは別に、想太くんにも家庭教師してあげる」


「……すいません、ありがとうございます」


「いいのよ。私、教師志望だから教えるのは好きなの。来月には教育実習にも行くのよ」


「そうなんですか」


「麓風学園にね」


「えっ!?」


　それを聞いて、教きよう壇だんに立った茜子の服が弾はじけ飛ぶ楽しい授業風景が脳内に展開する。


「……まだまだこれから、楽しくなりそうね？」


「は、はい……」


「学校でも家でも、よ・ろ・し・く・ね☆」


　茜子が意味ありげにウィンクしたとき、タクシーの運転席から運転手が出てきた。


「お客さん、どうしました？　発車させていいですかー？」


「あっ、はぁい！」


　それで慌あわてた茜子が下がろうとすると、排はい水すい溝こうの溝みぞにピンヒールが挟はさまった。


「いやぁーん！」


　彼女は花はな柄がらのミニスカートをはためかせてすっ転ぶ。人通りの多い駅前、ミント色のパンツをまる出しにして倒たおれ伏ふす女子大生に注目が集まったのは言うまでもなかった。
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　そうしてその日の夜、想太は旅館の和室で「妹」たる沙綾と浴衣ゆかたで向き合っていた。


　目の前には、夫婦めおと布ぶ団とん一つと枕まくらが二つ。


「どうしてこんなことに……」


　忸じく怩じたる思いで、事のなりゆきを振り返った。





　想太と沙綾が向かった先は、山の方にある温泉場だった。その中でもひときわ大きな、京都の高級料りよう亭ていのような趣おもむきある門構えの和風旅館が茜子の予約してくれた宿だった。


「高垣様からうかがっております。二名様ですね」


　着いた瞬間から、和装の女将おかみは下にも置かぬもてなしで二人を案内してくれた。


「こちらでございます」


　通された部屋を見て、想太は息を呑のんだ。


　広い。小学校の修学旅行で泊まった六人部屋よりも断然広い。そしてなにより、奥のガラス窓の向こうに映る浴よく槽そうを見て、意味がわからず啞あ然ぜんとした。


「こちらのお部屋は露ろ天てん風ぶ呂ろ付きになっておりますので、二十四時間お好きなときにお入りいただけます」


「えっ……？　それって、他ほかの部屋からも人が入りに来るってことですか？」


「とんでもない。お客様お二人だけのお風呂です」


「どこで着き替がえるんですか？　脱だつ衣い所は？　男湯と女湯に分かれてないんですけど!?」


「お好きなようにお使いくださって結構ですよ。お二人きりのお部屋ですので」


「…………」


　だが、もっと口をあんぐり開けた出来事は、夕飯後に起こった。夕飯は部屋での懐かい石せき風料理で、アレルギーのことが伝わっていたらしく、沙綾の膳ぜんには使われている食材が細かく記された献こん立だてが載のっていた。それを見ながら大丈夫そうなものだけ食べさせていると、食事が終わった頃ころには外はすっかり暗くなっていた。


「お布団を敷しかせていただきますね」


　夕飯を片づけた中居さんが、そう言って押入れから布団を引っ張りだした。沙綾と一いつ緒しよにテレビを観みていた想太は、できあがった床とこに仰ぎよう天てんした。


「それでは、また明日の朝食時にうかがいます。おやすみなさいませー」


　ツッコむ間もなく中居さんに下がられてしまい、想太はその通常より幅はばの広い一組の布団と、二つ並んだ枕を見つめた。





　そうして今に至る。


「ソータ、お風呂入ろー」


　非日常的な空間に気を取られたためか、沙綾は旅館に到着してから、昨夜のだんまりモードを解除していた。


「お風呂ー、お風呂ー！　一緒に入ろー！」


「……わかったよ。でも一緒には入んねーぞ」


　根負けして、想太は立ち上がった。沙綾の残した分まで夕飯を平らげたので胃が重い。


「俺は大浴場に行ってくるから、お前はそこを好きに使え。一時間くらいで帰るからな」


　そう言い残して、部屋を出る。


（どうしよう、どうしたらいい……）


　頭がパニックだった。時刻はまだ七時台。これからあの空間で、沙綾と二人きりで一夜を過ごさねばならないのだ。


「……もしもし、茜子さん？」


　動どう揺ようで男湯の前をうろうろ往復しながら、とりあえず茜子に電話をかけた。


「あら、どうしたのー？」


「どうしたのじゃないですよ！　茜子さん、宿の人になんて言って予約したんですか！」


「どうって……『男女二名』って言っただけだけど？」


「確信犯ですか!?」


「だって、本当のことじゃないの」


「だとしても！」


　やり場のない怒いかりに震ふるえながら、どう言ったもんかと言葉を探す。すると、ふと電話の向こうの雰ふん囲い気きが変わった。


「……想太くん。確かに宿を選んだのは私だけど、沙綾さんがあなたと泊まりたいって言ったのは本当なのよ。そのことについてちょっとよく考えてみてくれる？」


「え……？」


「沙綾さん、もっと『お兄ちゃん』と一緒に過ごしたいみたい」


「……そんなの、別に家でだってできることじゃないですか」


「家だと、想太くんが逃にげちゃうんですって」


　それを聞いて、ここ最近の沙綾の深夜訪問を思い出した。


「沙綾さん、一人っ子でずっとさびしかったのよ。ご両親は仕事に社交にお忙いそがしくて、沙綾さんのことは外国人のベビーシッターに任せきりだったし、向こうの学校は勉強が遅おくれてるからって専属の家庭教師を雇やとっていたから、小学校にも行ったことがないの」


　ショックのあまり、相あい槌づちが打てなかった。


「いくら漢字ドリルで勉強していても人と接しないものだからどんどん日本語も下手になってしまうし、性格も少し変わってしまって、見かねた政子さんが日本に呼び寄せたのが二年前。中学からは躾しつけの厳しいお嬢じよう様さま学校に入れたけど、もう手遅れで。麓風は私が薦すすめたのよ。一年前、母校が定員オーバーで実習先が見つからなかった私のことも快く受け入れてくれたし、緑が多くて自由でのびのびとした、いい学校だと思ったから」


「……そうだったんですか」


「沙綾さんのこと、少しわかってくれたかしら？」


　電話を切ってから、想太はしばらく動けなかった。ようやく入った露天風呂付き大浴場は滝たきに臨んだ絶景だったけれども、景色を見るのも忘れて湯船と物思いに沈しずんだ。


（俺はなんてスケベな人間なんだ……）


　孤こ独どくに生きてきた少女の兄に甘えたいという純じゆん粋すいな思いを、女性に対する過か剰じよう反応で危あやうく踏ふみにじるところだった。


「沙綾は妹、綺理と同じ。沙綾は妹……」


　半ば自身を洗脳するかのように言い聞かせ、煩ぼん悩のうを完全に滅めつして浴槽を出た。


「……おっ」


　浴場の出口を出たとき、脇わきに小さなバスケットが置かれ、中に子ども向けの浴用おもちゃが入っているのを見つけた。「ご自由にお使いください」の貼り紙を見て、「ちょっと借りるか」とビニール製のアヒルを手に取る。兄を通り越こして気分はすっかりお父さんで、これからちょっと娘むすめと遊んでやるかと鼻歌を歌いながら部屋に帰った。


　しかし、自己暗示の効き目はそこまでだった。


「な……ッ!?」


　布団のど真ん中に大往生するかのような形で脱ぬぎ捨すてられた浴衣と、畳たたみの上にバラバラに放ほうり投げられた白いブラジャー、パンティ。


「うおっ……！」


　窓の外を見れば、湯船では沙綾が盛せい大だいに水しぶきを上げながら泳いでいる。


「なにやってんだ、お前！　下の階にお湯飛んだら苦情くるぞ！」


　思わず窓を開けて叱しかると、沙綾は「ほ？」と泳ぎをやめて想太を見る。浴槽の縁ふちでけしからん部分は見えないものの、上気した赤い頰ほおと濡ぬれた白い鎖さ骨こつにごくりと喉のどが鳴った。


「お兄ちゃんも入ろー？」


「入らねーよ！」


　そう怒ど鳴なってから、さっきの茜子の話を聞いてはっとする。相変わらず表情の読みづらい沙綾は、心なしかさびしげな顔をしている気がした。


「……わかった。じゃあこれを身体からだに巻けよ」


　かけ流しの個風呂ならマナー違い反はんでもないだろうと思い、部屋の棚たなから持ってきたバスタオルを差し出した。顔を背そむけていると、湯船から上がった音がしてタオルが取られる。


「巻けたら言えよ」


「できた」


「……ってオイ！　なんで斜ななめに巻きつけてるんだよ！　古代ギリシャ人か！」


「五大ゲイシャ・仁じん？」


「他の四人誰だれだよ!?　ってか、お前ほんと時代劇ドラマ好きなのな！」


　不必要なハイテンションでツッコミながら、沙綾のバスタオルを巻き直してやる。肝かん心じんなところからはタオルをずらさず、煩悩を排はい斥せきしようと巻き簾すで巻き寿ず司しを作るときのことを思い浮うかべながら、沙綾の白く細い身体にタオルを一周させた。角を巻きこんで留めるため、最後にささっと胸と脇の間に指を入れる。


「……できたぞ！　さあ入れ！」


　一いつ瞬しゆん指先に感じたやわらかい肌はだの感かん触しよくを忘れようと、やたら大声でそう命じた。





「お兄ちゃん、見て見て！」


　眼前には、暗い川に怒ど濤とうのごとき飛沫しぶきを叩たたきつける大滝。人が近寄れぬ環かん境きようならではの目め隠かくしのない露天風呂の中で、タオルを巻いた沙綾は元気にバタ足をしていた。実際に入ってみると正方形の浴槽は思いのほか広く、三メートルくらいなら泳ぐことができる。


「おい、ここはプールじゃないんだぞ」


　そう注意しながら、想太が見つめているのは目の前に浮かべたアヒルだ。人を馬ば鹿かにしたようなその顔に視線を集中し、ついうっかりやましい気持ちになってしまわないよう注意を払はらう。相手が沙綾でなければ彼が意識しまくっているのはバレバレなはずで、それは外れてはいないかと一分おきに自分の腰こしのバスタオルを確かく認にんする様子からもうかがえる。


（大だい丈じよう夫ぶだ、つい半年前まで綺理と毎日入っていたんだ。あのときを思い出せ……）


「プールー、お兄ちゃん、プール行きたい。今度一緒に行こう」


「……六月になったら学校でプール授業が始まるよ。それまで我が慢まんしとけ」


「わたし、学校のプール入れないもん」


「え……？」


　それで思わず顔を向けてしまい、慌あわてて視線をアヒルに戻もどす。


「……な、なんで入れないんだよ、学校のプール」


「前の学校では入れた。でも、今の学校は男子もいるから入るなっておばあさまが」


「でも、うちの水泳の授業は男女別だぞ？」


「それでも、校庭や校舎から見えるっていうから」


「……お前のお祖ば母あさん、そういうのほんと厳しそうだもんな」


　想太が沙綾とキスしたと知ったときの形相を思い出し、苦笑いを漏もらす。


「だから、プール連れてって」


「はあ～？　行かねーよ」


「プール、プール～～」


　ジャバジャバと水しぶきを跳はね上げながら、沙綾は想太の正面に向かってきた。それでチラと目を上げた想太は、彼女の顔がゆでダコのように真っ赤なのに気がついた。


「うわっ、大丈夫か、お前」


「ふう？」


　沙綾は想太の慌てぶりを意に介かいせず、湯船から立ち上がって方向転てん換かんしようとした。そして上体をグラリと揺ゆらし、湯船の中にぶくぶくと沈んでいく。


「ほら！　言わんこっちゃねぇ！」





「……そりゃ水分も摂とらずに一時間以上も高温の風ふ呂ろで泳いでたらのぼせるよな」


　救出した沙綾を布団に横たえた想太は、未いまだ赤いその顔をうちわで煽あおぎながら嘆たん息そくした。


「……悪かったな。ちゃんと見ててやらなくて」


　沙綾は仰あお向むけになって目を閉じている。軽く開いた唇くちびるからはふうふうと荒あらい息が漏れて苦しそうだ。


　浴よく槽そうに沈んだ沙綾を抱だき上げて救い、濡れたバスタオルを乾かわいたタオルに替かえて巻きつけ、布団に寝ねかせ、彼女が脱ぎ捨てた浴衣を上から掛かけている。それが今の状態だ。


「政子さんが知ったらぶっ倒たおれそうだな……」


　緊きん急きゆう事態で恥はじらいもどこかへ行っていたが、思い返せばすごいことをした気がする。


「大丈夫か？　もっと水飲むか？」


「お腹なかチャプチャプー」


「他ほかになにか欲ほしいものあるか？　濡れタオルとか……」


「じゃあ、お話して」


「お話ぃ？」


「きらりんに聞いた」


　沙綾は目を開け、焦しよう点てんの定まらない瞳ひとみをぼんやり天てん井じようの方へ向ける。


「お兄ちゃんがきらりんにしてあげたこと、いっぱい聞いた。一いつ緒しよにお風呂に入ったり、ベッドの中で本を読んでもらったり。『これがほんとの妹がしてもらえることなの』って」


「あー、綺理が昨日『ちょっと言ってやったことがある』って言ったのはそれか……」


　それと共に沙綾の深夜訪問の理由もわかり、安あん堵どの中に少しの残念さを覚える。


「……なんか、うちの妹が感じ悪くてごめんな。昨日はあんなことするし……」


「ううん」


　沙綾は顔を左右に振ふって想太を見る。


「わたしだって、この一年間は『うちの妹』だもん。きらりんと同じ」


「……そうだったな。悪い」


「わたし、きらりんに嫌きらわれてるの」


　天井をまっすぐ見上げ、沙綾は突とつ然ぜん呟つぶやいた。その顔には傷ついたような表情は一いつ切さいなく、そのことに逆に驚おどろく。


「……そんなことねーよ」


「大丈夫、慣れてる」


「……えっ？」


「前の学校でも、大体は嫌われてたから」


　啞あ然ぜんとしてなにも言えないでいると、沙綾はそのまま想太を見ることなく話し始めた。


「色んな人がわたしを嫌いだった。入学式の日から、わたしと話す前から、わたしを嫌いな人もいるみたいだった」


　それで想太は未実の言葉を思い出した。


　──超ちようお嬢じよう様さまで超美少女だなんて、同性から妬ねたまれそうだもんね。


「……でもどーせお前、授業抜ぬけ出して木に登ったりしてたんだろ？　そのせいだよ」


「そんなことしてない。前の学校では、一度も」


「マジで？　やればできるんじゃねーか」


「そうじゃないと、もっと嫌われそうだったから。木登りはお昼休みだけって決めてた」


　唇の内側をほんの一瞬嚙かみしめ、彼女は続けた。


「学校には、校則に書いてない決まりがいっぱいある。『わからない人は手を上げてください』って先生が言っても、本当にわからない人は手を上げちゃいけないの。お昼は好きな人と食べていいのに、好きじゃない人と食べてる人もたくさんいた。とても不思議」


「それは……」


「それに給食の配り方や掃そう除じの仕方、順番の待ち方、……友達の作り方も。みんなどこかでそれを習っていて、知らないのはわたしだけ。わたしがいるとグループの仕事が遅おそくなった。わたしのクラスはホームルームが延びた。お母さんたちからよくクジョーが来た」


「苦情？」


　そのとき、彼女と初めて学校で一緒にお昼を食べた日のことを思い出した。


「……もしかして、それが『曲がった幹』がどうたらこうたらってやつか？」


　沙綾は黙だまって頷うなずく。


「だから、大丈夫。きらりんは普ふ通つうなの」


「普通って……」


　自分は嫌われるのが普通。この二年間、この子はそう思って生活してきたのだ。学校でちょっと怖こわがられているくらいで悩なやんでいた自分がひどく情けなく思えた。


「……俺、お前に言ってなかったことがあるんだけど」


　自分もなにか話さなければいけない気になり、想太は少し考えて口を開いた。


「俺と綺理、父親が違ちがうんだよ」


　すると、沙綾は黙って顔をこちらに向けた。


「俺が物心ついた頃ころ、俺はもう綺理の父親と母さんと三人で一緒に暮らしてた。だから、俺はずっと三堂の父さんを本当の父親だと思ってた。今だってそう思ってる。だけど、父さんが病気で死ぬ前、俺に言ったんだ。母さんは昔違う人と結けつ婚こんしていて、お前はその人の子どもだって。『だから俺が死んでも父親を亡なくすわけじゃないんだぞ』だなんて、たぶん俺を慰なぐさめるために言ってくれたんだけど、小学生の子どもにそれはきついだろ？　正直そのときの俺にはそれがどういうことなのかよくわかんなくて、でも父さんが母さんに怒おこられてたから、ああ本当なんだって、それだけはわかった」


　沙綾は想太を見つめたままじっとしている。その頰の火ほ照てりは治まったように見えたので、うちわを煽ぐ手を止めた。


「たぶんこういう境きよう遇ぐうだと本当の父親を捜さがしたいとか思う人もいると思うけど、俺は父さんが好きだったから、あまり本当の父親に関心が向かなかった。母さんにも訊きかなかった。その代わり、死んだ父さんみたいになりたいって思ったんだ。綺理を可愛がって、母さんを助けて、そうすることで大好きだった父さんに少しでも近づきたかった」


　沙綾が大きくまばたきをする。わかっているのかわかっていないのか謎なぞに思うが、たぶん理解しているのだろう。


「……まあとにかく、そういうわけで綺理のことは必要以上に甘やかしすぎちまったんだよ。だからちょっとワガママなところもあるけど、そんな悪い子じゃないから……って、俺が言っても身内の贔ひい屓き目めか、ハハ」


「身売りの日決め？」


「うん、それはちょっと苦しいな？　大体身売りって意味わかってんのか」


　とはいえ、そんなやりとりができるほど沙綾の体調が回復してきたのでほっとする。


「それに綺理だけじゃなくてうちの母さんも、お前に苦情言ってきた母親連中とは違うから。かなりの大ボケ者だけど、お前のことは責任持って預かるって張り切ってたし」


「……うん」


「あ、それと今の話は綺理にはまだ言ってないんだ」


　注意しておかねばと話を戻すと、沙綾はほんの少し目を大きくした。


「……血のつながった妹なのに？」


「血のつながった妹だからだよ。大切な人だからこそ、大事なことを打ち明けるときには色々考えてしまうものなんだ。まだその時期じゃないかなとか、言わない方が変に悩ませないで済むかなとか。だから、お前も綺理には内ない緒しよで頼たのむな？」


　想太が念を押すと、沙綾は表情のない顔でこくっと頷く。心なしか神しん妙みように見えるそのそぶりに、やはりこの子はこの子なりに色々考えて生きているのだろうと思った。





「そういえば、さっきお話聞かせてとか言ってたよな」


　それからしばらくして体調が完全に戻ってから、沙綾は寝る支し度たくをして布ふ団とんに入った。想太は二人分の服を畳たたんだり歯を磨みがいたりをのろのろしながら、沙綾が先に眠ねむってしまえばいいのにと様子をうかがう。そうしたらその辺に座布団でも敷しいて寝るつもりだった。


　ところが、沙綾はそう簡単には許してくれなかった。


「うん。『お兄ちゃんは腕うで枕まくらして絵本読んでくれたわよ』ってきらりんが言ってた」


「ぶふぉっ！」


　歯磨きを終えて口をゆすいでいた想太は、洗面台へ勢いよく水を噴ふいた。


「……まさか、それやれとか言うんじゃないだろうな？　俺、今日絵本持ってねーぞ、当たり前だけど」


「でも、きらりん『お兄ちゃんはいっぱいお話覚えてるし、自分でお話作ってくれる』って言ってた。『綺理に話すうちに物語を作る人になりたいと思うようになったのよ』って」


「……わかったよ。とりあえずお話だな」


　口を拭ふいて、沙綾の方に戻もどる。布団の横に座ってどんな話がいいかなと考えていると、布団の中の沙綾がじっと想太を見つめていた。


「ウデマクラ」


　まるで呪のろいの呪じゆ文もんのようにぼそっと呟つぶやいて催さい促そくする。


「…………」


　想太が動かないのを見ると、沙綾は掛け布団をちょっとめくって持ち上げた。もう片方の手で、ちょいちょいとこちらへ手招きする。


「沙綾も、ソータお兄ちゃんと寝たい」


「…………」


　このときほど、円周率を十ケタしか覚えていないことを悔くやんだ瞬しゆん間かんはなかった。


「……なんだ、それは。綺理の真ま似ねか？」


　ようやくツッコミとしての役目を思い出すが、その声は動どう揺ようで震ふるえていた。


「早くー」


　諦あきらめない沙綾はもっと布団をめくり、くいっくいっと手招きを大きくする。すでに寝ね乱みだれた浴衣からは膝ひざ頭がしらが現れ、胸むな元もとも深いＶラインになって白い肌はだがのぞいている。


（落ち着け、これは妹、これは妹……）


　そう言い聞かせようとすればするほど、「違う！　違う！」と理性に反撥する音が心臓の方から聞こえてくる。


「では、失礼……」


　電車で席を詰つめてもらうサラリーマンの無愛想さで、布団へ厳おごそかに足を差し入れる。


「電気ー」


「は？」


「電気消して。明るいとやだ」


「……んなっ!?」


「きらりんみたいに、お話聞きながら眠るのー」


　綺理め……と実じつ妹まいをこんなに恨うらめしく思うのも初めてだった。


「まっくらはいやー」


「はいはい、これだろ？」


　紐ひもを一回引っ張って常夜灯にし、想太は改めて布団にピットインした。


「……ウデマクラ～」


　そのまま沙綾と反対方向を向いていると、呪いの呪文をかけられる。


「しょうがねーな……」


　平静を装よそおいながら、左ひだり腕うでを差し出す。沙綾の身体からだがすりすりとこちらへ近寄ってくる気配を感じ、続いて二の腕にふわふわの髪かみと人の頭の重みを感じる。もう左側を見ることはできそうになかった。


（俺は今、右半身だけの存在……）


「で、どんなお話にするんだ？」


　黙っていると自分がなにをするか自分でもわからないので、上うわ擦ずる声でそう尋たずねる。


「きらりんが、『シラユキヒメ』とか『シンデレラ』とか好きだったって言ってたー」


「ん？　そんなのでいいのか？　そんな話つまんないだろ？」


「……つまらないお話なの？」


「いや、だってそんな有名な……」


　と言ったところではっとした。


「もしかして、知らないのか……？」


　あまりに驚いたので、つい隣となりを見てしまう。すると沙綾の人形のように愛らしい顔がいつになく間近にあって、すぐに視線を暗い天てん井じように戻した。


「わたし、教科書に出てこないお話は知らない」


「いや、世界中どの国にだって腐くさるほど絵本があるような話で……」


「絵本、字が読めなかったから」


「ベビーシッターさんに読み聞かせとかしてもらわなかったか？」


「そんなこと誰だれもしてくれない。自分だけ雑誌や新聞読んでた」


「外国の人ってそんな感じなのか？　仕事ラクでいいな」


　疑問に思いながらも、ならばと話を始めようとする。


「……まあいいや、それでいいなら白しら雪ゆき姫ひめいくぞ。むかしむかし、あるところに……」


「むかしむかし？　昔より昔？　どれくらい昔？」


「これはそういうツッコミしないのがお約束だ。つか俺も知らねーし。まずは黙って聞け」


「……おー」


　童話を知らない沙綾の反応は新しん鮮せんだった。継まま母ははの魔ま法ほうの鏡を生き物と思い、七人の小人はどれくらいの大きさなのか知りたがり、そもそも白雪姫は本当に白雪姫が本名なのかとなかなか鋭するどいことまで尋ねてきた。


「……そこで継母は、ついに自分の手で白雪姫を殺そうと毒りんごを作りました。実は、継母は魔女だったのです」


　そこまで話したとき、想太はまずいと思った。沙綾に前の学校での嫌いやなあだ名を思い出させてしまったのではないか。ところが、彼女はこう尋ねた。


「マジョってなに？」


「……えっ？　知らなかったのか」


「りんごが好きな生き物だと思ってた」


「なるほど……」


　だったらそう思っていた方がいいかなと思いつつも、それでは沙綾のためにならないと思い直す。


「……魔女っていうのは、魔法使いの女の人のことだよ」


「マホウ？」


「さっき鏡のとこで説明しただろ。物や人の心を操あやつったりできる不思議な力のことだよ」


「ふんふん」


「人のためになる魔法を使う魔女もいるけど、魔女といったら普ふ通つうは悪者だ」


「……ほー」


「ショックじゃないのか？　お前、そんなあだ名つけられてたんだぞ」


「大だい丈じよう夫ぶ。いいマジョもいるっていうから」


「そういうプラス思考か」


「ソータも、いいマジョ」


「は？　男は魔女じゃねーよ」


　なにを言っているんだと思わず横を向くと、沙綾は煌きらめく瞳ひとみで想太を見つめていた。


「わたしに言ってくれた。初めて会った日に『嫌きらいじゃない』って。だからわたし、新しい学校が怖こわくなくなった。あれはきっといいマホウ」


　沙綾の身体がこちらへころりと転がり、想太の背中に腕が回される。


「……ソータ、わたしのお兄ちゃん」


　温かくやわらかい身体が自分に抱だきついている。乾かわかしたてのふわふわの髪は、想太と同じ旅館のシャンプーの香かおり。胸元に押し当てられた発展途と上じようのふくらみの弾だん力りよくは、頭の中が真っ白になりそうなくらい魅み惑わく的だけれども。


「……お話の続き、しなくていいのか？」


　ようやく発した声は、おかしいくらいかすれていた。沙綾の肩かたの上空で触ふれようかどうしようか迷っていた右手も、理性を総動員して引っ込める。


「する！」


　沙綾はパッと想太から腕を離はなし、逆方向にころっと転がって腕枕に戻った。


「……とにかく、そんなわけで継母の毒りんごを食べちまった白雪姫は一回死ぬけど、通りかかった王子の愛の口づけで生き返るんだよ。二人は結けつ婚こんして、めでたし、めでたし」


「お兄ちゃん、なんか話が急に雑になった」


「そうか？」


「あと、アイノクチヅケって？」


「はあ？　えーっと……」


　急に焦あせりを覚えたのは、入学式の日のハプニングキスを思い出したせいだ。


「なんていうか、その、な……」


　いかに沙綾にあの日のことを連想させないようにして説明するか。考えめぐらせていた想太は、左腕にかかっていた重みの重心がこてっと動いたのを感じた。


「……？」


　そっと隣を盗ぬすみ見ると、沙綾は両の瞼まぶたを閉じていた。


　陶とう磁じ器きのような肌を、常夜灯の灯あかりがほんのり橙だいだい色いろに照らしている。見るからにやわらかそうな唇くちびるを軽く閉じて無防備に顎あごをこちらに向ける様は、まるでキスをせがんでいるポーズのように見えて一瞬ドキッとした。


「寝ねた……、のか」


　ほっとする一方で、心の中にむらむらと湧わき起こりそうになっては抑おさえつけられる衝しよう動どう。


「生き地じ獄ごくだ……」


　徐じよ々じよに痺しびれつつある左腕から気を逸そらし、想太は天井の木目を数えながら深いため息をついた。
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　翌朝、目覚めると隣に人ひと影かげはなかった。


「……沙綾？」


　カーテンを閉めて寝たはずなのに、部屋の中にはまばゆい光がもろに射さし込んでいる。布団の上に身を起こすと、窓の外に彼女はいた。


　沙綾は一人で入浴していた。想太が昨夜借りてきたアヒルを湯に浮うかべ、小さい子がやるようにつついたり、にらめっこしたり、彼女なりに楽しそうに遊んでいる。長い髪を頭の上でぐちゃぐちゃにまとめたヘアスタイルは彼女が不器用だからなのだが、なんとなくオシャレでサマになっているように見えるから美少女は得だなと感心する。


「あー……大変な一夜だった……」


　明け方になって眠ねむ気けが煩ぼん悩のうに勝まさるまで、想太は一いつ睡すいもできなかった。麓風広しとも、沙綾のような超ちよう絶ぜつ美少女と添そい寝して一晩中耳元で寝息を聞きながら、理性を保ち続けていられる男は自分くらいだろうと自信を持って言える。


「……まあ、ナツキチみたいのは別として」


　普通に女好きな男子高生には、沙綾との一晩はむごすぎる拷ごう問もんだった。けれども、内なる天使が悪魔の誘ゆう惑わくに負けそうになったとき、想太は何度も沙綾の言葉を思い出した。


　──ソータ、わたしのお兄ちゃん。


　あのとき感じた優やさしい気持ちと、偉い大だいなる使命感。


「俺はあの子の兄になるんだ」


　声に出して呟つぶやくと、決意が新たにされる気がする。


　自分はあの子に家庭の温かさを教える。欲よくを言えば学校で友達も作ってやりたいし、誰からも愛され、誰をも愛せる素す敵てきな女性にして送り出したい。一年後、許嫁いいなずけの元へ。


　そこまで考えて、胸がちくりと痛むのを感じる。


「最初から、そういう約束だもんな……」


　今この瞬しゆん間かんこそ故ゆえあって近くにいるものの、元々は手の届かないほど遠い世界にいる大だい富ふ豪ごうのお嬢じよう様さまだ。


　そう思ってくさくさした気持ちを振ふり切ろうと、勢いよく立ち上がって窓辺に向かった。


「……おい、今度はのぼせないようにしろよー！」


「ほーい！」


　アヒルを掲かかげて答えた沙綾のポーカーフェイスを、兄として愛いとおしく思うよう努めた。





　朝食を食べてチェックアウトしたあと、想太は沙綾と共に高垣家へ帰った。そこで北嶌家からの迎むかえを呼び、何食わぬ顔で二人一いつ緒しよに三堂家に戻もどればいいというのが茜子の提案だったのだ。


「どうだったー？　いいお部屋だったでしょう」


　大きな洋風一いつ軒けん家やの玄げん関かん先さきで出で迎むかえた茜子を、タクシーから降りた想太は恨うらみがましくにらみつけた。


「……俺、沙綾になにもしてませんよ」


「うふふ、そうね、これ見ればわかるわ」


　茜子に目の下をなぞられて、隈くまができていたことを知る。


「えらい、えらい」


　小さい子がされるように頭を撫なでられ、いつもとは逆の立場にこそばゆい感じがした。


「それで、兄妹きようだいの絆きずなは深められたかしら？」


　からかうように訊きかれ、想太は恥はずかしさを押して頷うなずいた。今日の茜子は前ボタン式のワンピースだったので、ボタンが全部開いてブラジャーとパンツが丸見えコースかな、と照てれ隠かくしにラッキースケベの予想を立てる。


「……そう、よかったわ。じゃあ、今日は帰ってゆっくりご家族でお祝いね」


「えっ？　祝い？」


　想太が尋たずね返すと、茜子は眉まゆをひそめる。


「やだ、忘れてるの？　今日、沙綾さんの誕生日じゃない」


「ええー……っ!?」


「そういう基本情報の載のった資料は、最初に政子さんからいただいてるでしょ？　五月二日生まれのおうし座。沙綾さんの基本データよ？」


「そういえば誕生日早かったなーっていう記き憶おくは……」


「まあ、これだから男の人ってやだわ」


　幸いこの会話が沙綾本人に聞かれることはなかった。タクシーから降りた沙綾は飛んでいたチョウチョを追いかけて、もうとっくに高垣邸ていの庭に入ってしまっていたからだ。


「……しょうがないから、サプライズってことにしてお家で盛せい大だいにお祝いしたらどうかしら？　挽ばん回かいするにはもうそれしかないわよ」


「そうっすね……」


　とりあえず、家に電話することにした。昨日、母には沙綾を迎えに行くと言って家を出発し、その後予定が変わって茜子の祖母の家に一いつ泊ぱくしていくとだけ連れん絡らくしていた。


「……もしもし？　どうしたの、お兄ちゃん」


　出たのは綺理だった。携けい帯たいからかけているので番号表示で想太とわかるのだ。


「ああ、綺理。実は今日、沙綾の誕生日だったんだけど……」


「うん、知ってるけど？　居間にずっとプロフィール置いてあったじゃない」


「えっ……!?」


「それで今ケーキ作ってるのよ。ちゃんと、アレルゲンっていうの？　それ抜ぬきのやつよ。昨日、わざわざ友達と買い物に行って材料集めてきたんだから。手が離せないから、用事があるなら早く言って欲しいんだけど」


「綺理……」


「大変だったのよ、お兄ちゃんが出かけちゃうから、飾かざりつけとかも綺理が頑がん張ばって一人でやったんだから！　なにしろお母さんにはやらせられないでしょ？」


　心なしか得意げな妹の声を聞いて、他ほかのどの感情よりも戸と惑まどいが先立つ。


「……どうしたんだ、綺理。一昨日おとといはあんなに……」


「悪かったなって思ったのよ。お兄ちゃんの使用歴は綺理のがず──っと上なのに、大人げなかったわ。たかがひと月にも満たない『妹』さんのことを？　邪じや険けんにして？」


　さすが綺理というべきか、その言い方にはかなりのトゲがあるが。


「だから、お詫わびよ、お詫び。お祝いっていうか、これはお詫びのパーティなんだわ」


　そんな妹を微笑ほほえましく思いながら、想太は電話を終えた。


　それから二時間ほどで北嶌家の車がやってきて、茜子にお茶でもてなされていた想太と沙綾はそれに乗って家路をたどることになった。


「……じゃあね、沙綾さん、想太くん。次は連休明けの授業で会いましょう」


　にこやかに挨あい拶さつして、茜子は後部座席のドアを閉めた。


「……おかしい」


　どうした、なぜ来ない、ハニー的ハプニング。


　そう訝いぶかしんでいた想太は、まだ茜子という人物を侮あなどっていたのである。


「きゃああ──っ」


　運転手がアクセルを踏ふんだ途と端たん、車外で悲鳴が上がった。次いで、ビリリッと景気よく布が裂さける音がする。


「えっ!?　ええっ!?」


　見ると想太の座るすぐ脇わき、今しがた茜子が自分で閉めたドアに、彼女の着ていたワンピースの裾すそがだいぶ大きな面積はさまっている。


　振り返ってバックウィンドウを見た想太の目に映ったのは、服をまるごとはぎ取られ、ネイビーのブラジャーとパンツ姿になって道みち端ばたにうずくまる茜子の姿だった。


「ハニー、道路で水着になってる～！　いいな～！　プール！」


「城宮茜子、恐るべし……！」





　家に着くと、自宅は一見静まり返っていた。時刻は午後五時。日が延びてきたとはいえ、辺りにもはや日中の陽光はない。


「ソータお兄ちゃん！　アニウエ！」


「ん？」


「アニマゲドーン！」


「あ、それ一応ちゃんとレパートリーに入ってたんだな」


　車内で始終まどろんでいた沙綾は元気な様子で、想太がチャイムを鳴らしてドアを開けると、ちょんちょん跳はねしながら玄げん関かんに入る。


　廊ろう下かは暗い。沙綾が廊下に上がり、脱ぬいだ靴くつを揃そろえて居間のドアを開けた。次の瞬間。


「ハッピーバースデー！」


　パンパンとクラッカーの割れる音がして、綺理と母が沙綾を出迎えた。居間の壁かべのあちこちに紙の花が咲さき、色とりどりの輪っかをつないだ装そう飾しよくが垂れ下がっている。窓の上には「おたんじょうびおめでとう沙綾ちゃん」の横断幕。


「……!?」


　さすがに驚おどろいたように目を見開いて、沙綾が想太を振り返る。それから、彼女はテレビの横の壁にかかったカレンダーに視線を走らせた。


「おー……っ！」


　どうやら、自分でも忘れていたらしい。とりあえず、サプライズは成功のようだ。


「お帰りなさい」


　沙綾と目が合うと、綺理はもじもじして口を開いた。両手を背中で組む、彼女が大人っぽく見られたいときにするポーズを取っている。


「……一昨日は、ごめんなさい。まさかアンタが家出までしちゃうなんて思わなかったから……。その……、反省してるわ」


「こら、『アンタ』じゃないでしょう……！」


　なんてことをと娘むすめの腕うでを引っ張り、母が青ざめる。そんな母を横目に見てから、綺理はまたもじもじと床ゆかに視線を落とす。


「だけど……確かにお兄ちゃんのこと無断使用しててムカつくけど、アンタはその……お姫ひめ様みたいにきれいだし、だから……」


　そこでバッと顔を上げ、沙綾をにらみつけるように見つめた。


「嫌きらいじゃないから！」


　そのとき、想太は確かに見た。表情の変化こそちょっと目を大きくしただけだったけれども、沙綾の心が大きく動く瞬間を。


「……っ！」


　自分で言っておきながら、綺理はめちゃくちゃ恥ずかしがっていた。


「そっ、そういうわけだから、早く来なさいよ！」


「ひょっ!?」


　沙綾の手を乱暴に引っ張って部屋に入り、こたつに座らせる。テーブルの上には、黄色のケーキとごちそうの数々が広がっていた。


「アンタのためにわざわざ作ったんだから！　また喘ぜん息そく起こされたらたまったもんじゃないから、ちゃんと食べられないもの抜いたんだからねっ！　ケーキはさつまいも製よ！」


　テーブルの上で目移りしていた沙綾は、そこで「あっ」と声を上げた。


「やんそんしのゆうわくぱんこぬき！」


　彼女が指差したのは、表面のチーズが焦こげて泡あわ立だつ焼きたてのポテトグラタンだ。


「よく気づいたわね。昔アンタがスウェーデンに住んでたってプロフィールで見たから、ネットで名物料理調べて作ったの。レシピからパン粉だけ抜いたから食べられるでしょ」


　綺理が手に持っていたのはネットから印刷したと思われるレシピで、そこには「ヤンソン氏の誘ゆう惑わく」と書かれていた。


「ちゃんとした食べ物だったのか……」


「お兄ちゃんは肝かん心じんのところで詰つめが甘いのよ、まったく。女の子の喜ばせ方ってものを知らないんだから」


「綺理……」


　妹の顔をまじまじと見て、想太は頼たのもしいような愛いとおしいような気持ちになる。


「お前はやっぱり優やさしい子だな」


　その頭をくしゃっと撫でてやると、綺理は顔を赤らめて飛びのいた。


「やっ、やめてよ！　別にそういうんじゃないんだから！　ほら、始めるわよっ！」


　そうして矢や継つぎ早にろうそくへ点火し、部屋の灯あかりを消した。


「ハッピーバースデートゥーユー、ハッピーバースデートゥーユー、ハッピーバースデーディア・サーヤちゃん！」


　綺理はやけくそになったように手を叩たたいて歌い、電気を消した居間に三人の歌声が響ひびく。目の前にはろうそくの火が揺ゆらめくケーキ。


「ハッピーバースデートゥーユー……ッ！」


「……ほら沙綾、フーッだよ」


「ふー？」


「ろうそく、フーッて吹ふけ」


　想太が教えてやると、きょとんとしていた沙綾はおそるおそる炎ほのおに顔を近づけた。


「ふーっ！」


　炎が一いつ斉せいに揺れ、居間が暗くら闇やみに沈しずむ。


「十五歳おめでとう、沙綾」


　みんなで拍はく手しゆしながら、想太はこたつを立って電灯の紐ひもを引っ張る。灯りをつけて沙綾を見たとき、心臓をわしづかみにされたような衝しよう撃げきに襲おそわれた。


「…………」


　沙綾の片目から、涙なみだがひとしずく滴したたった。いつもの感情の読みづらい飄ひよう々ひようとした顔つきで、引き込まれそうな色の瞳ひとみだけが涙を湛たたえて揺れている。


「なっ……、なに泣いてんのよっ！」


　それを見て最もうろたえたのは綺理だった。
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「勘かん違ちがいしないでよねっ！　アンタに色々なこと認めたわけじゃないんだから！　お兄ちゃんの使用ルールは守ってもらうしっ！」


「おーっ！」


　ポロポロ涙を零こぼしながら、沙綾は元気に片手を上げる。


「……ごめんな、沙綾。綺理と違って、俺なんにもしてなくて」


　申し訳ない気持ちになって、想太はそっと懺ざん悔げした。


「大だい丈じよう夫ぶ」


　想太を見つめ、まだ瞳を潤うるませたままの沙綾は呟つぶやくように答えた。


「わたし、お兄ちゃんには一番のものをもらってるもの」


　それを聞いて、再び目くじらを立てたのは綺理だった。


「ちょっと！　それどういうことなの、お兄ちゃん！」


「母さんも気になる！　あんた、まさか間違いを犯おかしたりしてないんでしょうね!?」


「してねーよ！」


　けれども自分は沙綾にとって特別な存在であると、少なくとも異性の中では一番の存在になれたのではないかと、想太はそう思い始めていた。


　このときは、まだ。












　＃４　ねえ、想そうちゃん。……この水着を着たあたしと、今度は二人で……







　そうして、連休が明けて再び学校が始まった日のことだった。


「どういうことだ、てめー」


　朝、登校すると教室の想そう太たの席に夏なつ姫きが座って待ち伏ぶせしていた。コケティッシュな美少女顔は仏ぶつ頂ちよう面づらで、不ふ機き嫌げんそうにふんぞり返って腕、脚あしを組んでいる。


「どうしたんだ、ナツキチ」


「お前、伊い遠とうと付き合ってるんだって？　うちのクラスで噂うわさになってんだけど」


　それで思い出した。球技大会での未み実みとの交際宣言。翌日から連休に入ってしまい、夏姫以外に友達もいない想太は周りの反応をまったく知らなかったのだ。


「どうなんだよ？」


「え、ああ……」


　こんな公衆の面前で問い詰められても、本当のことはおろか言い訳すら口にできない。


「……見て、修しゆ羅ら場ばよ」


「三み堂どうくんが二ふた股またかけてたからじゃない？」


「てっきり三堂くんは夏姫ちゃんと付き合ってると思ってたのにね」


「黙だまれ、腐ふ女じよ子し」


　ドスの利きいた声でギャラリーを一いつ喝かつした夏姫は、そこで想太の席を立った。真実の性別を知りながら、脚を解くときにのぞく太ももに集中してしまう男たちの視線が哀あわれだ。


「ちょっとこっちにツラ貸せ」


　さすがに話しづらいと思ったのか、夏姫はそう言うと教室を出た。


「あっ、夏姫ちゃんだ、今日もかわいい～」


　夏姫が廊下を歩くと、女子も男子も彼に注目する。機き嫌げんのいいときはニッコリ笑って愛あい嬌きようを振ふりまいてやる彼だが、今はそれどころではないらしい。


「……おい、どこまで行くんだよ、ナツキチ！　もうすぐ予よ鈴れいだぞ？」


「出席と友達、どっちが大事なんだよ」


「そんなめんどくさい女みたいなこと言うなよ……」


「お？　彼女ができたからって早さつ速そくモテ男気取りか」


「…………」


　彼のイヤミに答える術すべもなく、連れていかれたのはひょうたん池のほとりだった。


「……よし、ここならウゼー女もいねーな」


　想太も人のことを言えたものではないが、夏姫はかわいい顔に似合わず口が悪い。


「で？　どうなんだよ？」


　桜の大木に背中を預け、夏姫は腕うで組ぐみして想太を問い詰める。


「お前、北きた嶌しまじゃなくて伊遠と付き合ってんのか？」


　ちょっと迷ったけれども、この前未実に答えたように、沙さ綾あやとの同居は門外不出を誓ちかった秘密なのだ。未実との関係がカモフラージュだと打ち明けるなら政きよ子ことの約束についても話さなければ不自然だし、それならばこうするしかない。


「……ああ。俺は未実と付き合ってる」


　敵を欺あざむくにはまず味方から。そんな思いを込こめて、想太は頷うなずいた。


　途と端たんに夏姫の表情が険しくなる。


「はあ!?　お前マジで女に興味あったの!?　だってこんな美少女と丸三年も友達で、オレんちで枕まくら並べたりしても寝ね込こみ一つ襲ってこなかったお前が!?　てっきりオレと同じ女嫌ぎらいだと思って信用してたのに、今後はお前との付き合い方を考えさせてもらうぞ!?」


「おい、なんか話が重層的におかしいぞ」


「で、いつから伊遠と付き合ってるんだよ？」


　想太のツッコミをものともせず、夏姫はマイペースに話を先に進める。


「えっ？　えーっと、いつだったかな……」


　不意を衝つかれて、想太の目が泳いだ。


「そんな忘れるほど前からなのか？　中学の頃ころとか全然そんな感じしなかったけど？」


「こ、高校になってから……」


「一年の頃ってこと？」


「えっ……い、いや、二年になってから、だな……」


「つい最近じゃん。なんで忘れてんだよ。この歳としでもう若年性なんとかか」


「……ごもっともで……」


　申し開きもできずに縮こまっていると、夏姫はまた口を開く。


「じゃあ、もうスケベなことしたんだ？」


「はあっ!?」


「だって付き合ってんだろ？　連休中にどっか旅行とかしなかったのか？」


「あ、あいつと俺がそんなことするわけ……！」


　しまったと口をつぐんだが、その表情すらまた怪あやしい。


「……もういいよ。わかったから」


　取り繕つくろうこともできずに俯うつむいていると、木の幹から夏姫が離はなれた。


「ごめんな、ナツキチ。黙ってて……」


「いいよ。罪つみ滅ほろぼしとして、春真っ盛さかりの想太クンにはオレの恋こい路じを応おう援えんしてもらうから」


「えっ!?」


　びっくりして、本日一番の大声が出た。


「ナツキチ、女嫌い治ったのか!?」


「別に女が全員嫌いってわけじゃねーよ。ただこのオレ以上の美少女じゃないと恋れん愛あい対象にならないっていうか？　この前までこの学園にいなかっただろ、そんなやつ」


「すげー自信だな。知ってるけど……」


　そうツッコミながら、なぜか背筋にひやっとする感覚を覚える。


「……この前は、親友となにかある女なのかと思ったから友情のために身を引こうと思ったんだけど、親友には別に彼女がいるらしいし」


「まさか、それって……」


　嫌いやな予感が確信に変わりつつある想太に、夏姫は意地の悪い微び笑しようを浮うかべた。


「北嶌沙綾だよ」


　風が吹き、木々がざわっと新緑を揺らす。


「……ダメだ、沙綾は」


「なんでだよ？」


「すごいお嬢じよう様さまなんだ。許嫁いいなずけがいるんだぞ!?」


「関係ねーだろ。ちょっとの間付き合ってみたいだけだし」


　もう本当のことを言ってしまおうかと思った。夏姫が本気で沙綾を狙ねらっているわけでないのはわかりきっている。沙綾となんらかの接点があるのは見え見えなのに頑かたくなに口を割らない想太に対する、これはある種の嫌がらせなのだ。


「まーとりあえずデートでもセッティングしてくれよ。お前らとダブルデートでいいから」


「えっ、なんでそんな話に!?」


「楽しそうじゃん、なーあ!?」


　そのとき、夏姫が上を向いて話しかけた。


「えっ!?」


　つられて顔を上げた想太は、木の上からこちらを「ほ？」と見下ろしている沙綾と目が合った。言いつけ通り最近はブルマを穿はいているのでパンチラの心配はない。


「遊びに行こうぜー！　三堂と伊遠とオレとお前でー！」


「ソータと？　行くー！」


「どっか行きたいとこあるかー？」


「プール！」


　沙綾は即そく答とうした。


「……ちょ、ちょっと待て、なに勝手に決めてんだよ、ナツキチ」


「いいだろ。みんなでプール、青春じゃん。あとで伊遠に部活ない日訊きいとけよ」


「誰だれも行くなんて……」


「それともお前、北嶌にも気があるわけ？　オレとくっついたらおもしろくない？」


　バシッと問われ、想太は固まる。


「……いや、それはないけど……」


「だったら決まりな。楽しみにしてるぜ」


　艶あでやかなその笑え顔がおは、以前彼を男と知らず一ひと目め惚ぼれし受験を棒に振った高三男子がつけた「ノンケ殺し」のあだ名を体現する、とっておきのキラースマイルだった。
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「どえらいことになってしまったな……」


　こんなことになるくらいなら、未実に助言されたとおり夏姫にも打ち明けておけばよかったかと思うが、今となってはもう引っ込みがつかない。


　沙綾がすっかり乗り気なので想太はダブルデートを受けざるを得なくなり、未実にも事情を話した。未実は「プール？　プールかあ……」と渋しぶ々しぶながらも、来週の日曜日が空いていると教えてくれ、驚おどろきの速さで決行が決まった。


「明日あしたはプール～！」


　土曜日の夜、ネグリジェ姿の沙綾は上じよう機き嫌げんで爪つめの手入れをしていた。想太に一人でやってみろと言われ続けて一か月が過ぎ、ようやく自分でやってみる気になったらしい。


「それにしても、今日お祖ば母あさんが家にいなくてよかったな」


　沙綾は昼間、北嶌家に帰って自分の水着を取ってきていた。事前にプールのことが政子に知られたら面めん倒どうなことになるかもしれないので、見つからなかったのは幸いだ。


「……お餅もち、やっぱりちょっと硬かたいんだけど」


　想太の向かい、沙綾の隣となりでこたつに入っているパジャマ姿の綺理きらりが不服げに呟つぶやく。


「それが最後の一個だからしょうがないな。でも、あれだけいっぱい作ったのに一週間くらいでよくなくなったよ」


　先週の子どもの日、想太は延び延びになってしまっていた約束の桜さくら餅を作った。綺理に我が慢まんさせてしまった分、数十個というとても一日では食べきれない量をこしらえたのだ。


「さくらもちー」


　沙綾は手を止め、綺理が一口かじった桜餅に羨うらやましそうな視線を向けている。


「だから沙綾はダメだって何度も言ってるだろ。あんこは小豆あずきだし、餅は米なんだから」


「じゃあ、葉っぱだけなら大だい丈じよう夫ぶかしら？」


「アレルギーは大丈夫かもしれないけど、葉っぱなんてしょっぱいだけじゃないか？」


「でも、いい香かおりするし。ほら」


　そう言って、綺理は自分の食べていた最後の桜餅の葉をはがし、一センチ四方ほどちぎって沙綾に差し出した。


「はむ」


　沙綾は綺理の指から直接それを食べる。


「なっ、なになに!?　やめてよ、なにすんのっ！」


「ハハ、どっちが年下かわかんねーな」


　沙綾の誕生日から、綺理と沙綾は少しずつではあるが歩み寄り始めた。相変わらず綺理は沙綾を牽けん制せいしているものの、以前のように沙綾がこたつにいても居間から逃にげることはなくなった。恋れん愛あいドラマが好きな綺理と時代劇ドラマが好きな沙綾で、テレビのチャンネル権を争う姿も見かけるようになった。


「……おいしい」


　てっきり渋しぶい顔をするかと思ったのに、沙綾はむぐむぐと口を動かしてから言った。


「そう？　じゃあもっと食べる？」


「あんまりあげたら葉っぱだけなくなっちまうぞ。最後の一個なのに」


「いいわ。綺理はおいしいときいっぱい食べたから、硬いお餅ごと押しつけたいくらい」


　ひねくれた回答をすると、綺理は桜餅から惜おしみなく葉をはがし、沙綾に与あたえた。


「あむ」


　やっぱり自分の手から食べる沙綾を、綺理はくすぐったそうな顔で見ている。


「ほら、沙綾。そういうときは『ありがとう』って言うんだよ。お前は他ひ人とに世話されるのに慣れ過ぎてて、感謝の気持ちが足りんところがあるからな」


　沙綾は従順に頷き、綺理を見つめて囁ささやくように言った。


「……ありがとう」


「っ……！」


　ぽっと顔を赤らめた綺理は、そっぽを向いて恥はずかしさをふっ切るような大声で答えた。


「どういたしまして……っ！」


「……あーダメだったな、こりゃ」


　心温まる光景の最中だったが、想太は隣の沙綾の異変に気づいた。


「一週間も米に触ふれてた葉だからかな。アレルギー出ちまってるよ」


　沙綾の愛らしい唇くちびるは、食べるときに葉が触れたと思われる中央の部分が赤く腫はれていた。これくらいの症しよう状じようはしばしば出るので、今後要注意ということにしようと思う。球技会当日の晩のようなアレルギー発ほつ作さは、あれ以降起こっていない。


「……だけどよ？　いくら食べたことがなかったとしても、あれだけたっぷり入ってれば途と中ちゆうで気づいたんじゃないの？　バナナとパイナップル」


　想太と同じことを考えていたのか、綺理があの夜を振ふり返った。


「こら、綺理。あれはお前が悪いんだぞ」


「それはもう謝ったでしょ！　ただ不思議に思ったから訊いたの！」


「……気づいた」


「え？」


「普ふ段だんなら、気づいた」


　沙綾は自分の手元にあった湯のみを見つめて呟いた。


「あのときは、なにを食べても味がしなかった。なにを食べてるかもわからなかった」


「……そういえば、あの日アンタ様子変だったわよね」


　綺理に言われ、沙綾は目を伏ふせたまま頷うなずく。


「お兄ちゃんとミミが、許嫁だって聞いたから」


「えっ!?」


　想太と綺理は同時に叫さけんだ。


「なにそれ、お兄ちゃん!?」


「言ってない、そんなこと言ってない……！」


　綺理にＴシャツの襟えり元もとをつかまれてガクガクと前後に揺ゆすぶられながら、想太は目を白黒させて否定した。





「……というわけで、別にほんとに付き合ってるわけじゃねーよ」


「じゃあ、なんで許嫁なんて……」


「ミミが『結けつ婚こんゼンテーにお付き合いしてる』って」


「それはみんなにインパクトを与えるためのあいつの演出だろ」


　五分後、丁てい寧ねいな説明をしてやっても綺理の表情はまだ晴れなかった。


「……だけど、サーヤちゃん。それであんなにショック受けたって、アンタまさかお兄ちゃんのこと好きなの？」


「お、おい、綺理……」


「好き」


「え……!?」


　想太と綺理は同時に目をむく。


「……かどうかは、まだわからない」


「…………」


「な……なによ、それ？」


「わたしたちは家族として暮らすんだから、うわべの好き嫌きらいを言ったってしょうがないって、前にお兄ちゃんが言ってた」


「お前、人の言ったことよく覚えてるよな……」


　心臓のドキドキを鎮しずめながら、想太はふうっと息を吐はき出した。


「でも、お兄ちゃんがミミのものだって思ったら、すごく嫌いやだった」


　沙綾の言葉で、想太の心は再び乱れる。


「一晩考えて、それでもどうしても嫌だったから、ハニーに聞いてもらいに行ったの。ハニーは『あなたも同じじゃない』って言った。わたしは今ソータの家でソータの妹だけど、一年後には輝き龍りゆう院いん家にいる」


「……もしかして、それが許嫁ってやつの家か？」


　想太が訊くと、沙綾は頷く。


「どんなに愛しても、いつか他人のものになって離はなれ離ばなれになる。それが兄妹きようだい」


　ふと視線をずらすと、綺理も俯うつむいて顔を曇くもらせていた。


「だから、その日が来るまでにたくさん二人の思い出を作りなさいって。したいこと、行きたいところ、なんでも言ってできるだけ一いつ緒しよに過ごしなさいって」


「茜あかね子こさん、いいこと言うな……」


　そして想太に最初に電話してきたときのしらの切りっぷりを思い出し、やはり才女は侮あなどれないなとうなる。


「そう考えたら、元気になった。だからお兄ちゃんと温泉に行ったの」


「なっ……！」


　綺理の前でなんてことを言うんだと思ったが、綺理は沈しずんだ顔のままなにも聞こえていないかのようにじっとしていた。


「信じられない。ミミちゃんは綺理の味方だと思ってたのにもう信用できないわ……」


　よく聞くと、ぶつぶつなにかを言っている。かと思うと、顔を上げて想太を見た。


「そういえば、明日のプールってミミちゃんも来るんでしょ？　まさかダブルデート？」


「え？　なっ、なわけねーだろ、もう一人の男ナツキチだぜ？　むしろ俺ハーレムだろ」


「冗じよう談だんでもお友達のことそういう風に言うのサイッテー。ナツキちゃんがかわいそう」


「えっ……ああいや、でもほんとに違ちがうんだ。なんなら綺理も一緒に来るか？」


　どうやらそれが正解の反応だったらしく、綺理は眉み間けんの皺しわを解いて思案げに俯く。


「……いい。明日部活あるし、都内のプールなんて途中からでも行けっこないわ」


「そうか。残念だな……」


　別に本当のことを言ってもよかったのだが、綺理の様子を見ていたらダブルデートを肯こう定ていすることができなかった。思春期を迎むかえた妹との関係の微び妙みようさを、想太は痛感していた。
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　そうして翌日、想太たちは四人で年間営業のプールテーマパークへやってきた。


「……で、どうして女二人が二人ともスク水なんだよ」


　男女別に更こう衣い室しつに入り再び落ち合ったシャワー室前で、仁に王おう立ちの夏姫が呆あきれ返った。


「だって……ビキニとか恥ずかしいし？」


「おばあさまが外のプールダメっておっしゃるから、前の学校のしか持ってない」


「そういうナツキチ、お前こそ一体なに考えてんだよ」


　はっきり言って、まともなのは自分だけだ。無難に黒のバミューダ型海パンを持ってきた想太はそう思った。


　まず沙綾。鳳おおとり宝ほう正せい女学院指定の白色スクール水着を着用。お嬢じよう様さま学校だけあって名札は目につかないが、美少女の純白スクール水着姿はヘタなヌードより人目を引きそうだ。露ろ出しゆつ度どの高い水着を着せると政子にバレたときが怖こわいから、これはまあしょうがない。


　次に未実。麓ろく風ふう学園指定の紺こん色いろスクール水着を着用。まだシーズン前なので貼はりかえていない名札が背中にでかでかとついており、このままだと通りすがりの人にも「よう、３のＡの伊遠」と声をかけられそうだ。


　そして、問題の夏姫。ピンクと白のギンガムチェックのワンピース型水着を着用。ワンポイントは胸むな元もとのリボンで、腰こしには二段フリルのスカートがついており女性らしからぬ部分をしっかりガードしてくれている。


「しかも、それ女性用っていうか女児用だろ？　犯罪じゃねーの、うわっ俺こんなやつと親友とか死にたい……」


「うるせーな、子供用じゃねーと胸にカップついてて邪じや魔まなんだよ。それともオレに海パンで乳首全開にして歩けって言うのか」


　そんな夏姫を、沙綾は先ほどから穴のあくほどじっと観察していた。


「……オス？　メス？」


「人の性別をヘラクレスオオカブトみたいに訊きくな！　オスだよ！」


「ナツキチのツッコミは、なんつーか独創的だよな」


　沙綾はしばらく彼女なりに難しい顔をしていたが、やがて得心したように頷いた。


「ナツキチは男の子ー！」


「早さつ速そくあだ名で呼ぶな！　日本語で吹ふき替かえたハリウッド俳優のインタビュー回答くらい馴なれ馴れしい奴やつだな」


　ともあれ、一応打ち解けた雰ふん囲い気きになったダブルデートの始まりだった。


「……おい、沙綾。お前さっきから手になに持ってるんだ？」


　プールへ向かう途中、想太は沙綾にそう声を掛かけた。


　施し設せつ内は屋内ゾーンと屋外ゾーンに分かれていて、この時期に営業しているのは温水プールの屋内ゾーンだけだ。メインはゾーン全体の外周を通る流れるプールで、次に大きいのは波のプール、その他にスライダーなどアトラクション系のプール、あとは水温の高い温泉系プールなどなかなかバラエティに富んでいた。


「う？　これ？」


　沙綾が手を開くと、そこには例の懐かい中ちゆう時計「ブリギッタ」があった。


「それはプールに持っていったらダメだろ。壊こわれちゃうぞ」


「壊れない。ブリギッタは耐たい水すい性なの。水深三十メートルくらいまで連れていける」


　そう言って、沙綾は鎖くさりを首にかける。白い水着の胸元に、銀色の時計がよく映えた。


「それならまあ……。そういえば、その時計の裏に書いてあるのって何語なんだ？」


「スウェーデン語。わたしが育った国の言葉。亡なくなったおじい様がいつも手紙に書いてくださっていた言葉を、わたしが自分で彫ほったの」


「お前が？　それにしちゃうまかったな」


　不器用だとばかり思っていた沙綾の意外な才能に感心していると、彼女は胸元の時計をひっくり返して見つめた。


「限りある時を与あたえられし者へ。時に支配されることなく、時の支配者となれ」


「……それが、そこに書いてある言葉か？」


　想太の問いに、沙綾は頷いて答える。


「時間は、人生に奇き跡せきを生み出す可能性の塊かたまり。だけど目に見えないから、みんな自分がどれくらいの時間を持っているかわからないし、時々持っていることすら忘れてしまうの。だから、わたしにはブリギッタが必要。自分に与えられた可能性を忘れないために」


「……お前、ほんと変なお嬢じよう様さまだよな」


　それは呆れの言葉ではなく、彼女のそんなところを好ましく思っての発言だった。


　まだまだオンシーズンではないけれども、日曜ということもあって園内にはそれなりに人がいた。そしてそんな中、沙綾を始めとした想太たち一行は物もの凄すごく目立った。


「……想ちゃん、あたしもう疲つかれたよ、こんな人生……」


　案の定ノリのいい見知らぬ男女から「よう、３のＡの伊遠！」と声をかけられまくりの未実は、「どーも！」と陽気に応じながらも早くも笑え顔がおが引きつり気味だった。


「じゃあなんで学校の水着なんか持ってきたんだよ。ツッコんでくださいって言ってるようなもんだろ。買う暇ひまなかったんなら、せめて名札はがすとかしてこいよ」


「だって、これアイロンプリントなんだもん……はがし方わかんなかった」


「とにかく着てきちまったものは仕方ない。あの二人を見習ってせめて堂々としてろ」


「あの人たちは人に見られるために生まれてきたんだよー。あたしとは魂たましいのレベルが違いすぎるよぉ」


「お前だってフィールドじゃ観客の視線集めまくりだろ」


「サッカーボールを持たないあたしほど無力な存在もこの世にないよ……」


「どうツッコんで欲しいんだ、その自じ虐ぎやくには」


　波のプールで無む為いに漂ただよいながら、想太と未実は不毛な会話を続けていた。沙綾は水に触ふれられるだけで楽しいらしくザブンと水に潜もぐってはジャバーっと現れる謎なぞの遊びを繰くり返しており、夏姫は水着とおそろい柄がらの浮うき輪わに乗ってぷかぷか水に漂っていた。彼が沙綾に関心を向ける気配は一向にない。


「ナツキチのやつ、やっぱあれは方便だったか……」


　彼の狙ねらいはなんなのだろうと考える。想太の態度が気に食わないのなら、面と向かってそう言ってくれればいいのに。


（でも、本音を言わないって点では俺もおんなじことしてるんだよな……）


　お前に事情は言えない、でも未実とも沙綾とも付き合っているわけではない。せめてそうはっきり言っていれば、こんな謎の事態には発展しなかったはずだ。


「ソータ！　ソータ！」


　そんなことを思っていたとき、ふと腰の周りに白い手がからみついてドキッとする。


「ソータ、あれやって！」


　じゃれながら沙綾が指したのは、前方にいる父と幼い娘むすめだった。父が娘を抱だきあげて高い高いをし、水面に思いきり放ほうり投げている。お決まりのあの遊びだ。


「はあ？」


　だが沙綾の瞳ひとみは期待に満ちてキラキラしているように見える。そうなれば、想太の中のお父さん力がおのずとうずいた。


「……しょうがねーな」


　特売ともなれば米十キロを両手にぶら下げて歩くことも辞さない生活で鍛きたえ上げた筋肉を恃たのみ、沙綾を持ち上げた。さすがにあのお父さんのようにはいかないので、膝ひざを持って上体全体で彼女の体重を支える。密着する濡ぬれた肌はだからはなるべく意識を逸そらした。


「ひょっ！」


　くすぐったいのか、沙綾は一いつ瞬しゆん身体からだをくねらせる。


「ほーらよ……っと！」


　水深がとりわけ深い辺りを目がけて放り投げてやると、ザブーンと飛沫しぶきが上がり、沙綾の身体はぶくぶく水中から気き泡ほうを上げながら水の中に沈む、沈む。


　そして、沈んだ。


「沙綾ちゃん!?」


「……おい、沙綾!?」


　慌あわてて急行し腕うでを摑つかんで引き上げると、沙綾はけほっと咳せきこみながら肩かたで息をついた。


「……お前、もしかして泳げないのか？」


　疑って訊くと、沙綾は想太を見つめて頷うなずいた。そう言われてみれば、温泉の時からバタ足のフォームが怪あやしいと思っていた。


「じゃあなんでプールとか言うんだよ……」


「泳げないけど、わたしプールが好き」


「確かに『好き』と『できる』のは違うこともあるよね」


　未実のコメントはもっともであるが。


「……あとソータ、指が痛い」


「あぁ？　どっかぶつけたのか？　見せてみろ」


　そのしなやかな手を取って見ると、いつも上品な桜貝のように美しくそろった爪つめが、何本かいびつに短くなっている。


「おまっ……！　これ深爪してプールの水が沁しみてんじゃねーか、手入れ失敗だろ！」


「だって、ソータがやってくれないから……頑がん張ばったのに」


「わかったよ、じゃあこれからまた俺が……」


　毎晩やってやるから、と言いそうになり、夏姫の視線に気づいてはっとする。


「じゃ、じゃあ流れるプール行くか！　沙綾が泳げないならここは深くて危ないからな」


「おおっ、さすがお兄ちゃん！　頼たのもしいね！」


　切り抜ぬけたと思った瞬間、そう茶々を入れた未実が「しまった」という顔をした。


（げっ、バカ！　顔に出すな！）


　夏姫はこの一部始終について特になにも言わなかった。そして、流れるプールに来るとプールサイドで自分の身体から浮輪を外した。


「……これ、いるか？」


「ほ？」


　目を丸くする沙綾の首に、輪投げのように浮輪が入る。その一分後には、彼女はもう浮輪を使っての遊泳にご満まん悦えつだった。


「よかったね、沙綾ちゃん！　お兄さん二人できたみたいだねっ！　沙綾ちゃん一人っ子で兄弟欲ほしいから、年上の男の子のことはみんなお兄さんだと思っちゃうんだよね！」


（バカ野や郎ろう！　単たん細さい胞ぼうのくせして変にフォローしようとすんな！）


「ふーん、お互たがい難なん儀ぎだな。うちの余ってる兄貴二、三人くれてやろうか」


　勝手にボロを出しまくる未実に頭を抱かかえる想太だったが、夏姫は別段気にしているそぶりもない。


「ナツキチはお姉さんー」


　わかっているのかいないのか、浮輪の上の沙綾はいい感じにトボケた発言をする。


「さっき男だって教えただろテメー！　金持ちだからって調子乗ってんのか！　金くらいうちにだってまーまーあるわ」


「まあまあ庵あん観み羅らくん、あたしもお姉さんだから仲間だよ！　ねー、沙綾ちゃん」


「むしろ未実の方はお兄さんだったりしてな」


「なにそれー！　ちょっと想ちゃんっ!?」


　おかげで、なんとなくその場はいい感じに収拾がついた。のだったが。





「……カキゴーリー！　カキゴーリー！」


　その後、流れるプールから上がった四人はプールサイドのスナックスタンドへやってきた。「かき氷」ののぼりを見て、沙綾が生まれて初めてのそれに興味を示したからだ。


「ブルーハワイー！　ブルーハワイー！」


「それだけ主成分が謎めいてるから、果肉食っても大だい丈じよう夫ぶなイチゴ味にしておけ」


　想太のアドバイスにより、沙綾はピンクのシロップがかかった山盛りの氷を、頭を押さえて悪あく戦せん苦く闘とうしながら食べ始めた。屋内は裸はだかでいても過ごしやすい温度に設定されているが、間ま違ちがっても氷を欲ほつするような暑さではない。


「ううう～キーンってするー」


「だからオレみたいにフランクフルトにしとけばいいんだよ」


　沙綾にそうアドバイスするのは、その隣となりで棒付きフランクをくわえている夏姫だ。


「いいか？　これを食うときは、最低一分は嚙かまずにしゃぶって肉にく汁じゆうを吸うのが女子力の高い女の食事マナーだ。ほら見ろ、男たちの物欲しげな視線が気持ちいいぞ。ククク、バカめ、オレもお前らと同じ男だっつーの！」


「……ナツキチはその見た目のせいでなにか大切な感覚を失ってしまっているよな」


「じゃあわたしもフランクフルトー！」


「やめとけ、沙綾。つなぎに色々入ってるし、万が一食えたとしてもその食い方だけは絶対に実じつ践せんさせないぞ」


　そこで、会話に入ってこない幼おさな馴な染じみのことが気になって横を見る。すると、未実はいつの間にかテーブルにおらず、スタンドに並んでいた。


「フランクフルト一つ！」


　高らかに叫さけんで、渡わたされたものを手にこちらへ戻もどってくる。


「あたしもこれで、女子力上げるのっ！」


「どうしたんだよ、未実」


「オイオイ、年とし頃ごろのリアル女子の羞しゆう恥ち心しんがこれに耐たえられるか？」


　そう言うと、夏姫は未いまだ原型を留とどめている自分のフランクフルトを顔の上まで持ち上げ、持ち手の方から先の部分まで、エロティックに出した舌でツーっと舐なめ上げた。最後に先せん端たんをチュパッと吸いながらこちらへ意味ありげな流し目をくれたところで、未実が「無理っ！」と真っ赤になった顔を覆おおった。


「やっぱあたしにはできない！　想ちゃんこれ食べてっ！」


「えっ、いらねーよ！」


「だってだって、もうこんな人見ちゃったら普ふ通つうにだって食べられないよーっ！」


「こんな人とは失礼だな……貸せ、オレが二本同時にいってやるから」


「やめて！　変態補助罪であたしも捕つかまっちゃう！」


「そんな罪はたぶんないぞ、未実」


　ティッシュの件に引き続き、未実が下ネタに弱いところを露ろ呈ていしたところで、休きゆう憩けいタイムは終わった。沙綾の希望で、次はスライダーに挑ちよう戦せんすることになる。


「はあ……女子力を高める道は険しいね……」


「なんだ？　お前がそんなこと気にするなんて珍めずらしいな」


　階段で並んでいるときに想太がからかうと、未実は肩を落としてため息をついた。


「気にするよー。だってプールじゃん」


「は？　ああ……お前もしかして、さっきナツキチよりお兄さんぽいってやつ気にしてんのか？　それはお前のキャラだろ？　部活んときとかめちゃめちゃ男前じゃん。バレンタインなんか女子からチョコたんまりもらっちゃってたし」


「そうじゃなくて！　ほら、水着の女の子って超ちようかわいいじゃん。あたしだって、自分に似合うと思ったらフリフリの水着とか、バイーンなビキニとか着たのになあって」


「別に着たら着たで似合うと思うけど。お前、スタイルが悪いわけじゃないし」


　むしろ、細身ながらも全身の筋肉がほどよく鍛えられてしまった、健康美としては理想的な肉体に思う。胸も、さほど大きくはないが発達した胸筋のおかげで鎖さ骨こつの下からこんもり盛り上がって見え、意外に女性らしい身体に先ほどから驚おどろかされていた。


「……マジ？」


「今さらお世辞なんか言わねーよ」


「でもあたし、ふくらはぎとか太いよ？　めっちゃ鍛えてるから」


「俺よりは細いだろ」


「サッカー焼けで肌黒いし」


「明るい色とか映えるんじゃねーの。水着屋のマネキンみんな色黒だろ」


「詳くわしいね、想ちゃん」


「昨日買いに行ったばっかだからな。こんなプール来んの小学生以来だし」


「えっ、そうなの？　じゃあ、あたしもついてけばよかったなー。練習早く終わってたし」


　そこで、前に並んでいた夏姫がイライラした様子で振ふり返った。


「……イチャつくんならラブホ行けよな。社会の害悪だ」


「ラ、ラブ……!?」


「人聞きの悪いことを言うな、ナツキチ！」


　ちなみに沙綾はといえば、どこからやってきたのか階段の手すりに止まったテントウ虫をじっと見守り、つついてみようかどうしようかと息を詰つめて指を差し出していた。


「……じゃあさ、三堂。オレがこいつ見ててやるから、伊遠の水着見てやれば？」


「え？」


「あっただろ、入口の辺りに水着売り場」


　そう言われてみれば、確かに来るときにそんな場所を通ってきた。わりかし広い店内に、スポーツ用からトレンドの形まで色々な種類の男女水着が陳ちん列れつされていた気がする。


「……じゃあ、想ちゃんに見てもらって買おうかな。もう『よう、伊遠』って声かけられるのも『３のＡの伊ダ達テちゃん！』って呼ばれるのもヤダ！」


「読めるからしょうがないけどな。……いいのか、ナツキチ」


「いいぜ。カップルで別行動って、ちょっとダブルデートっぽいじゃん？」


　にっと微笑ほほえむ夏姫を見てなにかたくらんでいるのかと思うが、少なくとも沙綾にちょっかいを出すことはないだろうと今までの様子を見て思う。たぶん、二人になったら沙綾に想太との関係を訊きき出そうという魂こん胆たんではないだろうか。そこで沙綾が喋しやべってしまったなら、それはそれでもういいような気がする。彼は秘密を守ってくれるだろう。


（ナツキチ、やっぱさびしかったんだろうな）


「……なんか一人だけ仲間外れにしたみたいになっちまってるもんな」


　水着売り場で女性物を見ながら呟つぶやくと、隣の未実が反応した。


「誰だれ？　綺理ちゃんのこと？」


「えっ？」


　意外な名前に、想太は目を見開く。


「どうして綺理？」


「えっ、聞いてない？　昨日綺理ちゃんから電話きたんだよ」


「……綺理が？　なんて？」


「今日のプール、行きたかったなーって。お兄ちゃんもっと早く誘さそってくれればよかったのにって言ってたよ。だからあたしも、ダブルデートだってことは言わないでおいた」


「そうか……。綺理、そんなに来たかったのか……」


　そういえば、綺理とプールに行ったのはいつが最後だろう。小学校低学年の頃にはよく近くの市民プールへ連れていってやったものだが、小五くらいから「お兄ちゃんと一いつ緒しよにプールなんて友達に見られたら恥はずかしい」と言うようになった。


「……で、未実は水着決まったのか？」


「ん？　んー……そうだなぁ、想ちゃん、どんなのが好き？」


「俺？　なんで？」


「だって、男の子目線で見た方が女子力高いモテ水着が選べそうじゃん！」


「なるほど」


　そういうことなら微び力りよくながら協力してやろうかと、想太は真ま面じ目めに商品をチェックする。女子のファッションは正直わからないが、それは世間の男のほとんどが同じだろうと思い、目についた一着のビキニを手に取った。白地にパッションカラーの小花が散ったデザインで、胸むな元もとに控ひかえめなフリルとリボン、華きや奢しやなデザインのパンツには短いパレオスカートがついている。


「……これとか、わりと好きかも」


「ええーっ!?」


　ところが、未実はすっとんきょうな声を上げた。


「超女子っぽいじゃん！　もっとこうさあ、黒とか紺こんとかで地味なデザインの！」


「だったら大人しくスク水着とけよ、ダテちゃん」


　未実は「うぐっ……」と黙だまる。思い直したのか、想太の手からその水着を取り、裏返したりパレオをめくったりしてしばらく品定めした。


「……こういうの、沙綾ちゃんだったらきっと物もの凄すごく似合うよね」


　その姿を想像しているのか、目を細めてうっとりするような表情で呟く。


「別に、似合わないやつが着ちゃいけないって法はねーだろ」


「もー！」


「お前が似合わないやつかもわかんないしな。着てみれば？」


　それで想太は「すいません」と店員を呼んだ。普ふ段だんは店員恐きよう怖ふ症しようとも言えるほど服屋の店員が苦手な想太だが、早くこの女性用水着のコーナーを後にしたいという思いもあり、今日はすんなり声が出る。


「なに勝手にしてくれてるのさー、想ちゃん」


　ぶつぶつ言いながらも、店員に導かれた未実は大人しく試着室へ入った。案外こうやって背中を押されるのを待っていたのだろうかと考え、もしかするとこれがオンナゴコロというやつなのかもしれないと思う。


　しばらくすると、ゴソゴソと中で衣きぬ擦ずれの音がする。今この瞬しゆん間かんカーテン一枚隔へだてた向こうでは幼馴染が素すっ裸ぱだかになっているのかもしれないと想像すると気まずい気持ちになり、ちょっと離はなれて商品を物色するポーズをしていた。そのうち、シャッと音がして試着室のカーテンが開く。


「……どう、かな……？」


　現れた未実を見て、想太は一瞬言葉を忘れた。


「……いい……と、思う……」


　水着以外さっきまでとなにも変わらないのに、花はな柄がらのせいか顔立ちまでもが華はなやいで見える。女の子らしい丸みを帯びた胸や腰こしをフリルのラインが強調するように彩いろどり、これならさっきまでと違ちがう意味ですれ違う人が振り向く、文句なしの美少女になった。


「ほ、ほんと……？」


「うん……、すげー似合ってる……かわいい」


　すると、未実の顔が一気に爆ばく発はつしたように赤らんだ。


「やっ……やだ、なにそれバカ……っ！」


　シャッとカーテンが閉まり、未実は試着室に閉じこもってしまった。
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「未実……？」


　わけがわからず茫ぼう然ぜんとしていると、中でドタバタと音がする。再びカーテンが開いたとき、未実はさっきまでの紺こん色いろ水着を着ていた。


「えっ……？　買わないのか？」


「買う！」


　花柄の水着を胸に抱かかえた彼女は、そのままレジの方へ向かう。


「じゃあなんで脱ぬいだんだよ。たぶん言えば今タグ取ってくれるぞ？」


「いいの、今は着ない！」


「はぁ？　スク水が恥ずかしいからって買いに来たんじゃなかったのかよ」


「……ねえ、想ちゃん」


　急にピタリと足を止め、未実はぎこちない動きで首を回し、同じく立ち止まった想太を見上げた。その顔はさっきより紅潮しており、未いまだかつて見たことのないような女の子っぽい、しおらしい表情を浮うかべている。


「……この水着を着たあたしと、今度は二人でデートしてくれませんか……？」


　一瞬、なんの冗じよう談だんかと思った。けれどもいつまで待っていても「なーんちゃって」はやって来ないし、彼女の顔つきも変わらない。


「……えっ……と……？」


　にわかに心臓が速くなり、どうしようどうしようと頭が混乱する。


（うそだろ……？　まさか未実……）


　そう思って、息を呑のんだときだった。


　イェスウィーキャンキャンキャンキャンキャンキャンキャンキャンキャン～♪　と突とつ然ぜんけたたましい歌が流れ出した。お笑い芸人の登場曲で有名なアレで、想太の着メロだ。


「でっ、電話だ！」


　上うわ擦ずった声で言いながら、手元のビニールバッグに手を突つっ込んだ。小こ銭ぜにや携けい帯たいを入れてプールサイドに置いておいたのを、ここへ来るときに携行してきたのだ。


「もしもし!?」


　あまりに慌あわてていたので、ディスプレイを確かく認にんする余よ裕ゆうもなかった。たぶん母さんか綺理だろうと思っていた想太の耳に聞こえてきたのは、意外な人の声だった。


「……わたくしです。北嶌政子です」


「あっ……！　こ、こんにちは！」


　あれから何度か沙綾のことで彼女と電話で話すことはあった。けれども、今日はなにか雰ふん囲い気きが違う。政子の声は怒いかりに震ふるえているように聞こえた。


「想太さん、今どちらにいらっしゃるの？」


「え？　えっと……」


「……やはりそうですのね。それは言えないですわよね」


　想太が言い淀よどんでいると、政子は感情を押し殺した低い声で言った。


「昨日、沙綾がこちらに帰ってきたと聞きました。使用人に申しつけて、前の学校の水着を捜さがさせたとか。今朝仕事から戻もどったわたくしがそれを聞いて沙綾の居場所を捜したところ、あの子は今なんと都内のプールにいるそうじゃありませんの」


　相あい槌づちも打てずに固まる想太を見て、傍かたわらの未実も心配そうな顔をしている。


「困りますわね。良家の子女が大衆の前に肌はだをさらすなどもってのほかです。大変心苦しいことですが、このことは先ほど輝龍院様にもご報告させていただきました」


「えっ、それって……」


「沙綾の許嫁いいなずけの方です。輝龍院瑛えい慧けい様」


「なんで……俺の家に沙綾がいることは言っちゃいけないんじゃ……？」


「わたくしが懸け念ねんしておりますのは、貴方あなたとあの子の仲に関するあらぬ邪じや推すいが巷こう間かんに流る布ふしてご迷めい惑わくをおかけすることです。同居の事情自体は先方にもお伝えしています。そのことまで秘密にしていたら本当に不ふ貞ていがあると疑われても文句は言えませんでしょう」


　頭の中で懸けん命めいに情報を整理していると、政子は独断的に告げた。


「今すぐ沙綾を連れてお帰りなさい。でないと、お約束は今日をもって破談とします」


「そんな……」


　プール、プールとはしゃいでいた沙綾を思い出す。ダブルデートが決まってから今日までの毎日、彼女がどれだけこの日を楽しみにしていたことか。


　──泳げないけど、わたしプールが好き。


　あんなかわいげのない水着を着て、泳ぎもヘタクソで、浮うき輪わでプカプカ浮いていることしかできなくても、沙綾はここにいられるだけであんなに楽しそうなのに。


「……ちょっと、納なつ得とくできませんね」


　そう思ったら、承しよう諾だくの言葉は出てこなかった。


「今、沙綾のことは俺が預かって俺が躾しつけをしているんです。だから、どこへ連れて行ってなにをさせるかは、俺の方針に任せてもらえませんか」


「それとこれとは話が別です。水着だなんて淫みだらな！　破は廉れん恥ちすぎます！　女性が夫以外の男性に肌を見せるなど言語道断ですわ！」


「そういう考えが古いんだっつーの！　沙綾は水が好きなんだ！　みんなと一緒にプールで泳ぎたいんだ！　本当は授業にだって参加したいと思ってるのに、あんたに言われてるから我が慢まんするつもりなんだ。そんな従順な孫まご娘むすめに学校の外でまで我慢させるのか！」


「わたくしはあの子のためを思って……！」


「孫に水着を着せたくないのはあんたのエゴだろ！　本当に沙綾のためを思うなら、こんなことでいちいち文句を言ってこないでください！」


　そう言い放ち、勢いで電話を切った。


「……想ちゃん、どうしたの、大だい丈じよう夫ぶ……？」


　未実に顔をのぞきこまれるが、想太は無言で立ち尽つくす。


（俺だって、沙綾のためを思ってやってるんだ）


　そのことに関しては、断固として譲ゆずるつもりがなかった。今回の件で約束を反ほ故ごにしようものなら沙綾を連れ戻しに来たって渡わたさない、そう決意したとき再び着メロが鳴った。


「もしもし!?　だから沙綾のことは……！」


「すまない、三堂。北嶌がどっか行った」


　電話の声は、政子ではなく夏姫だった。


「さっきまで一いつ緒しよにいたんだ。でもあいつ、ちょっと目を離した隙すきにいきなりその辺の木に登り出して。慌てて足引っ張ったけど振ふり切られちまって……」


「えっ、木って……」


　想太はプールゾーンの景色を思い出した。プールとプールの隙間を仕切るように、ゾーン全体に生えていた本物のヤシの木。天てん井じようまで高くそびえたっていた木の全長は十メートル以上あると思える。もし、あのときみたいに落ちたら……。


「危険だから今係員が総出で捜してるけど、あいつ猿さるみたいに木から木へ……」


「わかった、俺もそっちに行く！」


　電話を切り、未実にも状じよう況きようを説明した。


「えっ!?　大変！　あたしも捜す！」


「手分けして捜そう！　じゃあ！」


　それで未実と別れた想太は、滑すべるビーサンを脱ぎ捨てて駆かけ出した。そのとき、向かいからプールの係員たちが大慌てで走ってきた。


「こっちだ！　こっちの木に登ってるらしい！」


　ピンときた想太がそのあとを追いかけると、プールゾーンの一角に人だかりができていた。集まった係員と客たちはみな上を見上げている。想太も顔を上げると、予想どおり、そこにあったヤシの木の一群の上方に沙綾の姿を発見した。


「お客様ー！　危険ですのでお下りくださいー！」


　係員が必死に呼びかけるが、沙綾は推定八メートル地点にしがみついて下りてこない。


「おい、沙綾！　なにやってんだ！　下りてこい！」


　おかしい、と思った。沙綾は確かに木登りが好きだが、それはあくまでも趣しゆ味みの範はん囲いであり、こんな風に大勢の他人を巻きこんで迷惑をかけるようなことはしない。事実、前の学校ではちゃんと立場をわきまえてむやみな木登りは控ひかえていたのだ。


　まるでなにかに脅おびえるように、沙綾はその位置から頑かたくなに動かなかった。そのとき。


「……さっきは逃にげられたけどやっと見つけたよ、沙綾くん。さあ、北嶌の家へ帰ろう」


　背後から、堂々とした男の声が聞こえた。


　振り向いた想太の目に映ったのは、このプール内ではおそらく唯ゆい一いつと言っていいだろうスーツ姿、それも白いスーツを身にまとった長身の青年だった。


「君のおばあさまに言われたんだ。君を連れてきていいと。僕の未来の妻にそんな破廉恥な格好をさせる輩やからのいる家になど、金輪際帰る必要はない」


　それではこいつが沙綾の許嫁、輝龍院瑛慧。そう思ってその男を観察した。


　想太より少し年上に見える彼は、すらっとした体たい軀くの優やさ男おとこだった。くせっ毛気味の茶ちや髪ぱつに涼すずしげな目元、悔くやしいけれどもなかなかの美形だ。


「さあ、沙綾くん！」


「やだ！」


　そのとき、沙綾が初めて言葉を発した。


「わたしは来年の三月までは帰らない！　エー様こそ帰って！」


「エー様……？」


「エー様ってオイ」


　聞き慣れた声に横を見ると、いつの間にか未実と夏姫が傍らにいた。


「いいかい、君はもうじき僕の妻になる女性なんだ、その自覚を……」


「わかってる！　わたしはエー様のお嫁よめさんになる、そう思ってずっと生きてきた。それは今でも変わらない」


　その言葉を聞いたとき、なぜか胸がズキンと痛んだ。


「エー様の奥さんになったら、わたしは木登りもしないし、プールにも入らない。だけど、この一年は！　この一年はわたしがわたしの人生を生きる最後の年！」


　そう言うと、沙綾は胸むな元もとのブリギッタを握にぎりしめた。そうしてコアラのような格好のままヤシの木の上からすーっと下りてくる。


「その一年を、わたしはこの人と過ごすの！」


　目が合った沙綾は、まだ木の高いところにありながら両手を離はなした。


「ソータ！」


　空から美少女が降ってくる。白いスクール水着をまとった、天使のような子。趣味は木登りで、好きな果物くだものはリンゴ。感情があまり顔に表れなくて、わかっていないようでわかっているようで、やっぱりわかっていないのかもしれない、ヘンテコなお嬢じよう様さま。


　一年だけの、想太の二人目の妹。


「うわっ！」


　抱だき止めたときの衝しよう撃げきは思ったよりも大きかった。けれども、今度は倒たおれずに踏ふん張った。薄うすい水着一枚の身体からだを抱きしめ、想太は沙綾を受け止めきった。


「……もしかして、君が三堂想太くんかい？」


　沙綾を地面に下ろすと、瑛慧は声に不快感をあらわにしてこちらへ一歩進み出る。


「そうだ」


　恐おそれに震える心を奮ふるい立たせて答えたが、瑛慧が見ているのは想太ではなかった。


　大理石でできたヴィーナスの彫ちよう像ぞうも嫉しつ妬とする白くなめらかな手足。ほっそりしているのにやわらかそうな身体は純白の布に隠かくされ、これからの発展性を予兆させる掌てのひらに余る程度の胸のふくらみは、ストレッチ素材の布地にやんわり押しつぶされている。


「沙綾くん……イイ……」


　瑛慧の端たん整せいな顔立ちに、赤い違い和わ感かん。
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「うわっ、鼻血だ！」


「誰だれか、ティッシュ、ティッシュ！」


　ギャラリーが騒さわぎだすほど豪ごう快かいに、瑛慧は婚こん約やく者の水着姿で鼻血を噴ふき出した。





「……なんか色々大変そうで悪いけど、そういうわけだから今日は帰ってくれないか？」


　上を向いて首の後ろを叩たたいたり、鼻にティッシュを詰つめたり、白いスーツの胸元についた鮮せん血けつを拭ぬぐったりしている瑛慧に、そろそろいいかと想太は話しかけた。


「沙綾は俺が責任を持って面めん倒どうを見る。必ず、今よりいい人間にしてみせる」


　あれ、なんでこんなことをこいつに宣言しているんだろう、とむなしく思う。


　──わたしはエー様のお嫁さんになる、そう思ってずっと生きてきた。


　沙綾にとっての特別な異性。想太がいくら彼女を大事に思っても、今も昔もそして未来も、その筆頭の座は永遠に変わることがなくこの男なのだ。そう考えて見ると、沙綾と瑛慧の白装束がまるで新しん郎ろう新婦の装よそおいのようで目にまぶしい。


「……君のような下げ賤せんの人間の言うことなど信用できるものか」


「そういう台詞せりふは、できればもっとカッコいいポーズで言ってくんねーかな」


　水着の沙綾に視線を走らせては両鼻にティッシュを詰め直す瑛慧を見て、案外ひょうきんな人なのかもしれないと思ってしまう。


「……じゃあ、今から俺たちと一緒に行動してみないか？　この一か月ですでに沙綾は成長した。ちょっと見てくれれば、昔から彼女を知ってるらしいあんたにはわかると思う」


　その必要はない、と一いつ蹴しゆうされるかと思った。有う無むを言わさず沙綾を連れ去られるかと。ところが瑛慧は即そく座ざに頷うなずいた。


「わかった、いいだろう」


「……さてはあんた、沙綾の水着姿がもっと見たいだけだな？」


「ソータ、お腹なか空いたー」


「あ、じゃあ休きゆう憩けい所行かない？　さっき沙綾ちゃん捜さがしてるとき見つけたんだー！」


　そうこうする間に、女性主導で次の行き先が決まる。


（あんなこと言っちまったけど、正直沙綾がそんなに変わったところを見せてくれるかどうか自信はない……）


　向かった先は、無料の休憩所だった。中には食べ物を売る学食のようなカウンターもあり、食事したい人は食券を買ってそこへ行くのだ。


　休憩所は畳たたみだったので、想太たちは入口で履はき物ものを脱ぬいだ。ドキドキしながら見ていると、沙綾は普ふ段だん家でやるように、入口に正座して後ろを向き、脱いだビーサンをそろえた。


　その拍ひよう子しに、彼女の水着の胸元からちらりと小さな谷間らしきものがのぞく。


「ぐぉほっ！」


　隣となりからうめき声がし、瑛慧は期待を裏切らず鼻血を噴ふん出しゆつさせた。やっぱり、なかなかのひょうきん者だ。


　長テーブルを五人で陣じん取どり、沙綾と未実が食べ物を求めに行った。食券販はん売ばい機きの前で未実が沙綾に買い方を教えてやっているのを見ていると、瑛慧の刺さすような視線を感じた。


「……大体、君は何者なんだい。水着姿の美少女を三人もはべらせて、アラブの石油王でも気取っているつもりかい？」


「惜おしいな、一人不正解だ。さて誰でしょう」


「めんどくさいから話を広げるな、ナツキチ」


　そんな感じで大した話もできないでいるうちに、沙綾がトレーを持って帰ってきた。


「沙綾、なに買ったんだ？」


「メロンー」


　こんな場所ではアレルゲン抜ぬきの料理を見み極きわめるのが難しいので、それは正しい判断だろう。そう思っていると、ラーメンを買ってきた未実が沙綾のトレイをのぞきこむ。


「あっ、いいな。おいしそー！」


　カットメロンは大きめに切られているせいで四切れしかなかった。どうするのかと見ていると、沙綾はその一切れにピックを刺し、向かいに座った未実に躊ちゆう躇ちよなく差し出す。


「食べる？」


「えっ？　あっ、いやっ、あたし別にそういう意味で言ったんじゃないよ！……でも、くれるなら欲ほしいけど……いいの？」


「うん」


　頷いて、沙綾は未実の口元へメロンを運ぶ。その様子は、昨日綺理から桜さくら餅もちをもらったときの光景を彷彿とさせた。


「うんっ、甘い！　ありがと、沙綾ちゃん」


　沙綾の手からメロンを食べた未実が、モグモグしながらお礼を言う。すると沙綾は瞳ひとみを斜ななめ上に動かし、少し緊きん張ちようした声で答えた。


「……どういたしまして」


　彼女がその言葉を使うのを、想太は初めて耳にした。


　そこで瑛慧はすっと立ち上がった。ようやく鼻血が止まったらしく、鼻からティッシュを取り去って元の男前な顔に戻もどっている。


「……もういい、わかった。確かに沙綾くんは少し変わったようだ」


　そう言って、足早に休憩所の出口へ向かった。


「お、おい……」


　想太も立ち上がり、彼を追いかける。靴くつを履はいている瑛慧を見ていると、彼はふと顔を上げて想太を見つめた。


「あと約十か月、彼女をよろしく頼たのむ」


「え……」


「今回の件に関しては、僕が政子様を取り成しておこう」


　そうして靴を履き終わった彼は、数歩歩き出してから振ふり返った。


「君がしかるべき家いえ柄がらと富を持ち合わせていなかったことを、僕は神に感謝するよ」


「……それ、どういう……」


「では、失礼する」


　最後に鋭するどい一いち瞥べつを残し、瑛慧は肩かたで風を切ってその場を去った。


「……今のは、一応俺を認めてくれたってこと……だよな……？」


「単に、これ以上いたら貧血でぶっ倒れるから帰らざるをえなかったんじゃねーの。もったいつけた言い方がいちいちキザったらしくて胸むな糞くそ悪いわ」


「ナツキチ」


　気がつくと、傍かたわらに夏姫が立っていた。沙綾と未実はテーブルで食事を続けている。


「えーっと……」


　どう言おう、と思った。もし夏姫が沙綾から想太との関係について聞き出せていなくても、瑛慧が現れてからの会話で大体のことはわかってしまっただろう。


「あのな、つまり……うごっ！」


　そのとき腹へ強きよう烈れつなキックが入って、想太は身体を二つに折り曲げた。


「……な……なにをする、ナツキチ……」


「お前こそなんなんだよ！　秘密がバレそうになったからって、今さらオレに打ち明けるつもりか？　おせーんだよ、優ゆう柔じゆう不ふ断だん！　責任感の強すぎる典型的長男坊ぼうめ！」


　かわいい顔に険を載のせて、夏姫は想太を罵ののしった。


「オレがお前の秘密を他人に吹ふい聴ちようしたりしないのは、お前にだって最初からわかってたことだろ！　それでも言うのをためらったってことは、それがよっぽどの秘密だったんだろ。自分以外の大事なもんがかかったシャレにならない秘密だったんだろ!?　だったら今さらヘラヘラ口にするな！」


「ナツキチ……？」


「本当はオレだって、お前が言ってくれるのを待つつもりだったんだ。お前の意志を尊重したかった。お前がオレにしてくれてるみたいに。ただオレ、あんま気が長くないからちょっとじれったくなっちまって……北嶌に興味あるなんて言って、困らせて悪かったよ」


　想太が説明を求める顔をしていると、夏姫は照れ隠しのように顔をしかめた。


「オレみたいなのと仲良くしてたら、周りに色々言われるだろ？　それでもお前気にしないし、オレが言いたがらないことは無理に訊きき出さない。そういう友達はオレにはかけがえがないんだ。言わせんな、こんなクセーこと！」


「……俺と沙綾の事情、沙綾と二人きりのとき訊いてみなかったのか？」


「訊いたよ。あの女、大したタマだぜ」


　夏姫はむんっと平たい胸を張った。


「『ソータを信じてあげて』って言われた。『大切な人だからこそ、大事なことを打ち明けるときには色々考えてしまうもの』って」


　どこかで聞いた覚えのある台詞だなと思って考えてから、温泉で沙綾に綺理への口止めをしたときの自分の言葉だと思い出した。


「だから、気になるけど！　めちゃくちゃ気になるけど！　気にしないことにした！　いつかお前がオレに言いたいと思ったとき、ちゃんと説明してくれればいいから」


「……でも、たぶん今の一部始終見てわかったことがすべてだと思うんだが……」


　なにやら覚かく悟ごを決めてくれた様子の夏姫には悪いけれども、もはや取り繕つくろい様がないくらいボロが出まくりである。ちなみに現時点で事態をどんな風に把は握あくしているのかと訊いてみると、夏姫は「んー」と考え込んでから言った。


「金持ちの道楽に巻きこまれて、期間限定でお兄ちゃんごっこやらされてるって感じ？」


　それで想太は爆ばく笑しようした。


「大体あってる」





　その日の帰り道、途と中ちゆう駅で夏姫と別れた想太たちは、三人で地元の駅に帰ってきた。閉園の五時ぎりぎりまで遊んでいたため、降り立ったホームはもう薄うす暗ぐらい。


「……あっ！　あれ綺理ちゃんじゃない？」


「えっ!?」


　未実が前方を指さして叫さけんだので、驚おどろいて目を凝こらす。電車が発車したばかりのホームのベンチに、うなだれるようにしてぽつんと座る少女。それは確かに綺理だった。


「綺理、どうして……」


　二人を残して小走りで近づいた想太は、再びあっと声を上げた。


「その服……」


　綺理が着ていたのは、想太が彼女に買ってきて、沙綾に貸した白いワンピースだった。


「……似合う？」


　むすっとした表情で上目づかいに見上げてくる妹に、想太は何度も頷いてみせる。


「ああ、すげー似合う。俺の見立て通りだよ」


「……よかった」


　綺理はほんのりはにかんで俯うつむいた。


「だけど綺理、どうしてそんな格好で……？　部活帰りだろ？」


「プールに合流できたらいいなと思って、一応着き替がえて駅に来てみたの。けど、もう全然間に合わないのがわかったから、ここでお兄ちゃんたちが帰ってくるの待ってた」


「綺理……」


「ほんとは全部わかってるのよ。綺理が大きくなってるのと同じように、お兄ちゃんだって大人に近づいてて、女の子とプールでデートだってしたいと思うだろうし、髪かみだってオシャレに染めたいんだろうなって」


　こちらを見つめる妹の瞳が、そこで険しい色を帯びた。


「だけど、イヤなの！　お兄ちゃんが変わっちゃうの見てられないの！　いつか綺理以外の女の子が一番になっちゃうんじゃないかと思ったら、なんか……」


　想太の脳のう裏りに、父が亡なくなった日のことが蘇よみがえる。


　──これからは俺がお前を守る。お前は俺にとって世界で一番大切な女の子だよ。


　あの日の誓ちかいを、妹はずっと覚えていたのだ。


「……俺は変わってないよ、綺理」


　その小さな頭の上に手を置くと、はっとしながらも綺理は黙だまって俯いていた。


「綺理ちゃん、想ちゃんがどうして髪の色変えたか知ってる？」


　後ろから声がして、振り返ると未実が微笑ほほえんでこちらを見守っていた。


「小学校のとき、綺理ちゃんが男の子たちに髪の色をからかわれて落ち込んでたときがあったじゃん？　それを知った日、想ちゃん自分で髪の毛染めちゃったんだよ。『兄貴が不良みたいな髪の色だったら、妹の髪がちょっと明るくても目立たないだろ』って」


「えっ……」


　顔を上げた綺理は、想太を見つめて瞳を震ふるわせた。


「綺理のため、だったの……？」


「……まあな」


　頭をぼりぼり搔かきながら、想太は照れ隠かくしに夕ゆう闇やみ迫せまる空を仰あおぐ。


「そのせいで綺理にイヤな思いさせておきながら、お前のためだなんて自己満足も甚はなはだしいよな。だから自分から言うつもりはなかったんだけ、ど……ッ!?」


　最後まで言い終わらないうちに、想太の腹になにかが衝しよう突とつした。綺理が想太の胴どう体たいにひしと抱だきついたのだ。


「お兄ちゃんのバカ！　大キライ……ッ！」


　そのくぐもった声がほんのり湿しめっている気がして、想太はオレンジ色に輝かがやく妹の髪を丁てい寧ねいに撫なでた。


「……ごめんな」


　沙綾を大事にすることは三堂工業のため、延ひいては家族のため。そう思って、どこかで実じつ妹まいに我が慢まんをさせてもわかってもらえるんじゃないかと甘えていた自分を反省した。


「……綺理こそ、ごめんなさい」


　それはとてもとても小さな声で、腹に押しつけられた口から振しん動どうのようにして伝わってきた言葉だった。想太が訊き返そうとすると、綺理は勢いよく離はなれて顔を上げた。


「そうだわ、お兄ちゃん？　この前のヒメウサちゃんのぬいぐるみ、まだ家にある？」


「えっ、ああ……」


　彼女の様子がことさらツンケンしているので、ビビりながら頷うなずく。すると綺理はプイッと横を向いた。


「やっぱりあれ、もらってあげてもいいわ！　家帰ったら出してよねっ！」


　頰ほおを染めて叫ぶように言うと、綺理はベンチから立ち上がってホームをどかどか歩き出す。向かった先は、階段の近くで壁かべに貼はってあるポスターを眺ながめていた沙綾の元だ。


「ほら帰るわよ、サーヤちゃん！　なに見てるの？」


「やんそんしのゆうわくぱんこぬき……」


　沙綾の顔つきは一見平生と変わらないが、その瞳ひとみからほわほわとハートが飛んでいるように見える。口元もほんのり緩ゆるんで見え、ポスターを見た想太はその理由を解した。


　それは駅前の「ミス・ドーナツ」通つう称しよう「ミスド」の広告で、グラタンパイが載っていた。ミルクとバターが匂におい立つようなその写真から大好物を連想したのだろう。


「よし、わかった！　じゃあ今日の夕飯はヤンソン氏の誘ゆう惑わくパン粉抜ぬきだ！」


「ほんと……っ!?」


　沙綾がぎゅいんとこちらへ首を向け、瞳を爛らん々らんと輝かせる。


「おう、キンマで牛乳とアンチョビ買って帰るぞ！　じゃがいもは今日マルトミが安い！」


「なにそれ、あたしも食べてみたい！　『ヤスシの誘惑パンツ脱ぬぎ』だなんて妖あやしすぎ！」


「だいぶ違ちがうけどいいぞ！　食ってけ食ってけ！」


「お兄ちゃん、綺理のところだけパン粉かけてよねっ！」


「じゃあ、あたしもっ！」


「ぱんこぬきー！」


「わかってるっつーの！　お前ら、お兄ちゃんに任しとけ！」





　そうして四人でたどる家路は楽しくにぎやかだった。けれどもその中でずっと、想太の心には小さな火種のような動どう揺ようがくすぶりつづけていた。


　それは、プールで夏姫から最後に言われたことのせいだった。


　──だけど、北嶌とさっきサシで喋しやべって一つわかったことがある。


　彼の言葉を思い出しながら、想太は綺理の隣となりを歩く沙綾に目を配る。彼女は街灯によってできる自分の影かげがおもしろいらしく、歩くごとに伸のびたり縮んだりする自分の足の部分を興味深げに目で追いながら、時々ケンケンしたりジャンプしたりして遊んでいた。


　──オレなりに根こん拠きよと自信のあることだから、お前に訊かれれば理由を答えてやらんこともないけど、お前にその勇気があるか？


「……どうしたの、想ちゃん。黙りこんで」


「えっ？　いや、別に……」


　隣の未実に尋たずねられ、想太は現実に意識を引き戻もどす。


「……そうだ、想ちゃん、さっきのことだけど、ね」


　その未実が、遠えん慮りよがちに口火を切った。


「あたし、なんか変なこと口走っちゃったよね。普ふ段だん着ないもの着てテンション上がっちゃってたみたい。結局水着も買わなかったし、あれ忘れてね！」


「あ、ああ……」


　それで今日の水着売り場でのことを思い出し、ただでさえ高まりがちな鼓こ動どうが暴走したように速くなった。


　今まで女心なんて考えたこともなかったし、考えようともしてこなかったのに。いきなり訪おとずれたこの波は瀾らんの展開はなんだ。





　北嶌沙綾。一年間だけの想太の妹。大だい富ふ豪ごうのご令れい嬢じようで、許嫁いいなずけだっている。


　その彼女が。





　──北嶌、たぶんお前のこと好きだぜ。お兄ちゃんとしてじゃなく、男として、な。














　あとがき







　みなさんは妹が好きですか？


　私は大好きです！……この本はつまり、そういうことです。


　こんにちは、飲み会ではとりあえずどころか最後までビール頼たのんじゃう系成人女性、長なが岡おかです。好きな乾かん物ぶつは鮭さけとばです。初めましての方は以後お見知りおきをば！


　前作『中チユーの下げ！』完結から九か月、本当はもっと早くに新作をお届けしたかったのですが、新シリーズとして本作をよりよいものに仕上げるために精神と時の部屋に入って修行していたら、なぜかバッチリ外界と同じ時間が流れていました。誠に遺い憾かんです。


　が、その甲か斐いありまして、私のラブコメ作家力はぐーんとアップしたはずです！　以前の私と今の私はガンプラと原寸大ガンダムくらい違ちがいます。いわばマキ子ＥＸです（まだこのネタ通じるだろうか）。ＥＸたる私は、王道（変態）学園ラブコメだった『中の下！』の要素に加え、ホームコメディ要素もプラスして本作を創つくり、お茶の間の皆みな様さまに愛と笑いとトキメキをお届けしたいと参上しました。さあ私に身を委ゆだねて、一いつ緒しよにラブコメの世界へ旅立ちましょう！　どこまで行けるかは皆様のお声次第です……！


　早速ですが、雑誌ドラゴンマガジンでは短編掲けい載さいをはじめ色々と告知していただけるようですので、よろしければぜひご覧らんくださいませ！　富士見書房の公式サイトも要チェックですよ！　これから展開する『期間限定いもうと。』ワールドをよろしくお願いします。


　ところでこのタイトル若干長いですかね。略りやく称しよう……は「きかいも」だろうか……？


　さて、二巻は夏刊行の予定です。夏なつ姫きの言葉で動どう揺ようする想そう太た、沙さ綾あやと未み実みの間で心が揺ゆれ……？　さらに、あの子とあの子が、もしかしたらあの子も……メイド喫きつ茶さでアルバイト!?　といった内容になっております。もうお待たせしません、マキ子ＥＸ頑がん張ばります！


　それでは最後になりますが、今回は数あま多たのライトノベルの中からこの本をお手に取ってくださりありがとうございました。読者の皆様をはじめ、私の「新作には透とう明めい感かんのある天使みたいな美少女を」というむちゃブリ的野望をぶっちぎりで叶かなえてくださったイラストのAnmi様、この企き画かくを一緒に立ち上げてくださった前担当様、それをモリモリ膨ふくらませ、作品にするお手伝いをしてくださり、現在進行形でお世話になりっぱなしの現担当様、その他拙せつ作さくに携たずさわってくださるすべての方々に感謝の意をお伝えできるとあらば私は腹はら踊おどりだって踊ります！　それには迫はく力りよくあるビール腹をこしらえなければならないので、いつリクエストが入ってもいいように明日も居酒屋で生なま中ちゅうを注文する所しよ存ぞんです。


　　　　二〇一二年二月




長岡マキ子
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